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はじめに 



このたびはキヤノン製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございまず。本製品をお 
使いになる前に、ま全のためにな下の注意事項をよくお読みください。 


まをにお巧いいただ < ために 

A 蓄告 

本書で指示された部位を除き、本製品をご自分で分解したり、修理したりしないでください。感電などの原因になる 
ことがあります。本裂品の修理については、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客樣相談センターにご連給く 
ださい。 


巧り巧いと巧ず/点巧について 

-本製品に貼ってある注意ラベルの指示に従ってください。 

-本製品に強い衝撃や振動を与えないでください。 

-本製品を移動または清掃するときは電源コードをおいてください。 

-紙づまりを防ぐために、プリント中は電源の入切、操作バネル部や後ろカバーの開閉、用紙 
の出し入れをしないでください。 

-本製品を移動する場合は、トナーカートリッジを必ず本体から取りかしてください。 

-トナーカートリッジは、光にさらさないように、購入時に収められていた保護袋に入れるか、 
厚手のホでくるんでください。 

-持ち運ぶときは、本製品の左ちにある取っ手をしっかりと持ってください。用紙カセットや 
金具部分は、絶対に持たないでください。 

-本製品の内部に異物を入れないでください。異物が製品内部の電気部品などに接触すると、 
火災や感電の原因になることがあります。 

-製品内部にピンやクリップ、ホチキスの針などの金属片を落とさないでください。 

-水などの液体をこぼさないように、本製品の近くでは飲食しないでください。 

•定期的に本製品を清掃してください。ほこりなどがたまると正しく動作しないことがありま 
す。 

-仪下のような場合は本製品の主電源スイッチを切り、電源コードを抜いて、お近くのキヤノ 
ン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 

-電源コードやプラグが傷んだり、断線しているとき 
-本製品の中に水などの液体がこぼれたとき 
-本製品が雨や水に濡れたとき 

-同捆の取扱説明書の手順どおりに操作しても本製品が正常に動作しないとき 

手順にない不正な調整をしてしまうと、故障の原因となったり、正常な動作に戻すまでに 
特殊な修理が必要となったりしますのでごを意ください。 

-本製品を落としたり、傷つけたりしたとき 

-本製品の動作に明らかに異常がみられるとき、エラーランプが点滅し続けるとき 
-本製品の補修用性能部品の最お保有期間は、本製品製造巧ち切り後7年間です。 
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-この製品は lEC 60825 -1:2007 においてクラス1レーザ製品であることを確認しています。 


A 

ATTENTION 

VORSICHT 

PRECAUCION 

VAROITUS 

ミ主意 
を意 
ミ主意 
を到 


DANGER - Invisible laser radiation when open. 

AVOID DIRECT EXPOSURE TO BEAM. 
CAUTION - CLASS 3B. INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVO に EXPOSURE TO THE BEAM. 

VARNING - KLASS 3B OSYNUG LASERSTRALNING NAR DENNA 
DEL AR OPPNAD, STRALEN AR FARLIG. 

- RAYONNEMENT LASER INVISIBLE DE CLASSE 3B. 

EN CAS D'OUVERTURE EVITEZ L'EXPOSITION AU FAISCEAU. 
- UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KLASSE 3B, WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

- RADIACION LASER INVISIBLE DE CLASE 3B PRESENTE AL ABR 旧 . 
EVITE LA EXPOS に |6N AL HAZ. 

- LUOKAN 3B NAKYMATTOMALLE LASER-SATEILYA AVATTUNA. 

VALTA ALT 旧 TUM 旧 TA SATEELLE. 

-ここを聞くとクラス犯和!視レ-ザ刷れ地ます。ピ-ムにきをを日さないこと。 
-巧斤が，存在不可化的 3B 类激化福が.请避免接邮该激化ま 
-打開機器蓋板時ち 3B 級不可視雷射化釋出.應避免曝が 
-習こI田号さ 3B tJ| フト人I司|0|巧お人卜だ0|お鲁音 M じ F. 
ihtdWI 山鲁言巧る [••fel 人[空- FC6-5293 
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設置について 

-平らで、ぐらつきや振動がなく、本製品をしっかりと支えられる場所に設置してくださし、。 

-涼しくて湿気やほこりがなく、風通しの良い場所に設置してください。 

-ちりやほこりがない環境でお使いください。 

-高温多湿にならない環境でお使いください。 

-直射日光の当たる場所に設置しないでください。故障の原因になることがあります。窓の近 
くに設置する場合は、厚手の力ーテンまたは日よけを窓に取り付けてください。 

-水気のある場所では使巧しないでください。湿気を含んだ物を本製品に近づけないようにし 
てくださし、。 

. 屋外での使用や設置は避けてください。 

-スピーカーなど磁気を含んだ機器や、磁界を生じる機器の近くに設置しないでください。 

-本製品の通気口を壁や物でふさがないように設置してください。また、ベッドやソファー、 
毛足の長いじゅラたんなどの上に設置しないでください。通気口がふさがれると製品内部に 
熱がこもり、火災の原因になることがあります。通気口は壁や他の機器などから 10 cm が 
上離して設置してください。 


木操作バネル部を持ち上げた場合、 
奥行きは 75.5cm となります。 


いつでも電源コードが抜けるように、電源コードの周りには物を置かないでください。異常 
な音や煙、熱、変なにおいなどが発生した場合は、直ちに主電源スイッチを切り、電源コー 
ドをおいて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様ホ目談センターにご連絡くださ 
し、。 

電源コードの上に物を置かないでください。また、電源コードを踏んだり、まねたり、結ん 
だりしないでください。 

使用中の製品からは、オゾンが発生しますが、その量は人体に影響を及ぼさない程度です。 
ただし、換気の悪い部屋で長時間使用する場合や、大量にプリントする場合には、快適な作 
業環境を保つため、部屋の換気をするようにしてください。 


39 cm 
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電源について 

-雷が鳴ったら、すぐに主電源スイッチを切り、電源コードをないてください。 

-電源コードをおいたときは差しなおすまでに5分 L 乂上間隔をおいてください。 

-電源コードを無停電電源に接続しないでください。 

A 蓄告 

本製品から微弱な磁気が出ています。む臓ぺースメーカーをご使用の方は、異常を感じたら本製品から離れてくださ 
い。そして直ちに、医師にご相談ください。 


資源再が用について 

キヤノンでは環境保全ならびに資源の有効ま用のため、リサイクルの推進に努めております。 
回収窓口が製品により異なりますので、が下の内容をお読みいただき、ご理解とご協力をお 
願いします。 


• 使用済み複写機の受け入れ場所について 

使用巧みとなった複写機につきましては、次のように回収を行っています。お問い合わせ先 
に注意してご連絡願います。 


m 

Canon 

キヤノンでは、環境保全と資源の有効活用のため、回収されたオフィス用、使用済み 
複写機のリサイクルを巧進しています。 

使用ミきみの複写機の回収については、お買い求めの販売店、または弊社お客様相談セ 
ンターもしくは担当の営業にお問い合わせください。 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、廃棄物処理法に従い処分して 
ください。 

• 使巧巧み力ートリツジなどの廃案について 

使用済みとなった力ートリツジなどにつきましては、次のように回収を行っています。お問 
い合わせ先に注意してご連絡願います。 

m 

Canon 

キヤノンでは、環境保全と資源の有効活用のため、使用済み力ートリツジの回収とリ 
サイクルを巧進しています。 

使用ミきみ力ートリツジの回収については、担当のサービス店、または弊社お客様相談 
センターにお問い合わせください。 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、トナーがこぼれないようにビ 
二ール袋等に入れて、地域の条例に従い処分してください。 


カスタマーサボ ー h 

本製品は、メンテナンスフリーでをむしてお使いいただけるように作られています。操作上問 
題が発生したときは、「第11章困ったときには J を参照してください。それでも解決しない 
場合や点検が必要と考えられる場合には、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談 
センター(巻末参照）にご連絡ください。 


こんなことができまず 
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本書の読みかた 

マークについて 

本書では、本製品を使巧する上でを全のためにお守りいただきたいことや、役に立つ情報に下 
記の マークを 付けています。 

A 蓄告 

取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負ラ恐れのある警告事項が書かれています。 

ム注意 

取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害が発生する恐れのあるを意事項が書かれ 
ています。 

@ 乂モ 

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。 

また本書では、操作するキー、ディスプしイに表示されるメッセージ、コンピュータ画面上の 
ボタンや項目を L 乂下のよラに表記しています。 

-キー名称：[ストップ/リセット] 

-ディスプしイ：<ヨウシヲホキュウシテクダサイ> 

-コンピュータ画面上のボタンおよび選択項目：[詳細設定] 

本書の操作説明で使用している操作バネル図中の香号は、操作手順の香号に対応しています。 


巧敬に ついて 

本書では、日本郵政公社製のはがきを郵便はがきと記載しています。 





o 規制について 


電波障害規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報 
技術装置です。この装置は、家庭環境で使巧することを目的としていますが、この装置がラジ 
才やテしビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

高調波の抑制について 

本機器は社団法人日本事務機械工業会が定めた複写機及び類似の機器の高調波対策ガイドラ 
イン（家電•況巧品高調波抑制対策ガイドラインに準拠）に適合しています。 


固おエネルギースター プログラム について 



ENERGY STAR 


当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エ 
ネルギースタープログラムの基準に適合していると判断します。 

国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめとしてオフィス機 
器の省エネルギー化巧進のための、国際的なプログラムです。このプログラム 
は、エネルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の 
促進を目的としたもので、事業者の自主判断により、参加することができる任 
意制度となっています。対象となる製品はコンピュータ、ディスプしイ、プリ 
ンタ、ファクシミリおよび複写機等のオフィス機器で、それぞれの基準並びに 
マーク（ロゴ）は、参加各国の間で統一されています。 


巧質エミッシヨンのが散に関ずる認定基準について 

粉塵、オゾン、 ス チしンの放散については、エコ マー ク Noll 7 「複写機 Ve 「 sion 2.0」 の物質エ 
ミッションの放散に関する認定基準を満たしています。（トナーは本製品用に推奨しております 
Canon Cartridge 304を使用し、白黒複写を行った場合について、試験ち法： RAL - UZ 62:2002 
の付録3〜5に基づき試験を実施しました。） 
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原稿などを読み込む際のを意事 I 頁 

な下を原稿として読み込むか、あるいは複製したり、加工したりすると、法律により罰せられ 
る場合がありますのでごを意ください。 

• 著作物など 

他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに準ずる 
限られた範困においての使用を目的とする場合を除き違法となります。また、人物の写真など 
を複製する場合には肖像権が問題となることがあります。 

♦通貨、有価証券など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしいものを 
作成することは法律により罰せられます。 

-紙幣、貨幣、銀行を（外国のものを含む）-株券、社債券 
-国債証券、地ち債証券 -手形、ル切手 

-郵便為替証書 -定期券、回数券、乗車券 

-郵便切手、印紙 -その他の有価証券 

• 公文書など 

な下のものを本物と偽って使巧する目的で偽造することは法律により罰せられます。 

-公務員または役所が作成した免許証、登記簿騰本その他の証明書や文書 
-私人が作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
-役所または公務員の巧影、署名または記号 
-私人の巧影または署名 
[関係法律] . 刑法 

. ぎ作梓ま 

-通貨及証券模造取締法 
-外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券 
-証券偽造変造及模造二関スル法律 

商標について 

Canon、Canon ロゴ、および Satera はキヤノン株式会社の商標です。 

Microsoft、Windows および Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の米国 
およびその他の国における登録商標です。 

Windows Vista は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標です。 
その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


-郵便法 

-郵便切手類模造等取締法 
-印紙犯罪処罰法 
-印紙等模造取締法 


こんなことができまず 
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著作権について 

Copyright ©2010 Canon Inc. All rights reserved. 

キヤノン 株式会社の事前の書面による承諾を得ることなしに、いかなる形式または手段（電子 
的、機械的、磁気的、光学的、化学的、手動、またはその他の形式/手段を含む）をもっても、 
本書の全部または一部を、複製、転用、複写、検索システムへの記録、任意の言語や コン ピ ユー 
夕言語への変換などをする ことはできません。 


巧責事 I 貝 

本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了承ください。 

キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、市場性、商品性、特定使用目的の適合性、ま 
たは特許権の非侵害性に対する保証を含め、明示的または暗示的にかかわらず本書に関してい 
かなる種類の保証を負うものではありません。キヤノン株式会社は、直接的、間接的、または 
結果的に生じたいかなる自然の損害、あるいは本書をご利用になったことにより生じたいかな 
る損害または費用についても、責任を負ラものではありません。 
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I お巧いになる前に 



( 】各部の名称とはたらき 


い 



H G F E H 



ADF (自動原稿給紙装置） 

セツトされた原稿を自動的に読み込み位置に送り 
ます。 


原稿ガイド 

原稿の幅に合わせて調節します。 

原稿給紙 トレイ 
原稿をセットしまず。 

原稿排紙 トレイ 
原稿が排出されまず。 

操作パネル 
本製品を操作しまず。 

USB ゾモリポート 

USB メモリに画傲を保をするときに USB メモリ 
を接続しまず。 


排紙トレイ 

コピー、プリント、ファクスなどの出力紙を排出 
しまず。 


巧紙カセット 
用紙をセツトしまず。 


巧紙カバー 

用祇カセツト内の用祇をほこりやチリから保護し 
ます。 































J 


K 



S R 


Q P 



J ADF 読み取りエリア 

ADF にセットされた原稿を読み取りまず。 

K 原稿台ガラス 

原稿をセットしまず。 

L 排紙補助トレイ 

引き出して使巧します。 

M 排紙ストッパー 

排紙卜しイから出力祇が落ちるのを防ぎまず。 A 4 
サイズの用紙で出力する場合に、ストッパーを開 
いて使巧します。 

N 手差しトレイ巧紙ガイド 

用紙の幅に合わせて調節しまず。 

0 はがき用ガイド 

はがきをセットずるときに使います。 

P 巧紙後端ガイド 

用紙の後端を押さえまず。 

Q 手差しトレイ 

手差しで1枚ずつプリントずるときに使用しまず。 
R 操作パネル部 

トナーカートリッジの交換や、つまった用紙を取 
り除くときに開きます。 

S 主電源スイッチ 

電源を入れたり、切ったりしまず。 

T USB ポート 

USB ケーブルを接続します。 

U 後ろ カバー 

つまった用紙を取り除く ときに開きまず。 

V 電源 ソケッ ト/ アース 端子 

電源コードおよびアース線を接続しまず。 

W 電話回線端子 

電話線コードを接続しまず。 

X 外付け電話機巧端子 

外付け電話機を接続しまず。 

y LAN ポート 

LAN ケーブルを接続します。 


お使いになる前に 
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1-2 





























操作パネル 


3 


乂イン操作パネル 


ABC D EFGH I 



A [システムモニタ]キー 

プリント状況、コピー状況、送受信状況、送受信 
履歴、転送エラー状況、メモリ残量、またはレポー 
卜出力状況を確認するときに使います。 

B [設定確認]年一 

コピーの設定を確認ずるときに使います。 

C [ コピー]キー 

コピーモードに切り替えまず。 

D [送信/ファクス]キー 

送信/ファクスモードに切り替えまず。 

E [スキヤン] キー 

スキヤンモードに切り替えます。 

F [初期設定/登録]キー 

各種の設定、登録をするときに使いまず。 

G [両面]キー 

両面コピーを設定するときに使います。 


H [拡大/縮ル]キー 

コピーの拡大/縮ル率を設定ずるときに使いま 
ず。 

] じ芦护 と一 

コピーや送信原稿の濃度を調整するときに使いま 
ず。 

J [画質]キー 

コピーやファクスの画質を設定するときに使いま 
ず。 

K [ソート /2 in 1] キー 

ソートコピーや2 in 1コピーを設定ずるときに使 
いまず。 

L [巧.証 ]ち一 

ID 管理モードが有効な状態のときに使いまず。本 
製品を使用するときや管理モードに切り替えると 
きに押しまず。 

M [節電]キー 

手動で節電が態に設定したり解除したりするとき 
に使いまず。節電が態のときはグリーンに点灯し 
ます。 

N [ストップ/リセット]キー 

ジョブを中止ずるときに使いまず。また、待受画 
面に戻るときにも使いまず。 


>お使いになる前に 
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0 エラー ランプ 

エラーが発生したときに点滅します。 

P 実行/メモリランプ 

本製品が動作中に点滅しまず。待機中のジョブが 
あるとき、およびゾモリにデータが蓄積されてい 
るときは点灯します。 

Q [スタート] キー 

コピー、スキヤン、ファクス送信などを開始する 
ときに使いまず。 

R テンキー 

文字や数字を入力するときに使います。 

S [卜ーン]キー 

プッシュ回線とダイヤル回線を切り替えるときに 
使いまず。 

T [クリア] キー 

入力した文字や数字を削除ずるときに使います。 

U [+►] キー 

設定ずる数値を上げるときに使いまず。また、次 
のメニュー項目を表示ずるときにも使いまず。 


V [0 K ] キー 

設定、登録した内容を確定するときに使いまず。 
W [ィ _] キ_ 

設定ずる数値を下げるときに使いまず。また、前 
のメニュー項目を表示するときにも使います。 

X ディスプレイ 

メッセージや動作状況を表示します。設定操作中 
は選択項目、テキスト、数きなどを表示しまず。 

Y [トナー残量]キー 

ト ナー残量を確認ずると きに使います。 


お使いになる前に 
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送信操作パネル 


A 


B 


C 


D 


A [オンフック]キー 

外付け電話機の受話器を置いたままダイヤルする 
ときに使いまず。 

B [コール/ポーズ]キー 

が前に指定した宛先（最大3件）を呼び出すとき 
に使います。また、ファクス番号にポーズを挿入 
ずるときに使います。 

C [短縮]キー 

短縮ダイヤルに登録した宛先を指定するときに使 
いまず。 


D [宛先表]キー 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した宛 
先を相手先の名前またはファクス番号/メールア 
ドしス/ホスト名から検索ずるときに使いまず。 

E ワンタッチダイヤルキー 

ワンタッチダイヤルに登録した宛先を指定すると 
きに使いまず。 
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(リディスプレイ（待受画面) 


コピーモード 

A 


B 


C 





10 

日％1 |A 4 


AJ 

W 

on 

■ □ 1モシ'’ /シヤシン 





D 

A ズーム 倍率 
B 用紙サイズ 

C 部数 
D 濃度 
E 画質 


E 


送信/ファクスモード 


クス 


スキヤンモード 


ID 管埋モード 

• 部門別の管理の場合 


スキヤンモート' 


モン コー ト‘セット 


メモ 

-必要に応じて、主電源スイツチを入れたときに表示され 
る待受画面ををますることができまず。詳細について 
は、 r メニューの設定内容」 （^ P .12-4) を参照してく 
ださし、。 

-ち電源スイツチを入れると、ディスプしイに<ウォーミ 
ングアツフチュウ…/シバラクオマチクダサイ> 
と表示したのち、待受画面に切り替わります。 

•才ートクリアが有効になっている場合、ディスフしイが 
待受画面に戻ります。 

-部門別/ユーザの管理モードは、部門別/ユーザ ID 管 
理機能を設をしている場合に表示されます。操作方法に 
ついては、「部門別/ユーザ ID 管理を設定している場 
合 I HP . 1-7) を参照してください。 


ユーザの管理の場合 


ID 


1ウ IJ 3ク 


お使いになる前に 
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部門別/ユーザ ID 管理を設定している場合 ) 

<システムカンリセツテイ>にある部門別の管理またはユーザの管理を< ON >に設定 
している場合は、登録巧みの ID と暗証番号を入力した場合のみ本製品が使えるよラに設定ず 
ることができまず。詳細については、操作ガイド（総合編） r 第 8 章システム管理設定 J r 部 
門別の管理を設定する J または>■ユーザの管理を設定ずる J を参照してください。 

ご巧用の前に必要な作業 



1 テンキーを使って部門のまたはユーザのを入力し、 [0 K ] または[認証]を押しまず。 

2 暗証を号が設定されている場合は、テンキーを使って暗証番号を入力し、 [0 K ] または 
[認証]を押しまず。 

待受画面が表示されます。 


>お使いになる前に 
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ご巧用をに必要な作業 



I [認証]を押しまず。 


お使いになる前に 
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】 トナー カー トリツシ 



本製品に対応するキヤノン純正カートリッジの寿命は、約2,000ぺージでず。このページ数 
は、リ SO / IEC 19752 J * に基づき、工場出荷時の印字濃度設定のままで、 A 4 サイズの用紙 
に印刷した場合の値です。トナー消'費量は、印刷ずる書類の内容によって異なりまず。図、表、 
グラフなどを多用した、空白部分が少ない書類はトナー消費量が多くなるので、トナーカート 
リッジの寿命が短くなりまず。トナーカートリッジの交換の際は、必ず本製品専用のトナー 
力ートリ ッ ジを使用してください。 

* nsO/lEC 197日 2 」 とは、国際標準化磯構 （International Organization for Standardization ) より発巧された 
「印字可能枚数の測定方法」に関する国際標準です。 


トナーカー h リッジ名： 
カートリッジ304 



機種名 

対応するキヤノン純正力ートリツジ 

印字枚数 

MF 4680 

力ートリツジ304 

A 4 サイズで約2ク〇〇枚 









トナーカートリツジの巧り巧い 

• トナーカートリッジをコンピュータ画面やディスクドライブ、フロッピーディスクなどに近 
づけないでください。トナーカートリッジ内部のマグネットによって破損する恐れがありま 
す。 

• トナーカートリッジは、高温多湿や急激に温度が変化するような場所および火気のある場所 
に保管しないでください。 

• トナーカートリッジを、直射曰光や電灯の光に 

• トナーカートリッジは保護袋に入れて保管し、本製品に取り付けるまで保護袋から取り出さ 
ないでください。 

• トナーカートリッジの保護袋は保管しておいてください。本製品を移動するときなどに必要 
になります。 

• トナーカートリッジを、塩分を含んだ空気や、エアゾールスプし一などから出る腐食性ガス 
が充満している場所に保管しないでください。 

• 必要なとき1^4外は、トナーカートリッジを取りかさないでください。 

• トナーカートリッジのドラム保護シャッターを開けないでください。ドラム表面を光にさら 
したり、傷つけたりすると、プリント品質がお下する恐れがあります。 

• トナーカートリッジを取り扱う際は、ドラム保護シャッターに触れないように必ず取っ手を 
持ってください。 

• トナーカートリッジを立てて置いたり、逆さにしたりしないでください。トナーカートリッ 
ジ内部でトナーが固まってしまい、振っても元に戻らなくなることがあります。 

• 使用済みトナーカートリッジを廃棄する場合は、トナー容器を保護袋に入れてトナーが飛び 
散らないようにし、自治体の指示に従って処理してください。 

♦力ートリッジからトナーが漏れたときは、吸い込んだり直接皮膚につけたりしないように注 
意してください。皮膚についた場合は、石験を使い水で洗い流し、刺激が残る場合や吸い込 
んだ場合には直ちに医師に相談してください。 

♦力ートリッジを本体から取り外すときは、トナーが飛び散って目や口などにトナーが入らな 
いように、 T 寧に取り出してください。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流 
し、医師と相談してください。 

• トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してください。もしトナーを飲んだ 
場合は、直ちに医師と相談してください。 

♦力ートリッジは分解しないでください。トナーが飛び散って目や口などに入ることがありま 
す。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。 

ム 注意 

トナーが発火してやけどの原因になることがあるので、トナーカートリッジを火の中に巧げ入れないでください。 


お使いになる前に 
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トナー巧量の確認 

[トナー残量]を押して、トナーカートリツジのトナー残量を確認できます。トナー残量はディ 
スプしイに4段階で表示されます。 

トナーカートリツジが寿命の場合は、トナーカートリツジを交換してください。 

(ー トナーカートリツジを交換する： P .10-10) 

トナーカートリツジは充分に使用できる状態です。 



トナーカートリッジの寿命が近づいていまず。 

交換巧のトナーカートリッジを用意してくださし、。 


トナーサ’ンソヨウ 


0 % ■■□□□□ 

10 0 % 


トナーカートリツジが寿命になりました。 
トナーカートリツジを交換してくださし、。 


トナ -r 

ン y 3 ク 


0 % 

□□□□□□ 

10 0 % 


乂モ 

待受画面に戻るには、[ストップ/リセット]を押します。 


消耗品のご煩乂巧談窓口 

お買い求めの販売店またはお近くのキヤノン販売店にてお買い求めください。ご不明な場合は 
巻末のキヤノンお客様相談センター(巻末参照）までお問い合わせください。 


お使いになる前に 
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タイマー設定 ) 

スリープモードを設定ずる 

本製品はある一定時間何も操作をしないと、自動的に節電状態に移行します（スリープモー 
ド）。 



1 [初期設定/登録]を押しまず。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<タイマーセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 
这 [ィ ー ] または [+►] を押して < 才ートスリープタイム > を選択し、にのを巧します。 

4 [ィ ー ] または[+ ►] を押して< ON > を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

5 [ィ ー ] または [+►] を押して時間を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

時間は3分〜30分の間で設定できます （1 分刻み）。 

テンキーを使って数値を入力することもできまず。 

初期値は日分に設定されています。 


► ►► 


お使いになる前に 
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6 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 

感乂モ 

-スリープモードに移行ずると、[節罰キーがグリーンに点灯しまず。 

-スリープモードから復帰するには、[節電]を押してください。 

-手動でスリープモードにずるには、[節電]を押してください。 

-が下のが態の場合は、スリープモードになりません。 

•本製品が操作中の場合 

•実行/メモリランプが点灯または点滅している場合 

•エラーメッセージがデイスプしイに表示され、エラーランプが点滅している場合 
•本体内で紙づまりが発生している場合 
•外付け電話の受話器が外れている場合 
-が下の状態の場合は、スリープモードが解除されまず。 

•[節電]が押された場合 

•ファクスを受信した場合 

•外付け電話の受話器が外れている場合 

•コンピュータからプリントジョブが送信され、プリントが開始された場合 


お使いになる前に 
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オートクリアタイムを設定ずる 

本製品はある一定時間何も操作をしないと、デイスプしイが待受画面に戻ります（才ートクリ 
ア機能)。 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [◄-] または [+►] を押して<タイマーセッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3 [◄— ] または [+►] を押して<才ートクリアタイム>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

4 [ィ ー] または [+►] を押して< ON >を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

5 [ィ ー ] または [+►] を押して時間を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

時間は1分〜9分の間で設定できまず （1 分刻み）。 

テンキーを使って数値を入力することもできます。 

6 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 


お使いになる前に 
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タイムゾーンを設定ずる 

世界の地域別標準時間帯は 、 GMT (± 0時）からの時差（±12時間 L 乂内）を使用して各国 
の標準時間帯としています。この時差を使巧している地域をタイムゾーンといいます。日本の 
標準時はこれより9時間先行しているため、< GMT +09:00 >を設定します。 


@ 乂モ 

イギリスのグリニッジ天文台の時刻（グリニッジ標準時）を GMT に reenwich Mean Time ) と呼びます。 



1 [初期設定/登録]を押しまず。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<タイマーセッテイ>を選択し、 [ OK ] を巧します。 

3 [◄— ] または [+►] を押して<タイムゾーン>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

4 [◄—] または [+►] を押して希望のタイムゾーンを選択し、 [ OK ] を押しまず。 

5 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 

乂モ 

設定内容は本製品を再起動すると有効になります。 


お使いになる前に 
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お使いになる前に 



原稿と用紙の巧 0 巧い 


) 


〇使用可能な原稿 



原稿台ガラス 

ADF 

原稿の種類 

-普通紙 
-厚紙 
. 写百 

-ル型原稿（名刺サイズなど） 

. 特殊紙（トレーシングぺーバー’1、 
OHP フイルム‘1など） 

•本（厚さ 24 mm までのもの） 

普通紙（同じサイズ、厚さ、重量の複数 
枚の原稿、または 1 枚の原稿） 

サイズ 
(幅 X 長さ） 

最大 21 6 mm X 297 mm 

最大 21 6 mm X 356 mm 
最小 105 mm X 148.5 mm 

重量 

最大 2 kg 

40 〜 105 g / m 2 

枚数 

1 枚 

最大 35 枚’2 


’1 卜しーシングぺーパーや OHP フィルムなどの透過原稿をコピーする場合は、原稿台ガラスに原稿を下向きにして 
セットし、白紙を原稿の上に重ねて置いてください。 

•2 80 g / m との用紙 


♦のり、インク、修正液が完全に乾いてから、原稿をセットしてください。 

♦ ADF 内で原稿がつまるのを防ぐために、が下のものは使巧しないでください。 
-しわや折り目のある原稿 
• 力ーボン紙や力ーボンバック紙 
• 力ールした、または巻いた紙 
-コート紙 
-破れた原稿 
-薄質半透明紙や薄紙 

-ホッチキスの針またはクリップが付いた紙 
. 熱転写プリンタでプリントされた紙 
- OHP フイルム 



原稿と用紙の取り扱： 
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読み取り範囲 


原稿の文字や画像が、な下の図の淡色部分に収まっていることを確認してください。下記の余 
白は目まであり、実際とは異なる場合がありまず。 



]- 2 mm 


金 


J-2 mm 


2 mm 


2 mm 


原稿と用紙の取り扱い 
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(3 原稿をセットずる 

原稿台ガラスにセットずる 

I 原稿台ガラスカバーを開きまず。 



2 原稿を下向きにして原稿台ガラスに置きまず。 



T 證衰 
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这 用紙サイズマークに合わせて原稿をセットしてください。 


T - 


==- 

=: 

am 


原稿が用紙サイズマークに合わない場合は、原稿の中む線を矢印に合わせてください。 

4 原稿台ガラスカバーを静かに閉じまず。 



ム注意 

-原稿台ガラスカバーを閉じるときは、指をはさまないようを意してください。けがをする恐れがあります。 
-原稿台ガラスカバーを無理に閉じないでください。原稿台ガラスが破損してけがをする恐れがあります。 

@ 乂モ 

読み込みが完了したら、原稿台ガラスから原稿を取り出してください。 


T 疆！ 
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ADF にセツ h ずる 

I 原稿をさばいてから、平らな場所で原稿の緑をそろえまず。 




原稿と用紙の取り扱い 
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な 読み取る面を上にして、 ADF に原稿をセットしまず。 



メモ 

* 読み込み中に原稿を追加したり、おいたりしないでください。 

-ずべての原稿が読み込まれたら、祇づまりを防ぐために原稿排紙トレイから原稿を取り出してください。 

- 30回が上 ADF で同じ原稿を読み込まないでください。繰り返し読み込まれた原稿は、折りたたまれたり 
破れたりして、紙づまりを起こすことがあります。 

. 鉛筆で書かれた原稿を読み化んで給紙□ーラが;'ちれた場合は、清掃してください。 

(一日常のお手入れ： P .10-1) 


原稿と用紙の取り扱い 
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使用可能な用紙 


) 


用紙カセット 手差しトレイ 

サイズ（幅 X 長さ） 

A 4、 B 5、 A 5、 エグゼクティブ、封筒（洋形4号、洋形2号)、郵便は 
がき、郵便往復はがき、オフイシオ、ブラジルーオフィシオ、メキシコー 
オフイ シオ、 フォリオ、ガヴァメントーレター、ガヴァメントーリーガ 
ル、 FOOLSCAP 、 LTR、LGL (76 x 127〜216 x 356 mm ) 

坪量 

60〜1 63 g / m 2 

枚数 

最大250枚 最大1枚 

(積載高さ 25 mm が下） 

用紙の種類 

普通紙、再生紙\普通紙し厚紙、厚祇 H 、0 HP フィルム 


’再生紙は、ち紙配合率 100% の再生紙も使用できます。 

@ 乂モ 

用紙サイズの初期値は A 4 です。別の用紙サイズを使用する場合は、用紙サイズの設定ををましてください。 

用紙のサイズと種類を設定ずる： P.2-1 已） 

• 紙づまりを防ぐため、な下の用紙は使巧しないでください。 

-しわや折り目のある紙 
• 力ールした、または巻いた紙 
-コート紙 
-破れた紙 
• 湿った紙 
-非常に蓮い紙 

. 熱転写プリンタでプリントされた紙（裏面にコピーしないでください。） 

• が下の用紙ではプリントが不鮮明になります。 

-目の粗い紙 
-つるつるした紙 
-光沢紙 

♦用紙にほこり、糸くず、ミ由のしみが付かないよラにしてください。 

♦用紙を大量に購入する際は、事前に巧紙を試してください。 

♦用紙は包装紙で包み、平らな場所で保管してください。開封した用紙は元の包装紙で包みな 
おし、涼しい乾燥した場所で保管してください。 

♦用紙は室温18で〜24で、相対湿度40%〜60%の場所で保管してください。 

• OHP フイルムは、しーザプリンタ用のものを使用してくださし、キヤノン機専用の OHP フイ 
ルムをお使いになるようお勧めします。 


m H 


2-7 












プリント範囲 


淡色部分は、 A 4 サイズ用紙のプリント範囲の目までず。下記の余白は目安であり、実際とは 
異なる場合がありまず。 



]- 6 mm 


♦ 


> 6 mm 


5 mm 


5 mm 


原稿と用紙の取り扱い 
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用紙をセットずる 


用紙カセットに用紙をセットずる方法については、スタートアップガイド r 本製品のセット 
アップ J r 用紙カセットを組み立て、用紙をセットずる J を参照してください。 

手是しトレイにセットずる 

用紙カセットにセットされている用紙と、種類やサイズが異なる用紙にコピーやプリントする 
場合は、手差し卜しイを使います。手差し卜しイには用紙を1枚ずつセットします。 


メモ 


手差し卜しイにセットされた用紙は、用紙カセットにセットされた用紙よりも先に給紙されます。 

洋形4号、洋形2号の封筒を使用してください。 

フリンタドライバで正しい封筒サイズを設定してください。 (オンラインヘルフ を参照してください。） 

受信した文書、しポート、リストのプリントは、用紙カセットからのみ給紙が可能です。手差しトレイに用紙がセッ 
卜されている場合は、< テザシノ ヨウシヲジョキヨ > と表示されます。 


手差しトレイ用紙ガイドの幅を紙幅より少し広めにセットしまず。 



原稿と用紙の取り扱い 
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2 用紙をセツトずる場合は、プリントしたい面を上にして手差しトレイにまっすぐに差し 

込みまず。 



感义モ 

□ゴがプリントされた用祇をセットずる場合は、プリントしたい面（□ゴ側）を上にして、巧紙の上端から 
先に手差しトレイにセツトしまず。 



封筒をセツトする場合は、プリントしたい面を上にして右端から先に封筒をまっすぐに手差しトレイに差し 
込みまず。 



ム 注意 

封筒の短いほうの辺にフタがついている場合、必ずフタのついている側から手差しトレイに差し込んでくだ 
さい。この向きに入れないと祇づまりの原因になります。 


►►► 


原稿と用紙の取り扱い 


2-10 





















3 手差しトレイ用紙ガイドを用紙の幅に合わせまず。 



ガイドが用紙のサイズに合っていないと、きちんとプリントされないことがあります。 

4 セットした巧紙のサイズと種類を設定しまず。 

用紙のサイズと種類の設定方法については、「用紙のサイズと種類を設定ずる」（一 P .2-1 日）を参照してくだ 
さし、。 


はがきをセットずる 

用紙カセットにはがきをセットする場合は、はがきが正しく給紙されるように、はがき用ガイ 
ドを使用します。はがきは「郵便はがき J と「郵便往復はがき」をプリントできます。 

I 用紙カバーを用紙カセットから取り外しまず。 



原稿と用紙の取り扱い 
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2 


用紙力七ットの前面部を開きまず。 



这 用紙カセットから用紙を取り出しまず。 



4 左ちの用紙ガイド （ A ) をつまみながら、>■はがき J の位置に合うようスライドさせます。 



A 


►►► 


原稿と用紙の取り扱い 
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5 印刷する面を上にしてはがきをセットしまず。 



6 用紙カセットから、はがき用ガイドを取り外しまず。 



7 はがき用ガイドを用紙後端ガイドに差し込み、前方に倒しまず。 



原稿と用紙の取り扱い 
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8 用紙後端ガイドをスライドさせ、はがき用ガイドをはがきの後端に合わせまず。 



9 はがきの種類に合わせて、用紙のサイズを設定しまず。 

用紙のサイズの設をち法については、「用紙のサイズと種類を設定する J P .2-15) を参照してください。 


原稿と用紙の取り扱い 
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¢3用紙のサイズと種類を設定ずる 


初期値は、< フツウシ>と< A 4 > です。別の種類の用紙をセットする場合は、 L 又下の手順に 
従って設定を変更してください。 

手順3で巧紙カセットまたは手差し卜しイを選択するのを除いて、用紙カセットと手差し卜し 
イとで手順は同じです。 



I [初期設定/登録]を押します。 


2 [◄-] または [+►] を押して<ヨウシセッテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

这 [◄-] または[+ ►] を押して<カセット>または<テザシトレイ>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 


4 [ィ ー ] または [+►] を押して<ヨウシサイズ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5 [◄-] または [+►] を押して用紙のサイズを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

な下の用紙サイズを選巧できまず。 

く A 4>、 く 6已 >、< 化 〉、く EXEC >、 くヨウガタ4ゴウ>、くヨウガタ 2ゴウ>、く八ガキ>、 
くオウフク八ガキ>、く OFICIO >、 く BRAZIL - OFF に 10 >、< MEXICO - OFFICIO >s 
く G - LTR >、< G - LGL >、く FLSP > 、く LTR > 、く LGL > 
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6 [ィ ー] または [+►] を押して<ヨウシシュルイノ トウロク>を選択し、 [0 K ] を 
押しまず。 

メ f 

手順已で、く B 5 >、く A 日>、く EXEC >、くヨウガタ4ゴウ>、くヨウガタ 2ゴウ>、 

く八ガキ>またはくオウフク八ガキ>を選択した場合は、くヨウシシュルイノ トウ□ク>は選択できませ 
んので、手順8に進んでください。 

7 [ィ ー] または [+►] を押して巧紙の種類を選択し、に K ] を押します。 

な下の紙種を選巧することができます。 

普通紙 （64 g / m と〜 90 g / m 2) : <フツウシ>、<フツウシ L >*1 

厚紙または封筒（用紙カセット：105 g / m 2 〜 I 28 g / m 2、 手差し卜しイ：105 g / m 2 〜1的 g / m う： 

<アツガミ >、< アツガ5 H >*2 
OHP フイルム： < OHP フイルム> 

’1 < フツウシ > を選巧してプリントすると用紙がひどく力ールする場合は、< フツウシ L > を還巧し 
てください。 

’ 2 < アツガミ > を選巧してフリントすると文字が薄くなる場合は、< アツガミ H >を選巧してください。 

8 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


原稿と用紙の取り扱い 
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が下の手順に従ってコピーします。 


原稿をセツトずる 



原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセット 
しまず。 

使巧できる原稿については「使巧可能な原稿 J 卜 P .2-1} を参 
照してください。 


個 


:ーモードを選択する 


巧 巧巧表 

3 ◎ 


£ コビー || 送眉 / ：77ク又 I ス牛ヤン \ 


一^ 苗をお亞 

ゴ 

08 


◎- 

監をお記 

〇 

トナー巧量 

◎ 


コビ ー1 [ ち眉/つ 


巧大/巧か a 

◎ e 


◎ 
切巧設定/ 
登録 

© 

ク U ア 

© 


[コピ ー] を巧しまず。 

コピーランプが点灯し、コピーモードになります。 


画質、濃度、倍率を調整ずるとき： 

「コピーの設定をする J (一 P .3-3) を参照し 
てください。 


► 


n ピ—ずる 


3-1 




































ピー部数を入力ずる 



テン キーを 使って コピー 部数 （1 〜 99) を 
入力しまず。 


例） 


10 0% A 4 

ODID » モシ‘/シヤシソ 


03 


間違った番号を入力したとき： 

[クリア]を押して、正しい部数を入力しなお 
します。 


►5B 



ピーを開始ずる 


[スタート]を}甲しまず。 


コピージョブを中止ずるために[ストップ/ 
リセット]を}甲したとき： 

くストップキーガオサレマシタ>が表示さ 
れた場合は、 [ OK ] を押します。 

くジョブヲチュウシシマスカ？ >が表示さ 
れた場合は、[ィ _] を巧してく八イ>を選択 
しまず。 


n ピーずる 


3-2 



























コピーの 設定をずる 



[スタート]を押してコピーを開始ずる前に、読み込む原稿の種類に合わせて設定を調整ずる 
ことができます。才ートクリアが有効になっている場合、または[ストップ/リセット]を押 
した場合は、調整した設定は初期値に戻りまず。 


画質を調節ずる 


夕 



1 [コピー]を押しまず。 

2 恼劃を繰り返し巧して、原稿の種類を選択しまず。 

くモジ/シャシン>:文字と写真のある原稿に適していまず。 

くモジ/シャシン+ > :細かい文きと写真のある原稿に適しています。 

くモジ> :文字原稿に適していまず。 

くシャシン>:細かい文字または写真のある原稿に適しています。 

パ 

濃度がくジドウ>に設定されている場合、[画質]を巧ずと濃度は自動的に手動設定に切り替わります。 






























濃度を調節ずる 

自動または手動で、原稿に最適な濃度に調整できます。 

• 自動調節 


夕 



1 [コピー]を押しまず。 

2 [濃度]を繰り返し巧して<ジドウ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

メ f 

画質は自動的にくモジ>に設定されまず。 


n ピーずる 


3-4 



































♦手動調節 


2 



1 [コピー]を押しまず。 

2 [濃聞を繰り返し押して、手動モードを選択しまず。 

3 [ィ ー] または [+►] を押して濃度を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

例） 


ノクト’ 

-ウスク コク+ 


[ィ ー] :濃い原稿を薄くコピーしまず。 

[+►] :薄い原稿を濃くコピーしまず。 

メ f 

-ずべての設定を取り消ずには、[ストップ/リセット]を押します。 

-[送信/ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消されます。初期値として登録し 
たい場合は、[初期設定/登録] 一く コピー シ ヨウセッテイ> 一く ヒヨウ ジュン モードノヘンコウ> 
一くノウドくシュドウ > で設定登録を行ってください。（ーメニューの設定内容： P .12-4) 


n ピ—ずる 
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倍率を設定ずる 

• 定おを倍を巧用して化大/縮かずる 

原稿を拡大または縮小して、別のサイズに変更できます。 


夕 



1 [コピー]を押しまず。 

2 [拡;大/縮小]を押しまず。 

3 [◄-] または [+►] を押してコピー倍率を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

- 200% MAX . 

-141% A 5 一 A 4 
-122% A 已 已 
-11已％6己一 A 4 
- 100 % 

- 86% A 4 一 B 已 

- 81% B 5 一 A 已 

- 70% A 4 一 A 5 

- 50% MIN . 

乂モ 

くコピーシヨウセツテイ>のくサイズケイレツ>がくインチ>またはく A > に設定されている場合は、 
定形コピー変倍はが下のようになりまず。 

インチ：已0%、64%、78%、100%、129%. 200% 

A : 50 %s 70%、100%、141%、200% 


n ピーずる 
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• ズームを倍を巧って化大 / 縮かずる 

1%刻みで任意のコピー倍率を指定し、画像を拡大または縮ルできます。コピー倍率は、50% 
〜200%の範困で指定できます。 


夕 



1 [コピー]を押しまず。 

2 [ J 広大/縮ル]を2回押しまず。 

3 テンキーを使ってコピー倍率を入力し、 [ OK ] を押しまず。 


例) 


ス•ーム 

5 0 - 2 0 0 % 


- 

10 0 % 

+ 


[ィ ー] または [+►] を押してコピー倍率を調整することもできまず。コピー倍率を大きくずるには、 [+►] 
を押します。コピー倍率をルさくするには、[ィ ー] を巧しまず。 

メ f 

コピー倍率を100%に戻すには、[拡大/縮ル]を繰り返し押してく100% >を選択し、 [ OK ] を押しまず。 


n ピ—ずる 
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〔] ソートコピー 



コピーをぺージ順にそろえることができまず。この機能は、 r 両面コピ ー J (一 P .3-12) およ 
びで inlj (一 P .3-10) の機能と一緒に使ラことができまず。 


3 



1 原稿をセツトしまず。 

ADF を使巧しなぃ場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトしまず。 

2 [コピー]を押しまず。 

巧 

くコピーシヨウセツテイ>のく ヒヨ ウジュンモードノ ヘン コウ>でくソート>がく ON >に設定され 
てぃる場合は、手順4に進んでくださぃ。 

3 [ソート/2 ini ] を繰り返し押してくソート > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

ソートコピー機能を「2 ini 」 い P .3-10) と一緒に使ぃたぃ場合は、くソート+2 ini > を選択し、 [0 K ] 
を押します。 

「両面コピ ー J と一緒に使ぃたぃ場合は、 P .3-12 の手順3に進んでくださぃ。 

4 テンキーを使ってコピー部数り〜 99) を入力しまず。 

5 [スタート]を押しまず。 

ADF を使ってぃる場合は、ここで作業は完了です。 

原稿台ガラスを使っている場合は、手順6に進んでください。 


► ►► 


3-8 
























































6 原稿台ガラスに次のページをセットして、[スタート]を押しまず。 

この手順を繰り返して、ずべてのページを読み込みます。 

7 [0 K ] を押しまず。 

残りの部数がコピーされまず。 

: <=E 

-ずべての設定を取り消ずには、[ストップ/リセット]を巧します。 

-[送信/ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消されます。初期値として登録し 
たい場合は、「メニューの設定内容 J P .12-4) を参照してください。 

. 複数ページの原稿を読み込んでいるときにメモリがいっぱいになった場合は、ディスプレイにくメモリガ 
イッパイデス > と表示されまず。この場合は、 [0 K ] を押して待受画面に戻り、メモリに蓄積された原 
稿をプリントずるか、送信ずるか、削除してください。 


n ピ—ずる 


3-9 





























0 2 in 1 


2 in 1 を使ラと、 A 4 および LTR サイズに合うように 2 枚の原稿を自動的に 縮 ルしてコピー 
することができまず。この機能は、ぃノートコピ ー J (一 P .3-8) および 
r 両面コピー J (一 P .3-12) の機能と一緒に利用できます。 


な 


夕 


[0 K ] 



4 


1 原稿をセットしまず。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。 

2 [コピー]を押しまず。 

3 [ソート/2 ini ] を繰り返し押して < 2 in 1 > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

2 inl 機能を「ソートコピ ー J P .3-8) と一緒に使いたい場合は、< ソート +2 inl > を選巧し、 [0 K ] 

を押します。 

「両面コピー」と一緒に使いたい場合は、 P .3-12 の手順3に進んでください。 

4 テンキーを使ってコピー部数 （1 〜 99) を入力しまず。 


► ►► 


3-10 

























































5 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに[スタート]を押しまず。すべての原稿の読み込 
みが完了したら、 [0 K ] を押しまず。 

メ f 

- 2枚目の原稿を読み込まずに [0 K ] を押した場合は、1枚目の原稿のみ巧紙の左側にプリントされまず。 

• 2 in 1でコピーすると、縮ルされた原稿間に最大で 4 mm の余白ができまず。 

-ずべての設定を取り消ずには、[ストップ/リセット]を巧します。 

-[送信/ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消されます。初期値として登録し 
たい場合は、「メニューの設定内容1(一 P .12-4) を参照してください。 


n ピ—ずる 


3-11 





























両面コピー 



両面コピー機能を使って、片面の原稿から両面コピーをずることができまず。この機能は、 
ぃノー トコピ ー J (一 P.3-8) およびで inIj (一 P.3-10) の機能と一緒に使うことができまず。 

巧 

両面コピーにはが下の用祇を使巧してください。 

-用祇サイズ： A 4 および LTR 
-用祇の重さ： 64〜 80 g / m 2 


2 


4 


[ OK ] 



3 


1 原稿をセツトしまず。 

ADF を使巧しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトしまず。 

2 [コピ ー] を押します。 

3 丽耐を繰り返し押して<カタメン > リョウメン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4 [ィ ー ] または [+►] を押して<サユウビラキ>または<ジョウゲビラキ>を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 

<サユウビラキ>:コピーの表と裏の面の上下を同じ向きにします。 

<ジョウゲビラキ>:コピーの表と裏の面の上下を逆向きにしまず。 

メ f 

横原稿の場合、くサユウビラキ> を選巧すると、コピーの表と裏の面の上下を逆向きにしまず。くジョウゲ 
ビラキ>を選択すると、コピーの表と裏の面の上下を同じ向きにします。 


► ►► 


3-12 












































5 テンキーを使ってコピー部数り〜 99) を入力しまず。 

6 [スタート]を巧しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに[スタート]を押しまず。すべての原稿の読み込 
みが完了したら、 [0 K ] を押しまず。 

メ f 

-ずべての設定を取り消ずには、[ストップ/リセット]を巧します。 

-[送信/ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消されまず。初期値として登録し 
たい場合は、「メニューの設定内容 J P .12-4) を参照してください。 

. 手順4の代わりに、 [0 K ] を押ずだけで手順己に進めまず。この場合は、くサユウビラキ>でコピーされまず。 


n ピ—ずる 
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コピージョブの中止 

な下の手順で、原稿の読み込み操作や印刷操作を中止しまず。 




1 [ス h ップ/リセット]を押しまず。 

2 <ストップキーガオサレマシタ>と表示されたら、に K ] を押しまず。 
参 ADF を使用してスキヤンした場合： 


ストッフ■キーカ"オサレ7シタ 
0 K キーヲ オシテクタ'' サイ 


• 原稿台ガラスを使用してスキャンした場合： 


ストツフ■キーカ’オサレ7シタ 


<ジョブヲチュウシシマスカ？ >と表示されたら、 [◄-] を押して < 八ィ> を選択 
しまず。 


シ ‘ 3フ’ヲ 

チュウシシ7スカ？ 

< A ィ 

イイ I > 
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ジョブの確認と削除 



[システムモニタ]を押して、コピー中またはコピー待機中のジョブの状態を確認できまず。 


コピー巧おを確認/削除ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して < コピージョウキョウ> を選択し、 [0 K ] を押 
しまず。 

2 [◄-] または [+►] を押してメモリ内にあるコピー中のジョブを確認しまず。 

ジョブを削除する場合は、手順3に進んでください。削除しない場合は、[ストッフ/リセット]を押して待 
受画面に戻ります。 

3 [ィ ー] または [+►] を押して削除ずるジョブを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄—] または [+►] を押して<キャンセル>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5 [ィ _] を押して<八イ>を選択します。 

削除操作を中止する場合は、 [+►] を}甲して<イイエ>を選がします。 

6 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 
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n ピ—ずる 


3-16 



4 を信ずる 


が下の手順に従って原稿を送信してください。読み込んだ原稿はファクス送信の他、電子メー 
ルの添付ファイルやネットワーク上のコンピユータ（ファイルサーパ')にファイルとして送信 
できまず。 

電子メールやファイルサーバ送信など、本製品をネットワーク環境で使用ずる場合は、スター 
トアップガイド「ネットワーク設定」を参照してください。また、応用機能については、操作 
ガイド（総合編）「第4章送信と受信」を参照してください。 




陪信/ファクス]を繰り返し押して送信方 
法を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

送信/ファクスランプが点巧し、送信/ファクスモードになりま 
す。 



• ファイルサーバに送信するとき： 

[送信/ファクス]を押し、ワンタッチダイヤ 
ルまたは短縮ダイヤルから宛先を指定したあ 
と、手順4に進んでください。テンキーを 
使って宛先を指定することはできません。 

(一宛先を指定する： P .4-27) 

• 画質や濃度などを調整するとま： 

「読み込み設定 J P .4-3) を参照してくだ 
さし、。 




原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセット 
しまず。 

使巧できる原稿については「使巧可能な原稿」（一 P .2-1) を参 
照してください。 


複数枚の原稿をカラー画像で電子メール送信 
ずるとき： 

原稿を ADF にセットしてください。原稿台ガ 
ラスでは1枚しか送信できません。 


送信方法を選択ずる 


原稿をセツトずる 



送信ずる 


4-1 

































テンキーを使って相手先のファクス香号ま 
たは電子メールアドレスを入力します。 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルなど、スピードダイヤルを 
使って宛先を指定ずることもできます。宛先を指定する： 
P.4-27) 

例） 


ファクス A • ンコ•ウ 

T E L 二12 3 



• ファクス番号を消去ずるとき： 

[ィ ー] を押ずと番号が1つずつ消去されま 
す。[クリア]を押すと入力内容が1度にす 
ベて消去されまず。 

• 電子メールアドレスを消去ずるとき： 

[づ 一] を押して消去する文字までカーソル 
を移動し、[クリア]を押しまず。[クリア] 
を長押しずると入力内容が1度にすべて消去 
されまず。 



[スタート]を}甲しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または 
[+ ►] を}甲して原稿サイズを選択し、 [0K] を巧します。ま 
た、複数枚セットする場合は、原稿1おごとに r スタート J を 
巧し、ずべての原稿の読み込みが完了したら [0K] を押しまず。 



• ファクス送信を中止ずるとき： 

[ストップ/リセット]を押しまず。 

くストップキーガオサレマシタ>と表示さ 
れた場合は、 [0 K ] を押しまず。 

くジョブヲチュウシシマスカ？ >と表示さ 
れた場合は、[ィ ー] を押してく八イ>を選 
択します。 


原稿を送信ずる 


宛先を指定ずる 


送信ずる 


4 
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読み込み設定 



送信原稿の種類に合わせて、画質（ファクス送信）と濃度を調整できまず。高い画質に設定ず 
ると、出力画像は鮮明になりまずが、通信速度は遅くなりまず。 

また、電子メールやファイルサーバに原稿を送信する場合、用途に合わせてな下の詳細設定も 
できます。設定操作は宛先指定後に詳細設定メニューで行います。（一画像/原稿の設定を調 
節ずる（電子メール/ファイルサーバ送信）: P .4-6) 

• 画像のファイルお式 
-画像の分割送信（複数枚の原稿送信時） 

• 画像の解像度 
• 原稿の種類 


画質を調節ずる（ファクス送信) 



[送信/ファクス]を繰り返し押して<ファクス>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 




































夕 



2 恼劃を繰り返し巧して希望の画質を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くファイン > :文字の細かい原稿に適しています（解像度はくヒヨウジュン >の2倍)。に00 X 200 dpi ) 

くシャシン> :写真を含む原稿に適していまず（解像度はくヒヨウジュン >の2倍)。に00 X 200 dpi ) 
くスーパーファイン > :細かい文字と画像を含む原稿に適しています（解像度はくヒヨウジュン >の4倍)。 
(200 X 400 dpi ) 

くウルトラファイン>:くスーパーファイン>よりもさらにきめ細かく調整されまず（解像度はくヒヨウジュ 
ン>の8倍)。 (400 X 400 dpi ) 

くヒヨウジュン> :文きのみの原稿に適しています。に00 X 100 dpi ) 


送信ずる 
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濃度を調節ずる 


夕 



1 [送信/ファクス]を繰り返し押して送信方法を選択し、 [0 K ] を巧します。 

2 [濃度]を押しまず。 

这 [◄-] または [+►] を押して濃度を選択し、にのを押しまず。 


例) 


ノクト‘ 



ーウスク 


] ク+ 


[ィ ー] :原稿の濃度を薄くします。 

[+►] :原稿の濃度を濃くします。 

: <=E 

本手順で手動調整した場合は、読み込みが終了ずると、設定値力 《 初期値に戻りまず。基本設定として登録した 
い場合は、[初期設定/登録] 一くソウシン/ジュシンシヨウセツテイくキヨウツウセツテイくソウ 
シンキノウセツテイ>一くヒヨウジュンモードノ ヘンコウ>一くヨミトリ ノウド>で設定登録を 
行ってください。（ーメニューの設定内容： P .12-4) 


送肩ずる 
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画像/原稿の設定を調節ずる懼子イール/ファイルサーバ送信) 



I 原稿をセットしまず。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。 

@义モ 

複数枚の原稿をカラー画像で電子メール送信ずる場合は、原稿を ADF にセットしてください。原稿台ガラス 
では1枚しか送信できません。 

夕[送信/ファクス]を繰り返し押して送信方法を選択し、 [0 K ] を巧します。 

ファイルサーバ送信の場合、送信方法については所定の選択項目はありません。表示される送信方法の項目 
からいずれかを選択し、 [0 K ] を押してください。 

感乂モ 

電子メールまたはファイルサーバ送信でカラー画像を送信する場合は、くデンシメール：カラー>を選択し 
てください。 

这 宛ホを指定しまず。 

詳細については、「宛先を指定する」 （^ P .4-27) を参照してください。 

乂 =E 

ファイルサーバ送信の場合は、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルから宛先を指定してください。テン 
キーを使って宛先を指定ずることはできません。 

4 [0 K ] を繰り返し押して<ファイルケイシキ>を表示させまず。 


►►► 
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5 [ィ ー ] または [+►] を押して送信ずる画像のファイルあ式を選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

電子メール（白黒）/ファイルサーバ（白黒）送信：く PDF >、< TIFF (シロク □) > 

電子メール（カラー）/ファイルサーバ（カラー）送信：く 」 PEG >、< PDF (コウアッシュク）> 

6 [◄—] または [+►] を押して<ページゴトニブンカツ>をくシナイ>または 
くスル>に選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くシナイ>:複数の画像をぺージごとに分割しないで、1つのファイルとして送信します。 

くスル>:複数の画像をページごとに分割して、別べつのファイルとして送信します。 

感义モ 

手順日でく 」PEG >に設定すると、この手順は表示されません。 

7 [ィ ー ] または [+►] を押して送信ずる画像のお像度を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

電子メール（白黒）/ファイルサーバ（白黒）送信 ：く 200 X 200 dpi >、く 300 x 300 dpi >、 

く 400 X 400 dpi >s < 600 x 600 dpi >、く 1 已 0 x 1 已 0 dpi > 、く 200 x 100 dpi > 

電子イール（カラー)/ファイルサーバ（カラー)送信：く 200 X 200 dpi >、く 300 x 300 dpi >、く 
100 X 100 dpi >、く 150 X 1已 0 dpi > 

乂モ 

手順已でファイル形式をく PDF (コウアッシュク）>に設定した場合は、自動的にく 300 X 300 dpi >に 
設定されます。 
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8 [ィ ー ] または [+►] を押して原稿の種類を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くモジ/シャシン>:文字と写真のある原稿に適していまず。 

くモジ> :文字原稿に適していまず。 

くシャシン>:細かい文字や写真のある原稿に適していまず。 

メ f 

手順日でファイル形式をく PDF (コウアッシュク）>に設定した場合、原稿の種類は自動的にくモジ/シャ 
シン > に設定されます。手順 9 に進んでください。 

9 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または [+►] を押して原稿サイズを選択し、 [0K] を押 
しまず。また、複数枚セットする場合は、原稿1枚ごとに「スタート J を押し、ずべての原稿の読み込みが 
完了したら [0K] を押しまず。 

メ f 

- く ソウ シン/ジュシンシヨ ウセ ツ テイ> のく ファクス セツ テイ> でく ソウ シン キノウ セツ テイ> のく 
ダイヤルタイムアウト>がく ON >に設定されている場合、スピードダイヤルを使って宛先を指定ずると 
一定時間経過後に原稿の読み込み操作が開始されます。このため、[スタート]を押さなくとも読み込み操 
作を自動的に開始させることができまず。 

* 電子メール/ファイルサーバ送信の場合は、必要に応じて送信文書名や本文の他、電子メールに使用ずる 
件名、送信先アドレス、重要度をあらかじめ設定しておくことができます。 

詳細については、操作ガイド（総合編）「第 4 章送信と受信」「送信磯能をお好みに応じて調整ずる J を参 
照してください。 
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Q 宛先を登録/編集/削除する 


原稿の送信先はテンキー入力の他、宛先登録機能を使って指定できまず。テンキーでは宛先を 
1字ずつ入力ずるのに対し、宛先登録機能ではよく利巧ずる宛先（ファクス/電子メール/ 
ファイルサーバの送信先）をあらかじめ登録しておくことで原稿送信時に宛先を入力ずる手間 
を省くことができまず。このよラに宛先をあらかじめ登録しておくことのできる機能を宛先表 
と呼び、宛先表を使って素早く簡単に宛先を指定する方法をスピードダイヤルと呼びまず。ス 
ピードダイヤルを使った宛先の指定方法はな下の種類がありまず。 

• ワンタッチダイヤル 

. 登録巧みの宛先を1回のキー操作で呼び出す機能です。最大8件まで宛先を登録できます。 

-原稿送信時は、登録先のワンタッチダイヤルキ ー(01 〜 08) を押すだけで宛先を指定 
できます。 

♦短縮ダイヤル 

-登録巧みの宛先を短縮香号を使って呼ぶ出す機能です。最大192件まで宛先を登録でき 
ます。 

-原稿送信時は、陶縮]を巧したあと、3巧の登録先香号（000〜 191) を入力するだけ 
で宛先を指定できます。 

• グループダイヤル 

. ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルとして登録巧みの各宛先を1つのグループにまとめ 
て登録する機能です。複数の宛先を1つの宛先として登録するため、1度に送信するホ目手 
先が多い場合でも宛先指定操作が簡単に行えます。 

-グループダイヤルの登録先はモ登録のワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルのため、1つの 
グループダイヤルには最大199件まで宛先を登録できます。 

-原稿送信時の宛先指定操作はワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルと同様になります。 

参宛先表キーによる指定 

. ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤル/グループダイヤルとして登録済みの宛先を相手先 
の名前またはファクス香号/メールアドしス/ホスト名から検索して指定できます。登録 
先を忘れてしまった場合などに便利な機能です。 

-原稿送信時は、[宛先表]を巧したあと、ホ目手先の名前またはファクス香号/メールアド 
しス/ホスト名から検索して指定できます。 


@ 乂モ 

-宛先表に暗証番号が設定されている場合は、<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>メニューに入るときに暗証番号 
入力画面が表示されます。テンキーを使って暗証番号を入力したあと [ OK ] を押します。 

-ファイルサーバ送信の場合は、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに宛先を登録してください。テンキーを使って 
宛先を指定できません。 

-スピードダイヤルに登録した宛先は、お使いのコンピュータにファイルとして巧をしたり、保存したファイルを本 
製品に取り込むことができます。詳細については、操作ガイド（総合編）「第7章リモート Ulj 「宛先表をファイル 
に保をずる（エクスポートがまたは「宛先表をファイルから読み込む（インポートがを参照してください。 

-登録済みの宛巧については、宛先一覧表を出力して参照できます。しポート設を： P .12-17) 





ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/編集ずる 

♦ファクス巧号を登録ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [◄-] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

3 [◄-] または [+►] を押して<ワンタッチダイヤル>または<タンシュクダイヤ 
ル>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄—] または [+►] を押して登録ずるワンタッチダイヤル （01 〜 08) または短縮 
ダイヤル（000〜 191) を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

操作パネル上のが下のキーを使って選択することもできまず。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押しまず。 

短縮ダイヤル：[短縮]を押したあと、テンキーを使って3巧の番号（000〜 191) を入力しまず。 

5 [ィ ー] または [+►] を押して<ファクス>を選択し、 [ OK ] を巧しまず。 


►►► 
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8 

9 


[ィ _] または [+►] を押して<ナ マエ >を選択し、にのを押します。 

テンキーを使って相手先の名前{スペースを含め最大16文字）を入力し、 [0 K ] を巧 
しまず。 

な下の通信機能も設定する場合は、次の手順に進んでください。設定しない場合は、[ストップ/リセット] 
を}甲して登録操作を完了します。 

<コクナイ/コクサイソウシン>:ミ毎外送信で通信エラーがよく発生する場合に設定します。 

<ソウシンスピード>:通信エラーがよく発生する場合に送信ま度ををましまず。 

< ECM ソウシン> :ECM 方式で原稿を送信します。 ECM ち式とは通信画像のエラーを自動的にお正して 
通信ずる機能で、巧手機もこの方式に対応している必要がありまず。 

例） 


10 [ィ ー ] または [+►] を押して<ショウサイセツテイ>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

11 [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 [0 K ] を押しまず。 



トト巧 a 

◎ < 


0 


邑 




•K]. 


または [+►] を押して<デンワバンゴウ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 


テンキーを使って登録ずるファクス番号（スぺースとポーズを含め最大120巧）を入力 
し、 [ OK ] を巧しまず。 


6 


巧 


I 


C 


0グ 
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12 [◄-] または [+►] を押して< コクナイ/コクサイソウシン>を選択し、 [0 K ] を 
押しまず。 

13 [ィ ー ] または [+►] を押して設定項目を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

通常はくコクナイソウシン>に設定します。 

海外送信で通信エラーがよく発生する場合は、くコクサイソウシン1 >に設定してください。エラーが解消 
されない場合は、くコクサイソウシン2 >、くコクサイソウシン3 >の順に設定を変更してください。 

14 [ィ ー ] または [+►] を押して<ソウシンスピード>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

15 [ィ ー] または [+►] を巧して送信速度 （33600 bps 、 14400 bps 、 9600 bps ' 
4800 bps ) を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

: <=E 

< 33600 bps >で通信エラーがよく発生ずる場合は、く 14400 bps >、く 9目 00 bps >、く 4800 bps > 
の順に設定を変更してください。 

16 [◄-] または [+►] を押して < ECM ソウシン>を選択し、 [ OK ] を巧しまず。 
I 7 [ィ ー] または[+ ►] を押して< ON >を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

18 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 
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• 電子イールアドレスを登録ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

3 [◄-] または [+►] を押して<ワンタッチダイヤル>または<タンシュクダイヤ 
ル>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄-] または [+►] を押して登録ずるワンタッチダイヤル （01 〜 08) または短縮 
ダイヤル（000〜 191) を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

操作パネル上のが下のキーを使って選択することもできまず。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押しまず。 

短縮ダイヤル：[短縮]を押したあと、テンキーを使って3巧の番号（000〜 191) を入力します。 

5 [◄—] または [+►] を押してく E メール>を選択し、 [ OK ] を巧しまず。 
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6 [◄-] または [+►] を押して<デンシメールアドレス>を選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

7 テンキーを使って登録ずる電子メールアドレス撮大120做を入力し、 [ OK ] を押し 
まず。 

例） 

テ•ンシ乂ールアト•レス ： a 

sales 目 XXX . com 


8 [ィ ー] または [+►] を押して<ナ マエ >を選択し、 [0 K ] を押します。 

9 テンキーを使って相手先の名前{スペースを含め最大16文字）を入力し、 [0 K ] を巧 
しまず。 

例） 

ナ7 I : 7 

キトノ 


10 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 
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♦ファイルサーバ送信巧を登録ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

3 [◄-] または [+►] を押して<ワンタッチダイヤル>または<タンシュクダイヤ 
ル>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄-] または [+►] を押して登録ずるワンタッチダイヤル （01 〜 08) または短縮 
ダイヤル（000〜 191) を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

操作パネル上のが下のキーを使って選択することもできまず。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押しまず。 

短縮ダイヤル：[短縮]を押したあと、テンキーを使って3巧の番号（000〜 191) を入力します。 

5 [◄—] または [+►] を押してく SMB >を選択し、 [ OK ] を押しまず。 


送肩ずる 
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6 [◄-] または [+►] を押して<ホストメイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

7 テンキーを使ってファイルサーバのホスト名（最大120文字）を入力し、 [ OK ] を押し 
まず。 

例） 

ホストタイ ： 1 

canonOl _ 

8 [◄-] または [+►] を押して<ナ マエ >を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

9 テンキーを使って相手先の名前（最大16文字）を入力し、 [ OK ] を押しまず。 

10 [ィ ー ] または [+►] を押して<フォルダへノパス>を選択し、 [ OK ] を巧します。 
II テンキーを使って送信ホのフォルダ名（最大120文字）を入力し、 [ OK ] を押します。 


► ►► 
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2 [ィ ー] または [+►] を押して<ユーザメイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

这 テンキーを使ってユーザ名（最大24文字）を入力し、 [0 K ] を巧します。 

4 [◄—] または [+►] を押して<アンショウバンゴウ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 
5 テンキーを使ってパスワード（最大14文字）を入力し、にに]を押しまず。 

6 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 
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• ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを短縮ダイヤル：編集ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

3 [◄-] または [+►] を押して<ワンタッチダイヤル>または<タンシュクダイヤ 
ル>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄-] または [+►] を押して編集ずるワンタッチダイヤル （01 〜 08) または短縮 
ダイヤル（000〜 191) を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

操作パネル上のな下のキーを使って選がすることもできまず。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキ ー(01 〜 08) を}甲しまず。 

短縮ダイヤル：[短縮]を押したあと、テンキーを使って3おの番号（000〜 191) を入力します。 

5 [◄—] または [+►] を押して<デンワバンゴウ>または<デンシメールアドレス 
>を選択し、 [ OK ] を巧します。 

ファイルサーバ送信の場合は、くホストイイ>、くナマエ>、くフォルダへノパス>、くユーザメイ>、 
くアンショウバンゴウ>を編集ずることができます。 


► ►► 
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6 ファクス番号を変更ずる場合は、 [◄—] を押して力ーソルを移動します。変更ずる内容 
がファクスを号な外の場合は、 [◄—] を巧して変更ずる番号または文字にカーソルを移 
動し、[クリア]を押しまず。 

入力内容をすべて;'肖まする場合は、[クリア]を長巧しします。 

7 テンキーを使って新しい番号またはアドレスを入力し、 [0 K ] を巧しまず。 

8 [ィ ー] または [+►] を押して<ナ マエ >を選択し、に K ] を押しまず。 

9 [◄-] を押して変更ずる文字に力ーソルを移動し、[クリア]を押しまず。 

入力内容をすべて;'肖ちする場合は、[クリア]を長巧しします。 

19 テンキーを使って新しい名前を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

登録されている宛先がファクス番号の場合は、通信機能の設定もをまできます。ファクス番号を登録する： 
P .4-10) 

11 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 
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• ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを削除ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

3 [◄-] または [+►] を押して<ワンタッチダイヤル>または<タンシュクダイヤ 
ル>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄-] または [+►] を押して削除ずるワンタッチダイヤル （01 〜 08) または短縮 
ダイヤル（000〜 191) を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

操作パネル上のが下のキーを使って選択することもできまず。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押しまず。 

短縮ダイヤル：[短縮]を押したあと、テンキーを使って3巧の番号（000〜 191) を入力しまず。 

5 [◄-] または [+►] を押して<ファクスバンゴウ>、<デンシメールアドレ 
ス>、または<ホストメイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

6 [クリア]を長押しして番号、アドレス、またはホスト名を削除し、 [ OK ] を巧しまず。 

乂 =E 

番号、アドレス、またはホスト名を消去した場合は、相手先の名前など他の登録内容も自動的にずべて消去 
されまず。 

7 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 


送信ずる 
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グループダイヤルを登録/編集ずる 

メモ 

グループダイヤルを登録する際は、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに宛先を登録しておいてくださし、。 

• グループダイヤルを登録ずる 



1 [初が設定/登録]を押します。 

2 [◄-] または[+ ►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

這 [ィ —] または [+►] を押して<グループダイヤル>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

4 グループダイヤルの登録先を指定し、 [0 K ] を巧します。 

未登録のワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録先として指定します。 

ワンタッチダイヤルに登録する場合：[ィ ー] または [+►] を押して登録先を選択します。また、ワンタッ 
チダイヤルキー （01 〜 08) を押して選択することもできまず。 

短縮ダイヤルに登録する場合：[短縮]を押したあと、3がの番号（000〜 191) を入力します。 

5 [ィ ー ] または [+►] を押して< トウロクズミアテサキセンタク>を選択し、 [ OK ] 
を押しまず。 


送肩ずる 
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夕 



6 グループダイヤルに登録ずる宛巧を指定し、 [0 K ] を押します。 

登録済みのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを宛先として指定しまず。 

ワンタッチダイヤルを指定する場合：ワンタッチダイヤルキー (01 〜 08) を押しまず。 

短縮ダイヤルを指定する場合：[短縮]を押したあと、3巧の番号（000〜 191) を入力します。複数指定す 
る場合は、1つの宛先を指定ずるごとに[短縮]を押しまず。 

7 [◄-] または[+ ►] を押して<ナ マエ >を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

8 テンキーを使ってグループの名前（スぺースを含め最大20文字）を入力し、 [ OK ] を 
押しまず。 

例） 


ナ7 I 

キトノソク’ルーフ° 


9 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


送信ずる 
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♦巧巧を追加ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

这 [ィ ー] または [+►] を押して<グループダイヤル>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

4 宛先を追加するグループダイヤルを指定し、 [0 K ] を押しまず。 

指定操作ち法については、「グルーフダイヤルを登録する J P .4-21) を参照してください。 

5 [◄—] または [+►] を巧して< トウロクズミアテサキセンタク>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

6 グループダイヤルに追加ずる宛先を指定し、 [0 K ] を押しまず。 

指定操作方法については、「グループダイヤルを登録する」（一 P .4-21) を参照してください。 

7 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 


f- 21 31 5 a 


送信ずる 
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♦巧巧を消去ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

这 [ィ ー] または [+►] を押して<グループダイヤル>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

4 宛先を;'肖モするグループダイヤルを指定し、 [0 K ] を押しまず。 

指定操作ち法については、「グルーフダイヤルを登録する J P .4-21) を参照してください。 

5 [◄—] または [+►] を巧して< トウロクズミアテサキセンタク>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

6 [ィ ー ] または[+ ►] を押して消去する宛先を選択し、[クリア]を押しまず。 

続けて別の宛先を;'肖ちする場合は、本手順を繰り返します。 

7 [0 K ] を押しまず。 

8 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 


送信ずる 
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♦グループ名ををまずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

这 [ィ ー] または [+►] を押して<グループダイヤル>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

4 グループ名を変更ずるグループダイヤルを指定し、 [0 K ] を巧します。 

指定操作ち法については、「グルーフダイヤルを登録する J P .4-21) を参照してください。 

5 [◄-] または [+►] を押して<ナ マエ >を選択し、 [ ON ] を押しまず。 

6 [◄-] を押して消去ずる文字にカーソルを移動し、[クリア]を押します。 

名前を体を;'肖まする場合は、[クリア]を長押しします。 

7 テンキーを使って新しい名前を入力し、 [ OK ] を押しまず。 

8 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


送肩ずる 
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• グループダイヤルを消去ずる 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<アテサキヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

这 [ィ ー] または [+►] を押して<グループダイヤル>を選択し、 [0 K ] を巧します。 

4 宛先を;'肖モするグループダイヤルを指定し、 [0 K ] を押しまず。 

指定操作ち法については、「グルーフダイヤルを登録する J P .4-21) を参照してください。 

5 [◄—] または [+►] を巧して< トウロクズミアテサキセンタク>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

6 [クリア]押して登録巧みの宛先を1件ずつずベて;'肖去し、 [0 K ] を押しまず。 

宛先をすべて;'肖去ずると、グループ名は自動的に消去されます。 

7 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 


送信ずる 
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宛先を指定ずる 


3 


スピードダイヤルを使って原稿を送信しまず。 

乂モ 

ファイルサーバ送信の場合は、テンキーを使って宛先を指定できません。ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルから宛 
先を指定してください。 

ワンタッチダイヤルを巧用ずる 

感义モ 

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（一宛先を登録/編集/削除する： P .4-9) 



I 原稿をセットしまず。 

ADF を使巧しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットしまず。 

夕[送信/ファクス]を繰り返し押して送信方法を選択し、 [0 K ] を押します。 

ファイルサーバ送信の場合、送信方法については所定の選巧項目はありません。表示される送信方法の項目 
からいずれかを選択し、 [0 K ] を押してください。 


送肩ずる 
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3 登録先のワンタッチダイヤルキ ー（01 〜 08) を巧しまず。 

間違ったキーを巧した場合は、[クリア]を押したあと、手順2から操作をやりなおしてくださし、。 
必要に応じて原稿の設定を調整ずる場合は、「読み込み設定 J (一 P .4-3) を参照してください。 

例） 


4 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または [+►] を押して原稿サイズを選択し、 [ OK ] を押 
しまず。また、複数枚セットする場合は、原稿 1 枚ごとに「スタート J を押し、ずべての原稿の読み込みが 
完了したら [ OK ] を押します。 

錢メ f 

く ソウ シン/ジュシンシヨ ウセ ツ テイ > のく ファクス セツ テイ > でく ソウ シン キノウ セツ テイ > のく ダ' 
イヤルタイムアウト>がく ON >に設定されている場合、スピードダイヤルを使って宛先を指定すると一定 
時間経過後に原稿の読み込み操作が開始されまず。このため、[スタート]を押さなくとも読み込み操作を自 
動的に開始させることができます。 
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短縮ダイヤルをほ用ずる 

メモ 

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（一宛先を登録/編集/削除ずる： P .4-9) 


2 



1 原稿をセツトしまず。 

ADF を使巧しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトしまず。 

2 [送信/ファクス]を繰り返し押して送信方法を選択し、 [0 K ] を巧します。 

ファイルサーバ送信の場合、送信方法については所定の選択項目はありません。表示される送信方法の項目 
からいずれかを選択し、 [0 K ] を押してください。 

3 [短縮]を押しまず。 

4 テンキーを使って3巧の登録先番号（000〜191)を入力しまず。 


例） 


間違ったキーを巧した場合は、[クリア]を押したあと、手順2から操作をやりなおしてください。 
必要に応じて原稿の設定を調整ずる場合は、「読み込み設定」（一 P .4-3) を参照してください。 


送肩ずる 
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5 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または [+►] を押して原稿サイズを選択し、 [0 K ] を押 
しまず。また、複数枚セットする場合は、原稿 1 枚ごとに「スタート J を押し、ずべての原稿の読み込みが 
完了したら [0 K ] を押しまず。 

メ f 

く ソウ シン/ジュシンシヨ ウセ ツ テイ > のく ファクス セツ テイ > でく ソウ シン キノウ セツ テイ > のく ダ' 
イヤルタイムアウト>がく ON >に設定されている場合、スピードダイヤルを使って宛先を指定すると一定 
時間経過後に原稿の読み込み操作が開始されます。このため、[スタート]を押さなくとも読み込み操作を自 
動的に開始させることができます。 


送信ずる 
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グループ ダイヤルを巧用ずる 

メモ 

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（一宛先を登録/編集/削除ずる： P .4-9) 



1 原稿をセットしまず。 

ADF を使巧しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットしまず。 

2 [送信/ファクス]を押しまず。 

3 グループダイヤルを指定しまず。 

グループダイヤルをワンタッチダイヤルに登録した場合：登録先のワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を 
押しまず。 

グループダイヤルを短縮ダイヤルに登録した場合：[短縮]を押したあと、テンキーを使って登録先番号（000 
〜 191) を入力します。 

間違ったキーを押した場合は、[クリア]を押したあと、操作をやりなおしてください。 

必要に応じて原稿の設定を調整ずる場合は、「読み込み設定」（一 P .4-3) を参照してください。 


送肩ずる 
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4 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または [+►] を押して原稿サイズを選択し、 [0 K ] を押 
しまず。また、複数枚セットする場合は、原稿 1 枚ごとに「スタート J を押し、ずべての原稿の読み込みが 
完了したら [0 K ] を押しまず。 

メ f 

く ソウ シン/ジュシンシヨ ウセ ツ テイ > のく ファクス セツ テイ > でく ソウ シン キノウ セツ テイ > のく ダ' 
イヤルタイムアウト>がく ON >に設定されている場合、スピードダイヤルを使って宛先を指定すると一定 
時間経過後に原稿の読み込み操作が開始されます。このため、[スタート]を押さなくとも読み込み操作を自 
動的に開始させることができます。 


送信ずる 
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巧巧表を®用ずる 

メモ 

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（一宛先を登録/編集/削除ずる： P .4-9) 


2 



1 原稿をセットしまず。 

ADF を使巧しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットしまず。 

2 [送信/ファクス]を押しまず。 

3 [宛先表]を繰り返し巧して<メイショウケンサク>または<アドレス/バンゴウケン 
サク >を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

<メイショウケンサク>:登録巧みの宛先を名前から検索します。 

<アドしス/バンゴウケンサク>:登録; るみの宛先をファクス番号/ファクス番号/メールアドしス/ホス 
卜名から検索しまず。 

4 テンキーを使って検索ずる相手先の名称またはファクス番号/メールアドレス/ホス 
卜名の頭文字を入力しまず。 

たとえば、 「 C 」 で始まる相手先の名称を検索する場合は、に] ( ABC ) を押しまず。この場合、 「 Cj を含め 
「 Aj や 「 Bj で始まる相手先の名称が登録されていると、該当ずる名称が表示されます。 

入カモードを切り替える場合は、[本]を巧してください。ディスプしイ右上に入カモードを示すくア> (力 
タカナ入力）、< A > (アルファベット入力）またはく1 > (数字入力）が表示されまず。 

例） 

タイショウケンサク ：ア 

キノン 


送肩ずる 
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例) 


アト’レス/ A •ンこ 

r ウケンサク 

: A 

canon@XXX 

XXX 



5 [◄-] または [+►] を押して宛先を検索します。 

6 宛先を確認し、 [0 K ] を押しまず。 

必要に応じて原稿の設定を調整ずる場合は、「読み込み設定 J (一 P .4-3) を参照してください。 

7 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または [+►] を巧して原稿サイズを選択し、 [0 K ] を押 
しまず。また、複数枚セットする場合は、原稿1枚ごとに「スタート J を押し、ずべての原稿の読み込みが 
完了したら [0 K ] を押します。 

メ f 

く ソウ シン/ジュシンシヨ ウセ ツ テイ > のく ファクス セツ テイ > でく ソウ シン キノウ セツ テイ > のくダ' 
イヤルタイムアウト>がく ON >に設定されている場合、スピードダイヤルを使って宛先を指定すると一定 
時間經過後に原稿の読み込み操作が開始されます。このため、[スタート]を押さなくとも読み込み操作を自 
動的に開始させることができます。 


送信ずる 
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O 手動で送信ずる（ファクス送信） ) 

原稿を送信ずる前に相手と話をしたい場合、または相手先のファクス機が自動受信できない場 
合は、手動で送信してください。 

-手動送信では、原稿台ガラスは使用できません。 

-手動送信では、グループダイヤルは使用できません。 



2 

3 


外付け電話機を本製品に接続しまず。 

外付け電話機の接続方法については、スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「電話回線を接続する J 
を参照してください。 

乂モ 

本製品に接続する電話磯が、黒電話* (600型、601型等）を含む、金属べル内蔵電話機の場合は、呼び出 
し音がルさかったり、呼び出し音が鳴らない可能性があります。 

* 黒電話とは、が前に一般家庭で普及していた、旧式の黒い電話機の総称でず。 

ADF に原稿をセットしまず。 

[送信/ファクス]を繰り返し押してくファクス>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

必要に応じて原稿の設定を調整ずる場合は、「読み込み設定」（一 P .4-3) を参照してください。 


送肩ずる 
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[オンフック]を押ずか、外付け電話機の受話器を取りまず。 

相手先のファクス/電話番号をダイヤルしまず。 

メモ 

ファクス番号を入力する前に、発信音を確認してください。発信音を確認する前に番号を入力ずると、通じ 
なかったり、間違った番号にかかったりすることがありまず。 

受話器で相手と話しまず。 

手順4で[オンフック]を押した場合は、相手先の声が聞こえたら受話器を取ります。 

巧手先の声ではなく「ピー」という音が聞こえた場合は、手順8に進んでください。 

ファクスの受信準備をずるよラ相手先に依頼しまず。 

^ピー.といラ音が聞こえたら[スタート]を巧し、受話器を置きまず。 


4 

5 

6 

7 

8 


送信ずる 
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(3 送信ジョブを中止ずる ） 

原稿の読み込み操作や送信操作を中止しまず。 



I [ス h ップ/リセット]を押しまず。 
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[OK] 


2 < ストップキーガオサレマシタ>と表示されたら、 [ OK ] を押しまず。 

• ADF を使用して読み込み操作をしていた場合： 


ストッフ■キーカ • オサレ7シタ 
OK キーヲ オシテクタ■サイ 


• 原稿台ガラスを使用して読み込み操作をしていた場合： 


ストツフ■キーカ’オサレ7シタ 


<ジョブヲチュウシシマスカ？ >と表示されたら、 [◄-] を押して < 八イ> を選択 
しまず。 


シ‘ a フ’ヲ 

チュウシシ7スカ？ 

< A ィ 

イイ I > 


ADF に原稿が残っている場合は、取り除いてください。 


送信ずる 
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o メモリ内の送信ジヨブを確認/操作ずる ) 

[システムモニタ]を押して、送信履歴を確認したり送信中または送信待機中のジョブを確認 
/削除できます。 


送信履歴を確認ずる 


夕 


な 


[0K]- 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して<ツウシンリレキ>を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

: <=E 

くシステムカンリセツテイ > のくジョブリレキヒョウジ > がく OFF >に設定されている場合、くツウ 
シンリレキ>は表示されません。 

2 [◄-] または [+►] を押して送信履歴を表示しまず。 

3 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 
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送信中または送信待機中のジョブを確認/削除ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して < ツウシンジョウキョウ> を選択し、 [0 K ] を 
押しまず。 

2 [◄—] または [+►] を押してメモリ内にある送信ジョブを確認しまず。 

ジョブを削除する場合は、手順3に進んでください。削除しない場合は、[ストッフ/リセット]を}甲して待 
受画面に戻ります。 

这 [◄-] または [+►] を押して削除するジョブを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄—] または [+►] を押して<キャンセル>を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

5 [◄-] を押して<八イ>を選択します。 

削除操作を中止する場合は、 [+►] を押して<イイエ>を選がします。 

6 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 


送信ずる 
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ま信ずる 


が下の手順に従って、ファクスの受信を設定します。 

応用機能については、操作ガイド（総合編）「第4章送信と受信」を参照してください。 



.一を選択ずる 


巧巧ま 

3 ◎ 


■训叫ぶリ I 一 

£ コピー恒/ファクス if スキヤン\ 


巧大/南か ホ 

◎ e 



[巧期設定/登録]を押しまず。 


受信モードを選択ずる 


巧 巧巧表 

3 ◎ 



£ コピー I さ信/ファクス]![スキャン^ 


巧大/巧か *1 

◎ e 



[ィ _] または [+►] を押して 
<ソウシン/ジユシンシ a ウセツテイ>を 
選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

[ィ ー] または [+►] を押して 
<ファクスセツテイ>を選択し、 [0 K ] を 
押します。 

[ィ ー] または [+►] を押して 
<ジュシンモード>を選択し、 [0 K ] を}甲 
します。 
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—夕、 システムモニタ 

=? 〇 

ID 設を巧な 

立 ◎ 

08 トナー巧8 

で ◎ * 



3 


受信モードを設定する 


® 巧巧表 

3 ◎ 


J コビーI送信/フ7ク又 I [なヤン 


巧乂 /箱か S! 

◎ e 


己 ate 厂 Q MF 4680 


初期設定/ 

登録 


[ィ ー ] または [+►] を巧して受信モー 
ドを選択し、 [ OK ] を押しまず。 

くジドウ>:ずべての着信をファクスとして受信しまず。 

く FAX/TEL > :外付け電話が接続されている場合は、ファク 
スと電話を自動的に切り替えます。 

<ルス TEL > :ファクスの場合は自動的に受信し、電話の場合 
は留守番電話機が巧件を録音しまず。 

くシユドウ>:着信に応答しません。手動でファクスを受信して 
ください。 

詳細については、操作ガイド{総合編）「第4章送信と受信」 
「受信応用磯能」を参照してください。 

くルス TEL >の場合は、留守番電話磯を本製品 
に接続してください。 




.一を終了する 


[ストップ/リセット]を}甲して待受画面に 
戻りまず。 


• 受信を中止ずるとき： 

[ストップ/リセット]を押しまず。 

くジョブヲチュウシシマスカ？ >と表示さ 
れたら、[ィ —] を押してく八イ>を選択し 
まず。 

• くトナーショウ{ケイゾクプリントカ）/卜 
ナーヲジュンビシテクダサイ>と表示され 
す-とち. 

トナーが残り少なくなっています。トナー 
カートリッジを交換するか、くインジケイゾ 
ク>をくケイゾクスル>に設定してくださ 
い。 

詳細については、 

「トナーカートリッジの交換時期」（一 
P .10-8) を参照してください。 


受信ずる 
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受信した文書を転送ずる 



転送とは、受信した文書を他の機器やファイルサーバに送信ずる（中継）機能です。本製品で 
は設定したを件を満たした受信文書を指定した宛先に転送ずることができます。転送設定はリ 
モート UI 機能を使って行いまず。（一操作ガイド（総合編） r 第7章リモート Ulj r 転送設定 
をずる J ) 


X モソま信した义書を別の巧巧へ転送ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して < ツウシンジョウキョウ> を選択し、 [0 K ] を 
巧します。 

2 [ィ ー] または [+►] を押して転送ずるジョブを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

メ f 

く RX タイキチュウ > と表示されているジョブを転送できます。 

这 [ィ _] または [+►] を押して<テンソウ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 スピードダイヤルを使って転送先を指定し、 [0 K ] を押します。 

送信操作が開始されます。 

メ f 

テンキーを使って転送先を指定することはできません。 
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転送に失おした义書を再送信ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して<テンソウエラージョブジョウキョウ>を選択 
し、 [0 K ] を巧しまず。 

2 [ィ ー] または[+ ►] を押して再送信ずるジョブを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3 [◄-] または [+►] を押して<テンソウ>を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

4 スピードダイヤルを使って再送信先を指定し、 [0 K ] を押しまず。 

送信操作が開始されます。 

感乂モ 

-テンキーを使って転送先を指定することはできません。 

-再送信ずるとメモリに保存されていた文書は消去されます。 


■受信ずる 


5-4 





































転送に失おした义書をプソント/削除ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して<テンソウエラージョブジョウキョウ>を選択 
し、 [0 K ] を巧しまず。 

2 [◄-] または [+►] を巧してプリントまたは削除ずるジョブを選択し、 [0 K ] を押 
しまず。 

这 [ィ ー] または [+►] を巧して < プリント >または <チュウシ> を選択し、 [0 K ] を 
押します。 

乂モ 

くシステムカンリセッテイ>のくツウシンカンリセッテイ>にあるくゾモリジュシンセッテイ>が 
く ON >に設定されている場合、文書はプリントされません。 

4 [ィ ー] を押して<八ィ>を選択します。 

5 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


受信ずる 
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受 1 頁ジョフを中止する ) 

原稿の受信操作を中止しまず。 



1 [ス h ップ/リセット]を押しまず。 

2 <ジョブヲチュウシシマスカ？ >と表示されたら、 [◄-] を巧して<八イ>を選択 
しまず。 


シ ‘ 3フ’ヲ 

チュウシシ7スカ？ 

< A ィ 

イイ I > 


受信する 


5-6 






























メモリ内の受信ジヨブを確認/操作ずる ) 

[システムモニタ]を押して、受信履歴を確認したり受信のジョブを確認/削除できまず。 

受信履歴を確認ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して<ツウシンリレキ>を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

くシステムカンリセッテイ > のくジョブリレキヒョウジ > がく OFF >に設定されている場合、くツウ 
シンリレキ>は表示されません。 

2 [◄-] または [+►] を押して受信履歴を表示しまず。 

夕[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


■受信する 


5-7 








































受信中のジヨブを確認/削除ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して < ツウシンジョウキョウ> を選択し、 [0 K ] を 
押しまず。 

2 [◄—] または [+►] を押してメモリ内にある受信中のジョブを確認しまず。 

ジョブを削除する場合は、手順3に進んでください。削除しない場合は、[ストッフ/リセット]を}甲して待 
受画面に戻ります。 

这 [◄-] または [+►] を押して削除するジョブを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄—] または [+►] を押して<キャンセル>を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

5 [◄-] を押して<八イ>を選択します。 

削除操作を中止する場合は、 [+►] を押して<イイエ>を選がします。 

6 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 


受信ずる 


5-8 










































コンピュータからプリント 
ずる 


が下の手順で、コンピユータからプリントします。 

プリンタドライバがインストールされていることを確認してください。確認方法は、スタート 
アップガイド「ソフトウェアのインストール/アンインストール J 「インストールの確認をす 
る」を参照してください。プリンタドライバの設定については、 オンラインヘルプ をき照して 
くださし、。 

@ 乂モ 

0 S やアプリケーシヨンによっては、手順や画面に表示される項目が異なる場合があります。 


印刷コマンドを選択ずる 




回回因 


:) き巧り）を示がヘルブ祖） 




抑見妙 ひかり 

巧く (の… ひか0 

上ききな巧を） ひか S 

る前ち巧けてな巧(色)… 


いて 


夕がわさめられています。- 
オルダに用意されてい看 
夕のあるディレクトリを） 


NetSpot Device Installer (¥ NetSpot _ Device_Inst 
ネットワークに接結されたキヤノン製デバイスのネ 
巧巧設定を行ラためのユーティリティソフトウェア 
インストーラでインストールできます。 

X "nsdi . exe " をダカしクリックしてこのソフトウ3 

FontGallery C ¥ FGALLERY ) 

下 fueType フォント末日で書体、か。書体、欧夕書体が 


アプリケーシヨンで開いている文書から、 
[ファイル]一[印刷]をクリックします。 



使用するプリンタを選択ずる 


^お 


巧載 才方イン 
巧用： 

山ント： 

ぺージお固 
® すべて < L ) 

注巧した巧 W の 
■■-つ巧ちを) \z 


□ 7? イルへ化力が t 詳編梯(芭1> 
[プリンタの巧巧也)..' I 


吕贼に)： II 词 

こ巧#巧で日 I 町に 'I 

が曲]西 


[ か剧が I r 


'輔(み 


本製品用のプリンタアイコンに anon 
MF 4600 Series CARPS 2) を選択した 
あと、[詳細設定]または[プロパティ]を 
クリックして、画面を開きまず。 


► 


n ンピユ I 夕からフリントずる 
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3 


詳細を設定ずる 



設定が終了したら、 [0 K ] をクリックしま 
ず。 


4 


プリントを開始する 


h 關 


回因 

1 を胺! 



ブじ如进ぉ 





1田乃ンタの谢 D 






.Canon MF4600 Series (FAX) 





がお：才巧イン 

□ 77 イルへ化力の 

1詳袖 i さち歧 1 



1 mm 
山ント 


1乃 >5の输盼 . 1 



1 , 

ts 面 




® すべ。。 

■ S 贼に)： 

EH 




巧巧した巧'ィの 

巧なか' .ジ(ぶ 1 





’，'づ巧ミを [ 

-1 己巧で.こ巧咖 ’’J 






曲]が曲] 




( I ;邮帷)1ぶ 


キ价たル I ホ用巧’ 


[印刷]または [0 K ] をクリックしまず。 

感乂モ 

本製品が電子イールを送信中の場合は、プリン 
卜が遅くなることがあります。 


プリントを中止するとき： 

「プリント状況を確認/削除する」（一 P .6-3) 
を参照してください。 


n ンピユ I 夕からプリントずる 
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) 


ジョブの確認と削除 

[システムモニタ]を押して、処理中のプリントジョブの状態を確認できまず。 

: <=E 

実斤/メモリランプが点灯していることを確認してください。実斤/メモリランプが消灯している場合は、メモリに 
保巧されているプリントジョブは全て消えていまず。 

プソントがおを確認/削除ずる 



1 [システムモニタ]を繰り返し押して < プリントジョウキョウ> を選択し、 [0 K ] を 
押しまず。 

2 [◄-] または [+►] を押してメモリ内にあるプリント中のジョブを確認しまず。 

ジョブを削除する場合は、手順3に進んでください。削除しない場合は、[ストッフ/リセット]を}甲して待 
受画面に戻ります。 

这 [◄-] または [+►] を押して削除ずるジョブを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [ィ ー] または [+►] を巧して<キャンセル>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5 [◄-] を押して<八イ>を選択します。 

削除操作を中止する場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択します。 

6 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 
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n ンピユ I 夕からフリントずる 
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スキヤンずる 



が下の手順で、 USB で接続されたコンピュータに原稿を読み込みます。 

スキャナドライバがインストールされていることを確認してください。確認方法は、スタート 
アップガイド「ソフトウェアのインストール/アンインストール J 「インストールの確認をす 
る」を参照してください。 

スキャナドライバの設定については、スキャナドライバガイド（付属の CD - ROM に収録され 
ています）を参照してください。 


@ 乂モ 

本製品でスキヤンした画像を電子メールで送信する場合や、ネットワーク上の其有フォルダに送信する場合は、「送信 
する J P .4-1) を参照してください。 


原稿をセツトずる 



原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセット 
しまず。 

使巧できる原稿については「使巧可能な原稿 J P .2-1) を参 

おしてください。 
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3 


スキャン機能を設定ずる 


MF Toolbox ロキ古ン用） 


H 巧 


夕 


y - ル OCR はな PDF スキ*ン-1 スキみ-2 1規 


MF Toolbox を起動し、クマークを選択 
ずるボタンの上にドラッグしまず。 

選巧したボタンの上にマークが表示されまず。 


4 


スキヤンを開始ずる 


船 画 g 



[スタート]を}甲しまず。 


スキヤンを中止するとき： 
[ストップ/リセット]を押し、コンピュータ 
画面上の [0 K ] をクリックしまず。 


スキヤンずる 
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Q USB メモリにスキヤン画像を保存ずる ) 

USB メモリにスキヤンした画像を保巧ずるには、な下の手順を実行しまず。 

场乂モ 

- USB メモリポートには USB メモリな外は接続しないでください。 

-サポートする USB メモリのファイルシステムは、 FAT 16 と FAT 32 です。 

-サポートする USB メモリの最大容量はな下のとおりです。 

- FAT 1 6: 2 GB 
- FAT 32: 8 GB 

-セキュリティ機能付きの USB メモリや USB 接続のメモリカードリーダはサポートしていません。 

-延長ケーブルを使っての USB メモリの使用はサポートしていません。 

- USB 八ブ経由での USB メモリの使用はサポートしていません。 

- USB 規格に準拠していない USB メモリはサポートしていません。 

-上記な外でも、お使いの USB メモリによっては正しく画像を保存できない場合がありまず。 


スキヤンずる 
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USB イモリにスキヤン画像を巧巧ずる 



1 USB メモリを本体前面の USB メモリポートに接続しまず。 

メ f 

USB イモリは 、 USB メモリポートに対してまっすぐに差し込んでください。斜めに差し込んだり、 USB 規 
格に準拠しない形状の USB メモリを差し込んだりした場合は 、 USB メモリポートが破損ずる可能性があり 
ます。 

2 原稿をセットしまず。 

这 [送信/ファクス]を繰り返し押して、< USB メモリ：シロクロ >または< USB メモ 
リ：カラー>を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 


► ►► 


スキヤンずる 
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4 [スタート]を押しまず。 

詳細設定を設定する場合は、[スタート]の代わりににのを押します。（一詳細設定： P.7-8) 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 [◄—] または [+►] を押して原稿サイズを選択し、 [0K] また 

は[スタート]を押しまず。 

くホゾンシマシタ/ USB ^モリヲヌクコトガデキマス> が表示されたら、 USB ^モリを取り外しまず。 

別の原稿をスキャンするには、 [0K] または[クリア]を押して、手順2から繰り返しまず。 

: <=E 

-スキャン画像のファイル形式の初期値はく PDF >です。 

-複数原稿をスキャンする場合は、 ADF を使ってスキャンしてください。 

-スキャン画像は0001_0001から連続した番号のファイル名で保をされまず。 

-スキャン画像の画像名と本文を設定できます。詳細については、操作ガイド（総合編）「第4章送信と 
受信 j「 送信機能をお好みに応じて調整する」を参照してください。 

-複数の原稿をスキャンずるときに、くメモリガイッパイデス>またはく USB メモリヨウリョウオー 
バー>がディスプレイに表示され、スキャンが中止される場合があります。くゾモリガイッパイデス> 
と表示された場合は、メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、または削除してください。 

く USB メモリヨウリョウオーバ ー> と表示された場合は、 USB メモリ内に保をされているファイルを 
削除してください。 

- FAT1 目形式でフォーマットされた USB ゾモリをご使用の墙合はルートディレクトリ （USB メモリ内の 
-番上の階層）に最大25日ファイルまでしか保をできません。あらかじめコンピュータ上で、 USB メモ 
リのルートディレクトリ内の不要なファイルを削除ずるか、フォルダを作成して既存のファイルを移動す 
るなど、整理しておくことをお勧めします。また、ご使巧の USB メモリ内のデータがずベて不要な場合 
は、 USB メモリを FAT32 にフォーマットずることをお勧めします。 

-スキャンした画傲を保巧するフォルダ内にファイルが多数ある場合は、保存にかかる時間が長くなりまず。 
あらかじめコンピュータ上で、 USB メモリのルートディレクトリ内の不要なファイルを削除するか、別途 
フォルダを作成して既をのファイルを移動ずるなど、整理しておくことをお勧めします。 

-ご使用の USB メモリがコンピュータ上で複数のドライブに見えるタイプの場合、スキャン画像の保を先 
ドライブを指定することはできません。コンピュータ上で、各ドライブを開く、検索するなどして、ファ 
イル名や更新日時からスキャン画像を探して確認してください。 


スキヤンずる 
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読み込み設定 

読み込み濃度を調整できます。また、詳細設定として、画像のファイル形式、画像の分割送信、 
画像の解像度、原稿の種類を設定できます。 

♦濃度 



1 USB メモリを本体前面の USB メモリポートに接続しまず。 

2 原稿をセットします。 

3 [送信/ファクス]を繰り返し押して、< USB メモリ：シロクロ >または< USB メモ 
リ：カラー>を選択し、 [0K] を押します。 

4 [濃度]を巧しまず。 

5 [ィ ー ] または [+►] を押して濃度を選択し、 [0K] を押します。 

[ィ ー] :原稿の濃度を薄くしまず。 

[+►] :原稿の濃度を濃くします。 


►►► 


スキヤンずる 
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6 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または [+►] を押して原稿サイズを選択し、 [0K] また 
は[スタート]を押しまず。 

メ f 

読み込みが終了ずると、設定値が初期値に戻ります。基本設定として登録したい場合は、[初期設定/登録] 
一く ソウシン/ジュシンシヨウセ ツ テイ く キヨウツウ セツ テイ く ソウシンキノウ セツ テイ >一 
くヒ ヨウジュンモードノ ヘン コウ く ヨミトリ ノウド>で設定登録を行ってください。 （ーゾ ニューの 
設定内容： P.12-4) 


スキヤンずる 
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♦詳細設定 



1 USB メモリを本体前面の USB メモリポートに接続しまず。 

2 原稿をセットしまず。 

这 [送信/ファクス]を繰り返し巧して、< USB メモリ：シロクロ >または< USB メモ 
リ：カラー>を選択し、 [0K] を巧します。 

4 詳細設定を設定ずるため、 [0K] を押しまず。 

5 [ィ ー] または [+►] を押してファイル形式を選択し、に K ] を押しまず。 

USB メモリ（シ□ク □) : く PDF >く TIFF (シロクロ）> 

USB ゾモリ（カラー):く PDF (コウアッシュク）> く JPEG > 

Q [◄—] または [+►] を押してくぺージゴトニブンカツ>をくシナイ>またはくス 

ル>に選択し、 [0K] を押しまず。 

くシナイ>:複数の画像をぺージごとに分割しないで、1つのファイルとして送信します。 

くスル>:複数の画像をページごとに分割して、別々のファイルとして送信します。 

乂 f 

手順日でく」 PEG >を選巧した場合は、この手順は表示されません。また、くページゴトニブンカツ >は 
自動的にく ON >に設定されまず。 


►►► 


スキヤンずる 
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7 [ィ ー ] または [+►] を押して送信ずる画像の解像度を選択し、 [0 K ] を押します。 

USB ゾモリ（シ□ク □) : く 200 X 200 dpi >、く 300 x 300 dpi >、く 40日 x 400 dpi >、 

く 600 X 600 dpi >、< 150 x 150 dpi >、く 200 x 100 dpi > 

USB メモリ（カラー):く 200 X 200 dpi >、く 300 X 300 dpi > 、く 100 x 100 dpi > 、く 1 已 Ox 150 dpi > 
感乂モ 

手順已でファイル形式をく PDF (コウアッシュク）>に設定した場合は、自動的にく 300 X 300 dpi >に 
設定されまず。手順9に進んでください。 

8 [ィ ー ] または [+►] を押して原稿の種類を選択し、 [0K] を押しまず。 

くモジ/シャシン>:文字と写真のある原稿に適していまず。 

くモジ> :文字原稿に適していまず。 

くシャシン>:細かい文字または写真のある原稿に適しています。 

メ f 

手順日でファイル形式をく PDF (コウアッシュク）>に設定した場合は、この手順は表示されません。 

9 [スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、[ィ ー] または [+►] を巧して原稿サイズを選巧し、 [0 K ] また 
は[スタート]を押しまず。 

<ホゾンシマシタ/ USB メモリヲヌクコトガデキマス > が表示されたら、 USB メモリを取り外します。 


スキヤンずる 
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スキヤンジョブの中止 

な下の手順で、進行中のジョブを中止しまず。 

コンピュータへのスキヤンジョブを中止ずる 



1 [ス h ップ/リセット]を押しまず。 

2 <ストップキーガオサレマシタ>と表示されたら、 [0 K ] を押しまず。 

ストッフ■キーカ’オサレ7シタ 
0 K キーヲ オシテクタ•サイ 

這 コンピュータ面面上の [0 K ] をクリックします。 


スキヤンずる 
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USB へのスキヤンジヨブを中止ずる 


[0 K ] 



[ス h ップ/リセット]を押しまず。 

<スットプキーガオサレマシタ>と表示されたら、 [0 K ] を押しまず。 
♦ ADF を使用してスキヤンした場合： 


2 


スト ッフ ■キーカ’オサレ 7 シタ 
0 K キーヲ オシテクタ'' サイ 


原稿台ガラスを使用してスキャンした場合： 


スト ツフ ■キ 


オサレ 7 シタ 


@ メモ 


原稿のスキャン中に[ストップ/リセット]を}甲しても、スキャン画像が USB メモリに保存される場合があ 
ります 。 USB メモリからスキャン画像を削除したい場合は、コンピュータから削除してください。 


スキヤンずる 
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スキヤンずる 
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コンピュータからファクス 
送信ずる 


な下の手順で、コンピュータからファクスを送信します。 

ファクスドライバがインストールされていることを確認してください。確認方法は、スタート 
アップガイド「ソフトウェアのインストール/アンインストール J 「インストールの確認をす 
る」を参照してください。 

ファクスドライバの設定については、 オンラインヘルプ を参照してください。 


0 S やアプリケーシヨンによっては、手順や画面に表示される項目が異なる場合があります。 


印刷コマンドを選択する 




巴回因 


：) き巧り）ま示がヘルブお） 


巧沾妙 
巧くり)… 

上害き巧巧を） 

る前ち巧けてな巧曲)… 

ひか N : 
Ctrl +0 J 
Ctrl+S . 

广《 、，: S * 一,..、 

• 



プが限のが f の 

7 


■-夕がわさめられています。 


NetSpot Device Installer (¥ NetSpot _ Device_Inst 
ネットワークに接結されたキヤノン製デバイスのネ 
巧期設定を行うためのユーティリティソフトウェア 
インストーラでインストールできます。 

X "nsdi . exe " をダカレクリックしてこのソフトウコ 


FontGallery (¥ FGALLERY ) 

TrueType フオントがで書体、かな書体、 


欧夕書体が 


アプリケーシヨンで開いている文書から、 
[ファイル]一[印刷]をクリックします。 



クスを選択する 


を巧1 


巧お：才乃イン 
巧用： 

リント： 

バージお困 
® すべて < L ) 

ぷ巧したが好の 
ベ-ジ巧ち n 


[プリ >5のなホ(か ..I I 


吕贼に)： 11 S ] 

C 助6ぶてモ帕11(日 i 

な!畦]函 


、厂巧剧が "Tjr 


キザンむレ II 觸(か 


フアクスアイコンに anon MF 4600 Series 
( FAX )) を選択し、[印刷]または [0 K ] を 
クリックしまず。 


ファクスのプロパティを変更するとき： 

[詳細設定]または[プ□パティ]をクリック 
して、設定を変更しまず。 


► 


n ンピユ—夕からファクス送信する 
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相手先を選択する 


iat が7ドレス惧如!実かトシ-卜 
巧手巧る(の： CANON 

フウス*ちが： 日 12 M 田がな 


巧手先一だを)： 
巧丰先る 


(_ I 巧丰正一たにお})化ぃ1^ 


〔アドレス曲ご居!)：]担） I 


[ アドレス ㈱ - I 


[ 0 K ] I * 份れレ I [ ヘルブ I 


[送信の設定]タブで名前とフアクス香号を 
指定し、[相手先一覧に追加]をクリックし 
まず。 


表紙を付けてファクスを送信ずるとき： 
[カバーシート]タブをクリックし、添付表紙 
の形式を設定しまず。 


4 


送信を開始する 


を(含が S ミアドレス W 饥1まかトシ-卜 
巧手巧る(の； CANON 

フ7=ウス#ちが： 日 12 M 田がな 


日#ホ-巧巧 加 (y I 


巧手巧一民を)： 
巧丰先る 


广アドレス曲::^ a 担> I 

0~アドレス ㈱ - I 

Q ii]iw I 




车 V ン tjk I [ ヘルブ 


[ OK ] をクリックしまず。 


ファクス送信を中止するとき： 

操作ガイド（総合編）「第4章送信と受信」 
「ジョブの確認と削除」を参照してください。 


n ンピユ I 夕からフアクス送肩ずる 
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が下の手順で、リモート UI を使って本製品を管理します。 

リモート UI ソフトウェアを使って、ウェブブラウザからネットワークに接続された本製品へ 
のアクセスと管理ができます。 

. ネットワーク上のバソコンから本製品の状況を確認できます 
-パソコンから本製品の設定や操作ができます 

詳細については、操作ガイド（総合編）「第7章リモート UI 」 を参照してください。 



ツトワークを準備ずる 



TCP / IP ネットワークで使用できるよう本 
製品を設定し、ネットワークルータまたは 
八ブに本製品とコンピュータを接続しま 
ず。 

詳細については、スタートアップガイド r ネットワーク設定 J を 
参照してください。 


個 


，ブブラウザを起動ずる 


サ ー"一 が見つかりま甘ん - Microsoft Internet Explorer に〕!^を<1 


ファイルの患集のま示姐> おちに入り迫）ツ—ルのヘルフ(が R 

〇戻る，〇， W 同め人なホなわ気こ入口 0 0，&巧 
ァドレス生<1 http：// 192.168 .222.61 _ v| 口 巧れ-リン。 




星!ページびま5されました 


* インターネット 


ウェブブラウザを起動し、本製品の IP アド 
レスを入力してから、キーボードの 
[ Enter ] キーを}甲します。 


► 


リモ—卜 U — 
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3 


ログオンずる 


■WSM 


X 


m 




ス ij— ヴ中です. 
スIトヴ中で r. 
フ7の可が T. 


Its 巧。调 I 

でく 

C .. ， さ巧 * 卜 |~- J 

か ,，. 

0—*UL- ザモー K- 


jC ^ 


ユーザモードを選択し、 [0 K ] をクリック 
しまず。 


4 


本製品を管理/操作ずる 




■—aid 



ウェブブラウザから本製品を管理/操作で 
きまず。 

詳細については、操作ガイド{総合編}「第7章リモート U !」 
を参照してください。 


リモ —hu — 
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本製品のお手入れをする前に、な下を確認し 
てください。 

-メモリにジョブが蓄積されていないことを 
確認してから、ま電源スイッチを切り、電 
源コードを巧いてください。 

-本製品に傷が付かないよラ、柔らかい布を 
お使いください。 

-ティッシュぺーパー、紙タオルなどは使わ 
ないでください。内部の部品に付着したり、 
静電気発生の原因になったりずることがあ 
りまず。 

A を意 

シンナーやベンジン、アセトンなどの溶剤、およびその 
他の化学クリーナーは絶対に使わないでください。本体 
内部の部品を損傷する恐れがありまず。 

场乂モ 

電源を切ると、メモリに蓄積されているジョブは;'肖去さ 
れます。 

メモリ内にあるジョブを確認するには、が下を参照して 
ください。 

-コピー巧況を確認/削除する： P .3-1 5 
-送信中または送信待機中のジョブを確認/削除する： 
P '4-40 

-受信中のジョブを確認/削おする： P .5-8 
-フリント巧況を確認/削除ずる： P .6-3 


本体のお手入れ 

1 ま電源スイッチを切り、電源コードを 
抜きまず。 

2 水または薄めた中性洗剤を含ませてか 
たく絞った巧で、本体の表面をがきま 
す。 

夕 乾いてから電源コードを接続し、主電 

源スイッチを入れまず。 



日常のお手入れ 




] Q 曰ちのタンテナンス 



曰常のメンテナンス 
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巧がのお手入れ 

プリントエリアを定期的に清掃し、トナーの 
粉や紙ぼこりがたまらないようにしてくださ 
い。 

1 主 電源 スイッチを切り、 電源 コードを 
抜きます。 

2 操作パネル部 （ A ) をロックされるま 
で両手で持ち上げます。（かちりといラ 
音がしまず。） 



这 くぼみにあるつまみ （ A ) を持って、卜 
ナーカバー ( B ) を開けまず。 




ム 注意 

-トナーカートリツジを化に当てないよう、保 
護袋に入れるか厚手のホで包んでください。 

-トナーカートリツジのドラム保護シャツター 
を開けないで ください。 ドラムの表面に光が 
当たったり傷が付いたりすると、印字の質が 
但下することがあります。 

@ 乂モ 

トナーカートリツジを取り扱ラときは、必ず 
取っ手を持ってください。 


► ►► 


日常のメンテナンス 


10-2 













清潔で柔らかい、乾いた、糸くずの出 7 
ない布で、内部からトナーの粉や紙ぼ 
こりを取り除きまず。 


トナーカートリッジのち端の突起 （ A ) 
を本体内部のガイド旧）の下側に合 
わせ、ガイドに沿って収めまず。 


ム注意 

-を着器 （ A ) は使用中に熱くなります。触らな 
いよラにミ主意してください。 

-本製品を損傷ずることがありまずので、搬送 
口ーラ （ B ) に触らないでください。 



-手やお類にトナーが付着した場合は、冷水で 
洗ってください。温水を使ラとトナーが定着 
し、落ちなくなります。 

トナーカートリツジの取っ手を持ちま 
ず。 



矢印 （ A ) を本体に向けてください。 



























9 つまみを持って、トナーカバーを閉じ 
まず。 



魏 

操作パネル部を閉じまず。 

う 

纖 


ム注意 

指をはさまないよう注意してください。 

II 電源 コードを接続し、主 電源 スイッチ 
を入れまず。 


定着器のお手入れ 

プリントされた巧紙に黒いスジが現れる場合 
は、定着器がミちれている可能性があります。 
このよラな場合は、 L 又下の手順で定着器をク 
リーニングしてください。トナーカートリッ 
ジを交換したときにもクリーニングしてくだ 
さい。 A 4 の白紙を手差し卜しイにセットし、 
クリーニングを開始します。 

タモ 

クリーニングには約130秒かかります。 

1 [初期設定/登録]を押しまず。 

2 [◄—] または [+►] を押して 

<チョウセイ/クリーニング>を選択 
し、 [OK] を巧しまず。 

3 A4 の白紙を 1 枚、手差しトレイに 
セットしまず。 



► ►► 


日常のメンテナンス 
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4 [◄—] または [+►] を押して 

<テイチヤクキノクリーニング>を 
選択し、 [0 K ] を押します。 

5 [◄-] を押して<八イ>を選択しま 
ず。 

クリーニングが開始されます。クリーニングお 
了を、[ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 

メ f 

-クリーニング用の用紙は普通紙を使用してく 
ださい。 

. クリー ニン グに使用した用紙は、クリー ニン 
グ終了後、廃棄してください。 


読み取〇エソアのお手入れ 

コピーや送信ファクスの品質を保つため、読 
み取りエリアを清掃してください。 


♦原稿台ガラス 

I 原稿台ガラスカバーを開きまず。 



夕 水を含ませてかたく絞った布で、原稿 

台ガラスと原稿台ガラスカバーの下面 
を拭きまず。次に、乾いた柔らかい巧 
でがきます。 



水分を含ませすぎたホで}式くと、原稿が破れた 
り、本製品を長傷したりずる可能性がありまず。 
布はかたく絞ってください。 


日常のメンテナンス 
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原稿台ガラスカバーを閉じまず。 



ム を意 

指をはさまないようを意してくださし、。 


• ADF 

ADF を使ってコピーすると、黒いスジが出る 
場合があります。これは、 ADF の読み取り部 
分に付着したのり、インク、修正液などが原 
因です。柔らかく清潔なホで、読み取り部分 
を拭いてください。 

1 主 電源 スイッチを切り、 電源 コードを 
抜きまず。 

2 ADF を開きまず。 



3 水を含ませた巧で、 ADF 内部の口ーラ 

( A ) をがきます。次に、乾いた柔らか 
い巧で拭きまず。 



水分を含ませすぎたホで}式くと、原稿が破れた 
り、本製品を損傷したりする可能性があります。 
布はかたく絞ってください。 


► ►► 
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ム 注意 

指をはさまないよラ注意してください。 

8 電源コードを接続し、ま電源スイッチ 
を入れます。 


ム 注意 

指をはさまないよラ注意してください。 

5 原稿台ガラスカバーを開きまず。 


7 原稿台ガラスカバーを閉じまず。 


4 ADF を閉じます。 


な 水を含ませた布で、 ADF 読み取りエリ 

ア（原稿台ガラスの左側）を拭きます。 
次に、乾いた柔らかい巧で拭きまず。 






曰常のメンテナンス 
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o トナーカートリツジの交換時期 


ディスプレイに<トナーショウ（ケイゾクプ 
リントカ）/トナーヲジュンビシテクダサ 
イ>と表示された場合、データを受信しても 
メモリに一時的に保巧し、プリントを行いま 
せん。この場合、トナーカートリッジ内の卜 
ナーを巧一にならしてください。メッセージ 
が引き続き表示される場合は、トナーカート 
リッジを交換してください。 

トナーカートリッジの交換をしないで受信し 
た データを プリントしたい場合は、 

<ソウシン/ジュシンシ3ウセツテイ>の 
<キョウツウセッテイ >で<インジケイゾク> 
を<ケイゾクスル>に設定してください。（一 
メニューの設定内容： P .12-4) 


ム 注意 

• <インジケイゾク > を < ケイゾクスル > に設定した場 
合、途中で印字が竜くなったり、かすれて読み取りが 
できなかったりすることがあります。しかしメモリ内 
の受信データはフリントと同時に消‘えるため、再度、 
フリントすることができません。 

-「を意高温 J と表示がある部分と□-ラ部は高温になっ 
ていまず。内部を点検するときは、触れないよラにミ主 
意してください。やけどの原困になることがあります。 

@ 乂モ 

[トナー残量]を押し、トナーカートリツジが寿命の場合 

も、トナーカートリツジを交換してください。トナー 

残量の確認： P .1-11) 


トナーを巧一にならず 

I 操作パネル部 （ A ) をロックされるま 

で両手で持ち上げまず。（かちりといラ 
音がします。） 



夕 くぼみにあるつまみ （ A ) を持って、卜 
ナーカバー ( B ) を開けまず。 



► ►► 


日常のメンテナンス 
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な 


トナーカートリッジを取り出しまず。 


4 


5 



トナーカートリッジをゆっくりと5、6 
回振り、トナーを巧一にならします。 



トナーカートリツジの取っ手を持ちま 
ず。 

矢印 （ A ) を本体に向けてください。 



A 


注意 


な トナーカートリッジのち端の突起 （ A ) 

を本体内部のガイド旧）の下側に 
合わせ、ガイドに沿って収めまず。 



7 トナーカートリツジが完全に本体に収 

まるまで手で巧し込みまず。 



が つまみを持って、トナーカバーを閉じ 

まず。 



トナーカートリ ッ ジのドラム保護 シャッ ターを 
開けないでください。ドラムの表面に光が当 
たったり傷が付いたりした場合、印字の質が低 
下することがありまず。 

感乂モ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず 
取っ手を持ってください。 


日常のメンテナンス 
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9 操作パネル部を閉じまず。 



ムを意 

指をはさまないようを意してくださし、。 


トナーカートリツジを交換ずる 

I 操作パネル部 （ A ) をロックされるま 

で両手で持ち上げまず。 



2 くぼみにあるつまみ （ A ) を持って、卜 
ナーカバー （ B ) を開けまず。 




► ►► 


日常のメンテナンス 
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4 保護袋から新しいトナーカートリッジ 

を取り出しまず。 



保護袋は保存しておいてください。後で本製品 
からカートリッジを取り外ず際に必要となりま 
ず。 

5 トナーカートリッジをゆっくりと5、6 
回振り、トナーを巧一にならします。 



6 片手でカートリッジを巧さえながら、 

シーリングテープを完全に引き抜きま 
す。 



7 トナーカートリツジの取っ手を持ちま 
ず。 

矢印 （ A ) を本体に向けてください。 



ム 注意 

トナーカートリッジのドラム保護シャッターを 
開けないでください。ドラムの表面に光が当 
たったり傷が付いたりした場合、印きの質が低 
下することがあります。 

トナーカートリッジを取り扱ラときは、必ず 
取っ手を持ってください。 

8 トナーカートリッジのも端の突起 （ A ) 
を本体内部のガイド旧）の下側に 
合わせ、ガイドに沿って収めまず。 



感メモ 

シーリングテープはまっすぐに引きあいてくだ 
さし、。 


日常のメンテナンス 
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9 


トナーカートリツジが完をに本体に収 
まるまで手で押し込みまず。 



10 つまみを持って、トナーカバーを閉じ 
まず。 



II 操作パネル部を閉じまず。 



ム注意 

指をはさまないよう注意してください。 


日常のメンテナンス 
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本製品を移動ずるとき 


本製品を長距離移動する場合などは、振動に 5 
よる損傷を防ぐため、な下の手順に従ってく 
ださい。 


夕 

な 


4 


主電源スイッチを切りまず。 

電源コード、およびずベてのケーブル 
を本製品の背面から外しまず。 

讲紙補助トレイを使用している場合 
は、排紙ストッパーを巧りたたみ、排 
紙補助トレイを本体内部に押し込みま 
ず。 



操作パネル部 （ A ) をロックされるま 
で両手で持ち上げます。（かちりといラ 
音がしまず。） 



6 


くぼみにあるつまみ （ A ) を持って、卜 
ナーカバー ( B ) を開けまず。 




A 


注意 


-トナーカートリッジを光に当てないよう、保 
護袋に入れるか厚手の布で包んでください。 

-トナーカートリッジのドラム保護シャッター 
を開けないでください。ドラムの表面に光が 
当たったり傷が付いたりした場合、印字の質 
が低下することがあります。 

メ f 

トナーカートリッジを取り扱ラときは、必ず 
取っ手を持ってください。 


日常のメンテナンス 
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7 


つまみを持って、トナーカバーを閉じ 
まず。 



8 操作パネル部を閉じまず。 



ム注意 

指をはさまないよラ注意してください。 

9 用紙カバーを用紙カセットから取り外 

しまず。 



10 用紙カセットの前面部を開きまず。 



ず。 



12 用紙カセットの前面部を持ち上げ、手 
前に引いて取り外します。 



►►► 


日常のメンテナンス 
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13 原稿給紙トレイを取り外しまず。 



14 ずべてのカバーが閉じていることを確 
認します。 

15 左ちにある取っ手を使って、本製品を 
持ち上げまず。 



ム 注意 

-付属品を持って本製品を持ち上げないでくだ 
さい。本裂品を落とすと、けがをする恐れが 
ありまず。 

-腰が悪い方は、持ち上げる前に本製品の重さ 
を確認してください。（一付録： P.13-1) 


日常のメンテナンス 
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曰常のメンテナンス 
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ここでは、紙ヴまりが起きた場合の対処につ 
いて説明しまず。エラーメッセージが表示さ 
れた場合については、 r ディスプレイの表示 J 
(一 P .11-9) を参照してください。それな外 
のトラブルについては、操作ガイド（総合編） 
r 第10章困ったときには J 、 またはスキャナ 
ドライバガイド r 第 3 章困ったときには J を 
参照してください。 

デイスプレイに<ゲンコウヲテンケンシ 
テクダサイ>、<ヨウシガツマリマシタ/ 
パネルヲモチアゲテクダサイ >、<ゲンコ 
ウガツマリマシタ/フィーダヲテンケン 
>または<ゲンコウガナガスギマス>と表 
示された場合は、 ADF か本体内部で紙づまり 
が起きていまず。つまった原稿や用紙を取り 
除いてください。用紙カセットや手差しトレ 
イにも用紙がつまっていたら、それも取り除 
いてください。 

紙づまりが繰り返し起こる場合は、な下を確 
認してください。 

-本製品に巧紙をセットする前に、平らな場 
巧でそろえてください。 

-お使いの用紙が本製品に適しているか、確 
認してください。 

使用可能な用紙： P .2-7) 

-つまった巧紙の切れ端が本体内部に残って 
いないか、確認してください。 


ム 注意 

-つまった原稿や用紙を取り除くときは、原稿や巧紙の 
端で手を切らないよう注意してください。 

-つまった用紙を巧り除くときや、本体内部を点検する 
ときは、ネックレス、ブレスしットなどの金属製品が 
本体内部の部品と接軸しないようにしてください。や 
けどや感電の恐れがあります。 

-用紙が破れた場合は、切れ端がつまらないように、す 
ベて取り除いてください。 

-手や巧類にトナーが付着した場合は、冷水で洗ってく 
ださい。温水で洗うとトナーが定着し、落ちなくなり 
ます。 

-つまった原稿や用紙を本体から無理に取り除かないで 
ください。問題が解;夫できない場合は、お近くのキヤ 
ノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連 
絡ください。 


ADF につまった原稿を巧り除< 

デイスプしイに<ゲンコウヲテンケンシ 
テクダサイ>、<ゲンコウガツマリマシタ 
/フイーダヲテンケン>、または<ゲンコ 
ウガナガスギマス>と表示された場合は、 
ADF からつまった原稿を取り除いてくださ 
し、。 

I ADF を開きまず。 




困つたときには 
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2 つまった原稿の両端を持って、 ADF か 4 ADF を閉じまず。 
ら静かに取り除きまず。 



な 


原稿を強く引っ張らないでください。原稿が破 
れることがありまず。 

つまった原稿の両端を持って、排紙卜 
レイから静かに取り除きまず。 



夕 



ム 注意 

指をはさまないよラを意してください。 

原稿台ガラスカバーを開き、つまった 
原稿を取り除きまず。 
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6 原稿台ガラスカバーを閉じまず。 



ムを意 

指をはさまないよう注意してください。 


本体巧部につまった用紙を取り除< 

デイスプしイに<ヨウシガツマリマシタ/ 
バネルヲモチアゲテクダサイ>と表示され 
た場合は、本体内部からつまった用紙を取り 
除いてください。用紙カセットや手差し卜し 
イにも用紙がつまっていたら、それも取り除 
きます。 


操作パネル部 （ A ) をロックされるま 
で両手で持ち上げまず。（かちりといラ 
音がします。） 



JS くぼみにあるつまみ （ A ) を持って、卜 
ナーカバー ( B ) を開けまず。 
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3 カートリッジを取り出しまず。 



ム 注意 

-本体内部に触れる際は、時計、ブレスレット、 
指輪などを外しておいてください。内部の部 
品と接触して、損傷する場合がありまず。 

-トナーカートリッジを光に当てないよう、保 
護袋に入れるか厚手のホで包んでください。 

-トナーカートリッジのドラム保護シャッター 
を開けないでください。ドラムの表面に光が 
当たったり傷が付いたりした場合、印きの質 
が低下ずることがあります。 

メ f 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず 

取っ手を持ってください。 



4 つまつた用紙の両端を持って、静かに 

引き出しまず。 



5 定着器と搬送 ローラの 間につまった用 

紙を、先端が見えるまで静かに引き出 
しまず。 



ム 注意 

-定着器 （ A ) は使用中に熱くなります。触らな 
いよラに注意してください。 

-本製品を損傷することがありますので、搬送 
□-ラ旧）に触らないでください。 


Jk 注意 

-定着器 （ A ) は使用中に熱くなります。触らな 
いよラにミち意してください。 

* 本製品を損傷ずることがありまずので、搬送 
口ーラ （ B ) に触らないでください。 


► ►► 


困つたときには 
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6 


7 


つまった用紙をゆっくりと引き出しま 
ず。 



ず。 

矢印 （ A ) を本体に向けてください。 



A 


注意 


が トナーカートリッジのも端の突起 （ A ) 

を本体内部のガイド旧）の下側に 
合わせ、ガイドに沿って収めまず。 



9 トナーカートリツジが完全に本体に収 

まるまで手で巧し込みまず。 



トナーカートリ ッ ジのドラム保護 シャッ ターを 
開けないでください。ドラムの表面に光が当 
たったり傷が付いたりした場合、印字の質が低 
下することがあります。 

メ f 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず 
取っ手を持ってください。 


19 つまみを持って、トナーカバーを閉じ 
まず。 



困つたときには 
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If 操作パネル部を閉じまず。 


14 用紙カセットの用紙を取り除きまず。 



ムを意 

指をはさまないよう注意してください。 

12 用紙カセットから用紙カバーを取り除 
きます。 



13 用紙カセットの前面部を開きまず。 



15 つまった用紙の両端を持って、静かに 
矢印の方向に引き出しまず。 

-用紙カセツトから給紙している場合 
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16 用紙カセットに用紙をセットしまず。 



I 7 用紙カセットの前面部を閉じまず。 



f 夕用紙カバーを用紙カセットに合わせま 
ず。 



19 後ろ カバーを 開きまず。 

この手順は、ディスプレイにくウシロカバーヲ 
アケテクダサイ > と表示されたときだけ、必 
要です。 



夕0 つまった巧紙の両端を持って、静かに 
上方に引き出しまず。 

この手順は、ディスプレイにくウシロカバーヲ 
アケテクダサイ > と表示されたときだけ、必 
要です。 



つまった用紙がひどく折れ曲がっている場合 
は、用紙を伸ばしてから引き振いてください。 
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21 後ろカバーを閉じまず。 

この手順は、デ イス プしイにくウシ□カバーヲ 
アケテクダサイ>と表示されたときだけ、ぶ、 
要でず。 



A 注意 

指をはさまないよラ注意してください。 

メ f 

背面につまった用祇を取り除いた後は、トナー 
カバーを開閉して本製品をリセットしてくださ 
し、。 


困つたときには 
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ディスプレイの表示 

ディスプレイに表示されるエラーメッセージについては、な下の表を参照してください。 


メッセージ 

原因 

処置 

1ケンノミソウシンデキマス 

1度に複数の宛先が指定できな 
いように設定されている。くシ 
ステムカンリセツテイ> 
のくソウシンキノウノ セイ 
ゲン > でくドウホウソウシン 
ノ セイゲン>がくドウホウ 
ソウシンフカ>に設定され 
ているときに表示される。 

1件ずつ送信ずるか、くドウホ 
ウソウシンノ セイゲン > を 
< OFF >またはくドウホウソ 
ウシンノ カクニン>に設定 
してください。 

USB / USB ポートエラー 
デンゲン OFF / ON シテクダサ 
イ 

USB メモリエラーまたは USB 
メモリポートエラーが発生し 
た。 

USB メモリポートから US 己メ 
モリをいったんほき、本製品の 
主電源を入れなおしてくださ 
し、。 同じメッセージが表示され 
たままの場合は 、 USB メモリ 
ポートが故障している可能性が 
あります。ま電源を入れなおし 
た後でメッセージが;'肖えている 
場合は、もう一度 USB メモリを 
接続してください。メッセージ 
が再度表示された場合は 、 USB 
メモリが故障している可能性が 
あります。問題が阐ミ肖しない場 
合は、ま電源スイッチを切り、 
電源コードをコンセントから抜 
いて、キヤノンお客様相談セン 
夕一にご連絡ください。 

USB メモリガセットサレテ 
イマセン 

USB メモリヲ七ットシテク 
ダサイ 

USB メモリが USB メモリポー 
卜にきちんと差し込まれていな 
い。 

USB ゾモリをきちんと差し込ん 
でください。 

USB メモリ 3ウリヨウオー 
バー 

US 日メモリのデータ容量がいつ 
ぱいか、ルートディレクトリ 
( USB メモリ内の一香上の階層） 

に保をできるファイル数が上限 
値に達した。 

コンピュータ上で不要なファイ 
ルを削除ずるか、フォルダを作 
成して既存のファイルを移動す 
るなどルートディレクトリ上の 
ファイルを整理してください。 

ウォーミングアップチュウ 
シバラクオマチクダサイ 

主電源スイツチを入れたとき、 
またはプリント操作の準備がで 
きていない場合に表示される。 

メッセージが消えるまでお待ち 
ください。 



困つたときには 
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メッセージ 

原因 

処置 

オナジナマエノファイルガア 
リマス 

US 巨メモリにスキャン画像を保 
をする際、スキャン画像と同一 
のファイル名がメモリ内にを在 
している。 

[ OK ] を押し、ファイル名を変 
要してください。 

カキコミニシッバイシマシタ 

画像の読み込み中または書き込 
み中に USB メモリが抜けたな 
ど、何らかのエラーが発生した。 

USB ゾモリがきちんと接続され 
ているかどうか確認してくださ 
し、。確認後に [ OK ] を押し、も 
ラー度操作をやりなおしてみて 
ください。 

カキコミニシッパイシマシタ 
メディアヲカクニンシテクダ 
サイ 

-ロックをかけた状態または 
セキュリティ機能付きの 
USB メモリを接続した。 

-接続した USB メモリのファ 
イルシステムがサポート外 
である。 

-ロックを阐除するかセキュ 
リテイ機能おしの USB メモ 
リを接続してください。 

-対応しているファイルシス 
テム （ FAT 16 または FAT 32) 

のメモリを使用してくださ 
い。 

-コンピュータ上で不要な 
ファイルを削除するか、フォ 
ルダを作成して既存のファ 
イルを移動するなどルート 
デイレクトリ上のファイル 
を整理してください。 


- USB メモリのデータ容量が 
いっぱい力、、ルー ト ディレク 
トリ （USB メモリ内の一番 
上の階層）に保をできるファ 
イル数が上限値に達した。 

カラーソウシンデス 

フクスウアテサキニソウシン 

デキマセン 

カラー画像を複数の宛先に送信 
しよラとした。 

カラー画像を送信する場合、1 
度に複数の宛先を指定できませ 
ん。1件ずつ送信するか、画像 
を白黒設定にして送信してくだ 
さい。 

ゲンコウガツマリマシタ 
フイーダヲテンケン 

ADF 内で原稿がつまっている。 

つまった原稿を ADF から取り除 
いてください。（一用紙がつまっ 
たときには： P .11-1) 

ゲンコウガナガスギマス 

ADF を使って読み込まれた原積 
の長さが 630 mm を超えてい 
る、または原稿が正しくセット 
されていない。 

-原稿台ガラスを使用してく 
ださい。 

-原稿の長さを630 mm な下 
にして、もう一度操作をやり 
なおしてみてください。 

ゲンコウダイガラスヨゴレ 
セイソウシテクダサイ 

原稿台ガラスの左側にある ADF 
読み取りエリアがちれている。 

読み取りエリアを清掃し、 [ OK ] 

を押してください。 

ゲンコウヲテンケンシテク 
ダサイ 

ADF 内で原稿がつまっている。 

つまった原稿を ADF から取り除 
いてください。 

(一 用紙がつまったときには： 
P .11-1) 


困つたとまには 
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メッセージ 

原因 

処置 

コノキノウ八シ 3 ウデキマセ 
ン 

[コール/ポーズ]を使ってのリ 
ダイヤルはできない。 

<システムカンリセッテイ> 
の<ソウシンキノウノセイゲ 
ン>で< リダイヤル/コールノ 
セイゲン>が< ON >に設定 
されているときに表示される。 

くリダイヤル/コールノ セイ 
ゲン>をく OFF >に設定ずる 
力、、手動でダイヤルしてくださ 
い。 

コノタンシュクダイヤル八ツ 
カエマセン 

-グループダイヤルの登録先 
として、登録済みの短縮ダイ 
ヤルを指定した。 

-短縮ダイヤルの登録先とし 
て、登録済みのグループダイ 
ヤルを指定した。 

登録先として、未登録の短縮ダ 
イヤルを指定してください。 

コノタンシュク八シテイデキ 
マセン 

セッテイヲカクニンシテクダ 
サイ 

-受話器を取り上げた状態ま 
たは[オンフック]を押した 
状態で、グループダイでルを 
^^曰を_した。 

-受話器を取り上げた状態ま 
たは[オンフック]を押した 
状態で、ファクス香号が外が 
登録された短縮ダイヤルを 
^^曰もした。 

-指定した短縮ダイヤルに登 
録されているグループダイ 
ヤルの階層数が上限を超え 
ている。 

-グループダイヤルが外で宛 
先を指定してください。 

-ファクス番号が登録された 
短縮ダイヤルを指定してく 
ださい。 

• 1つのグループダイヤルに登 
録できるグループダイヤル 
の階層は2階層です。 

たとえば、ある1つのグルー 
プダイヤル： 「 A 」 には別のグ 
ループダイでル： 「 B 」 を登録 
し、この「 A 」を更に別のグ 
ループダイヤル： 「 C 」 の宛先 
として登録できます。この場 
合、 「 C 」 には 「 A 」 を第1階層、 
「巨」を第2階層とずる2つの 
グループダイでルが登録さ 
れていることになります。 

この 「 C 」 を更に別のグループ 
ダイヤル： 「 Dj に登録ずるな 
ど、階層が3階層が上になる 
と、短縮ダイヤル指定時にエ 
ラーメッセージが表示され 
ます。グループダイヤルの階 
層を2階層が下に登録しなお 
してください。 


困つたときには 
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メッセージ 

原因 

処置 

コノワンタッチキー八ツカエ 
マセン 

-グループダイヤルの登録ホ 
として、登録済みのワンタッ 
チダイヤルを指定した。 

. ワンタッチダイヤルの登録 
先として、登録;ちみのグルー 
プダイヤルを指定した。 

登録先として、モ登録のワン 
タッチダイヤルを指定してくだ 
さい。 

コノワンタッチ八シテイデキ 
マセン 

セッテイヲカクニンシテクダ 
サイ 

-受話器を取り上げた状態ま 
たは[オンフック]を押した 
状態で、グループダイヤルを 
^^曰もした。 

-受話器を取り上げた状態ま 
たは[オンフック]を巧した 
状態で、ファクス香号が外が 
登録されたワンタッチダイ 
ヤルを指定した。 

-指定したワンタッチダイヤ 
ルに登録されているグルー 
プダイヤルの階層数が上限 
を超えている。 

-グループダイヤル]^(外で宛 
先を指定してください。 

-ファクス番号が登録された 
ワンタッチダイヤルを指定 
してください。 

• 1つのグループダイヤルに登 
録できるグループダイヤル 
の階層は2階層です。 

たとえば、ある1つのグルー 
プダイヤル： 「 A 」 には別のグ 
ループダイヤル： >"6」を登録 
し、この「 A 」を更に別のグ 
ループダイヤル： 「 C 」 の宛先 
として登録できます。この場 
合、 「 C 」 には ■' A 」 を第1階層、 
「己」を第2階層とする2つの 
グループダイヤルが登録さ 
れていることになります。 

この 「 C 」 を更に別のグループ 
ダイヤル： 「 Dj に登録ずるな 
ど、階層が3階層 Ji (上になる 
と、ワンタッチダイヤル指定 
時にエラーメッセージが表 
示されます。グループダイヤ 
ルの階層を2階層 Ji (下に登録 
しなおしてください。 

サポートシナイ USB デバイス 
デス 

USB マウスや USB キーボード 
など、サポート外の USB 機器を 
接続した。 

USB メモリを接続してくださ 
い。 


►►► 


困つたときには 
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メッセージ 

原因 

処置 

ジュシンデータプリントデキマ 
セン 

エラーカイジョゴプリント 

何らかのエラーが発生したた 
め、受信データをメモリに一時 
的に保をした。 

このエラーメッセージはが下の 
エラーメッセージと交互に表示 
される。 

•くトナーカバーガアイテ 
イマス/カバーヲシメテ 
クダサイ> 

. くタダシイヨウシヲセッ 
トシテクダサイ> 

-くテザシトレイニヨウシ 
ガアリマス/ヨウシヲ 
トリノゾイテクダサイ> 

-くトウロクサイズヲヘン 
コウ/-> 3ウシセツテイ> 

-くトナーショウ（ケイゾクプ 
リントカ）/トナーヲジュ 
ンビシテクダサイ> 

•くトナーガアリマセン/ 
トナーヲセットシテクダ 
サイ> 

-くヨウシガツマリマシタ 
/パネルヲモチアゲテク 
ダサイ> 

-くヨウシヲホキュウシテ 
クダサイ> 

このエラー^ッセージは他のエ 
ラーメッセージと交互に表示さ 
れます。エラーが解消された後、 
受信データはプリントされま 
す。対処方法については、一緒 
に表示されるゾッセージの対処 
方法を参照してください。 

ジュワキガアガッテイマス 
ジュワキヲオイテクダサイ 

外付け電話の受話器が外れてい 
る。 

受話器を置いてください。 

スキヤナノジュンビチュウデス 
シバラクオマチクダサイ 

読み込み操作の準備ができてい 
ない。 

メッセージが消えるまでお待ち 
ください。 

ストップキーガオサレマシタ 
0 K キーヲオシテクダサイ 

ADF から原稿を読み込ませてい 
るときに[ストップ/リセット] 
が押された。 

[0 K ] を押し、原稿をセットし 
なおしてください。 

タダシイヨウシヲセットシテ 
クダサイ 

用紙カセットまたは手差しトレ 
イにある巧紙のサイズがくヨウ 
シセッテイ>メニューで指定し 
た用紙と違ラ。 

用紙をセットしなおすか<ヨウ 
シセッテイ>メニューで指定し 
た用紙サイズを変更してくださ 
し、。（一<タダシイヨウシヲ 
セットシテクダサイ > と表示さ 
れた場合： P .11-23) 

データガコワレマシタ 
スタートキーヲオシテクダサ 
イ 

本体の電源を入れたときに、メ 
モリに蓄積されていたデータが 
失われた。 

[スタート]を押すと、エラーは 
解除されまず。 


困つたときには 
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メッセージ 

原因 

処置 

テザシトレイニ 3 ウシガア 
リマス 

ヨウシヲトリノゾイテクダサ 
イ 

手差しトレイに巧紙がセットさ 
れている。 

手差しトレイにセットされてい 
る巧紙を取り除いてください。 
手差しトレイに用紙がセットさ 
れていると、ファクス、レポー 
卜およびリストはプリントされ 
ずにメモリに蓄積されます。 

トウロクサイズヲ ヘン コウ 
-> 3 ウシセッテイ 

-しポートまたはリストのプ 
リントに適切な巧紙サイズ 
が設定されていない。 

-受信文書やレポート/リス 
卜のプリント中に用紙がな 
くなった。 

-用紙カセットまたは手差し 
トレイにある用紙のサイズ 
が < ヨウシセッテイ> メ 
ニューで指定した用紙と違 
ラ。 

-用祇サイズをく A 4>、 

< OF に 10 >、 

< BRAZIL - OFFICIO >s 

< MEXICO - OFFICIO >. 

< FOLIO >、く FLSP >、 

< LTR > またはく LGL > に 
設定し、設定したサイズの用 
紙をセットしてください。 
(一用紙のサイズと種類を設 
定する： P .2-15) 

-用紙カセットに用祇を補給 
してください。 

-く 3ウシセッテイ>メ 
ニューで指定した用紙サイ 
ズを変更してください。 

(一くタダシイヨウシヲ 
セットシテクダサイ>と表 
示された場合： P .11-23) 

トナーカバーガアイテイマス 
カバーヲシメテクダサイ 

トナーカバーが完全に閉じてい 
ない。 

トナーカバーが完全に閉じてい 
るか確認してください。 

h ナーガアリマセン 
トナーヲセットシテクダサイ 

トナーカートリッジが取り付け 
られていないか、正しく取り付 
けられていない。 

トナーカートリッジを正しく装 
着してください。 

(ートナーカートリッジを交換 
ずる： P .10-10) 

トナーショウ（ケイゾクプリン 
h 力） 

トナーヲジュンビシテクダサ 
イ 

トナーが残り少なくなってい 
る。 

新しいトナーカートリッジを巧 
意してください。 

パネルヲモチアゲテクダサイ 
ホンタイカバーヲアケテクダ 
サイ 

何らかのエラーが発生した。 

このエラーメッセージは、他の 
エラーメッセージと交互に表示 
されます。対処方法は一緒に表 
示されるエラーメッセージの巧 
処方法を参照してください。 


►►► 


因つたときには 
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メッセージ 

原因 

処置 

バンゴウガイッチシマセン 

2回目に入力したファクス香号 
が1回目に入力した番号と異な 
る。くシステムカンリセツ 
テイ >のくソウシンキノウノ 
セイゲン>でくファクス N 0.力 
クニンニュウリョク>が 
く ON >に設定されているとき 
に表す:される。 

ファクス香号が正しいかどラ 
力、、確認してください。1回目 
に入力した番号と同じ香号を入 
力してください。 

プリンタエラー 

本体に何らかのエラーが発生し 
ている。 

ま電源スイッチを切り、10秒ほ 
ど待ち、再度ま電源スイッチを 
入れます。これで問題が解;'肖し 
ない場合は、ま電源スイッチを 
切り、電源コードをコンセント 
から巧いて、キヤノンお客様巧 
談センターにご連絡ください。 

ミトウロクデス 

-宛先指定時に未登録のス 
ピードダイヤルを指定した。 

-[電話帳]を押して宛先を検 
索しよラとしたが、宛先が未 
登録だった。 

スピードダイヤルに、宛ホを登 
録してください。詳細について 
は、 r ワンタッチダイヤル/短縮 
ダイヤルを登録/編集する」 
P .4-10) を参照してください。 

X デイアヲニンシキチュウデ 
ス 

シバラクオマチクダサイ 

USB メモリポートに接続したメ 
ディアを確認している。 

メッセージが消えるまでお待ち 
ください。 


困つたとまには 
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メッセージ 

原因 

処置 

メモリガイッパイデス 

-ジョブがいっぱいになった。 

-メモリに保をされている原 
稿をプリント、送信、または 
削除してください。 

-原稿または画像データを分 
割して送信してみてくださ 
い。 

-お像度を下げて送信してく 
ださい。 

- ADF を使用している際にこ 
のエラーメッセージが表示 
された場合は、原稿の読み込 
み操作は途中で停止します。 
この場合は、 [0 K ] を押して 
ADF に残った原稿を排出し 
てください。 

-本製品のメモリに保をでき 
る各ジョブ数は、送信ジョ 
ブ..10、 受信ジョブ： 90、送 
受信ジョブ合計： 95、電子 
メール/ 1ファクスの受信 
ジョブ合計： 75です。 

け目手側のファクスが Canon 
Satera MF 4680 で、 ITU-T 
チヤート No . l を標準モード 
で送信した場合のジョブ数） 
メモリ内の文書が送信され 
るまでお待ちください。また 
は、メモリに保をされている 
原稿をプリント、送信、また 
は削除してください。 


-メモリに保をできる送受信 
ジョブ数が最大件数に達し 
た。 

メモリザンリヨウ 

XX % 

利巧できるメモリ残量の^ツ 
セージで、送信時に原稿を ADF 
にセツトすると表示される。 

メモリ容量が不足する場合は、 
メモリ内の文書が送信されるま 
でお待ちください。メモリに保 
をされている原稿をプリント、 
送信、または削除してください。 

メンスウノセイゲンニタッシ 
マシタ 

0 K キーヲオシテクダサイ 

部門別 ID 管理機能で設定した コ 
ピー、スキヤン、プリント枚数 
のいずれかが制限面数の上限値 
に達した。 

にのを押すと、エラーは解除 
されます。 

ヤリナオシテクダサイ 

通信状況が悪いため通信エラー 
が発生した。 

通信状況を確認してもラー度操 
作をやりなおしてみてくださ 
い。 


►►► 


困つたときには 
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メッセージ 

原因 

処置 

a ウシガツマリマシタ 
パネルヲモチアゲテクダサイ 

本体内で祇づまりが起きた。 

このエラーメッセージはくホン 
タイカバーヲアケテクダサ 
イ >またはくウシロカバーヲ 
アケテクダサイ>のエラーゾッ 
セージと交互に表示される。 

つまった用紙を取り除いて 
(一用紙がつまったときには： 
P .11-1) S 巧紙カセットまたは 
手差しトレイに用紙をセットし 
なおしてください。次にトナー 
カバーを開閉して本製品をリ 
セットしてください。 

ヨウシヲホキュウシテクダサ 
イ 

-コピーまたはプリント時に 
用紙カセットまたは手差し 
トレイに巧紙がセットされ 
ていない。 

-受信文書のプリント時に用 
祇カセットまたは手差し卜 
レイに用紙がセットされて 
いない。また、レポートやリ 
ストのプリント時に適切な 
用紙サイズが設定されてい 
ない。このエラーメッセージ 
はくトウロクサイズヲへ 
ンコウ->3ウシセッテイ> 
またはくジュシンデータプ 
リントデキマセン/エラー 
カイジョゴプリント > の 
エラーゾッセージと交互に 
表示される。 

-用紙をセットしてください。 
用祇カセットの場合は、用祇 
をセットしたあとに [0 K ] を 
押してください。 

-用紙をセットしてください。 
用祇カセットの場合は、用祇 
をセットしたあとに [0 K ] を 
押してください。レポートや 
リストのプリント時の場合 
は、用紙サイズをく A 4 >、 

< OF に 10 >、く BRAZ 1 L - 
OFICIO >、く MEX に 0- 
0 F に 10 >、く FOLIO >、 

< FLSP >、く LTR > また 
はく LGL >に設定し、設定 
したサイズの用紙をセット 
してください。 

リヨウメンフカノサイズデス 

両面コピーずる場合に適切な用 
祇サイズが設定されていない。 

両面コピーする場合は、くヨウ 
シセッテイ>メニューの 
くカセット>またはくテザシト 
レイ >をく A 4 >または 
く LTR >に鼓定し、鼓定したサ 
イズの用紙をセットしてくださ 
し、。（一用紙のサイズと種類を設 
定ずる： P .2-15) 


困つたときには 
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エラ—コ—ド 


エラーコー ドは、 エラーが 起きた場合に エラー 送信 レポー トまたは エラー 受信 レポー トに記録 
される4 巧のコー ドでず。 


2007 12/31 10:50 FAX 123 XXXXXX 


回0001 


*** け-送信レホ。-卜 *** 


次の送倍は1ラ-終了しました 


受付番号 

0005 

部門 ID 

0000001 

相で先アト’レス 

111 XXXXX 

相ず先略称 


開始時刻 

12/31 10:50 

通信時間 

00■日0 

お数 

白 

通信結巧 

NG 


# 0018話し中でした 


詳細については、操作ガイド（総合編）「第11章付録 J 「しポートを自動でプリントする」を 
参照してください。 


エラーコードについては、が下の表を参照してください。 


エラーコード 

原因 

処置 

#0001 

原稿がつまっている可能性がありまず。 

つまっている原稿を取り除いてくださ 
い。 

#0003 

-長さが 630 mm が上の原稿を ADF か 
ら送ろうとした。 

-データ量が大きすぎるため、原稿を送 
信するのに時間がかかっている。 

-原稿を受信するのに時間がかかって 
いる。 

-原稿台ガラスから分割して送信しな 
おしてください。 

-読み取り時の辭像度を下げて送信し 
てください。 

-読み取り時の锅像度を下げるか、原稿 
を分割して送信するよラ、巧手先に連 
絡してください。 


困つたとまには 
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エラーコード 

原因 

処置 

#0005 

-相手先が3日秒が内に応答しませんで 
した。 

-相手先のファクスが G3 ファクスでな 
い可能性があります。 

-もラー度はじめからやりなおしてく 
ださい。また、相手先にファクス機を 
確認してもらラよう連絡してくださ 
し、。海外へ送信ずる場合は、ファクス 
香号にポーズを入れてください。 

-相手先に確認し、 G3 ファクスに送信 
してくださし、。相手先が G3 ファクス 
を持っていない場合は、相手先のファ 
クスが対応している通信モードを 
使って送信しなおしてください。 

#0009 

用紙がないか、用紙カセットが正しく 
セツトされていません。 

用祇を補給するか、用祇カセットを正し 
くセットしなおしてください。 

#0012 

相手機の記録紙がなくなったため送信 
できませんでした。 

相手先に巧紙を補給してもらラよラ連 
絡してください。 

#0018 

リダイヤルしても応答がありませんで 
した。相手先が通話中などで応答がな 
かったため送信できませんでした。 

しばらく待ってからもラー度やりなお 
してみてください。それでも送信できな 
い場合は、相手先のファクスの電源が 
入っているかどうか確認してもらって 
ください。相手先が通話中の場合は、時 
間をおいてから送信しなおしてみてく 
ださい。 

#0037 

メモリがいっぱいです。 

メモリに保をされている原稿をプリン 
卜、送信、または削除してください。 

#0401 

USB メモリのデータ容量がいっぱいか、 
ルートディレクトリ （USB メモリ内の 
一香上の階層）に保をできるファイル数 
が上限値に達した。 

コンピュータ上で不要なファイルを削 
除するか、フォルダを作成して既をの 
ファイルを移動ずるなどルートディレ 
クトリ上のファイルを整理してくださ 
い。 

#0403 

USB メモリにスキヤン画像を保をする 
際、スキヤン画像と同一のファイル名が 
メモリ内に存在している。 

[OK] を押し、ファイル名を変更してく 
ださい。 

#0406 

USB ^モリにスキヤン画像を保存する 
隙、何らかのエラーが発生しました。原 
因として USB ゾモリが抜けた、または 
接続している USB ゾモリがサポート外 
のファイルシステムの可能性がありま 
ず。 

USB メモリがきちんと接続されている 
力、、またはが応しているファイルシステ 
ム （FAT16 または FAT32) のメモリを 
使用しているかどうか確認してくださ 
し、。確認後ににのを押し、もう一度 
操作をやりなおしてみてください。 

#0703 

^モリの画像領域がいっぱいになり、書 
き込みできません。 

-他の送 fe ジョブが終了するまでしば 
らく待ち、もラー度送信してみてくだ 
さい。 

-メモリに保をされている文書を削除 
してください。それでも正常に動作し 
ない場合は、本製品の主電源を入れな 
おしてください。 
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エラーコード 

原因 

処置 

#0705 

くシステムカンリセッテイ>の 
くツウシンカンリセッテイ>にある 
くデンシゾールセッテイ>のくデータ 
サイズジヨウゲンチ > で設定した画像 
データサイズが送信データサイズ上限 
値よりも大きいため、送信処理を中断し 
ました。 

-送信データサイズ上限値を設定しな 
おしてください。 

-おお像度を選択してください。 

-読み取り時に<ぺージゴトニブン 
カツ>を<スル>に設定してくださ 
い。 

#0752 

• 電子メール/1ファクスの SMTP サー 
バ名の設定が間違っているか、サーバ 
が立ち上がっていません。 

-ドメイン名、電子メールアドレスの設 
定がされていません。 

-ネットワークが切れています。 

• 原稿をカラーで電子メール送信する 
ときに、何らかのエラーが発生した。 

-くシステムカンリセッテイ>の 
くネットワークセッテイ>にある 
くデンシメールセッテイ >で SMTP 
サーバ名、ドメイン名、電子メールア 
ドレスの設定を確認してください。 

- SMTP サーバが正常に動作している 
か確認してください。 

. ネットワークの状態を確認してくだ 
さい。 

. ネットワークの状態や設定を確認す 
る前に、何度か送信をやりなおしてく 
ださい。 

#0753 

電子メールの送信時に TCP/IP での王 
ラーが発生しました。 （Socket、Select 
エラー等） 

ネットワークケーブルとコネクタの状 
態を確認してください。それでも正常に 
動作しない場合は、本製品の主電源を入 
れなおしてください。 

#0755 

- TCP/IP が正しく動作していないため 
送信できません。 

- 1P アドレスが設定されていません。 

-本製品立ち上げ時、 DHCP、RARP、 

巨00 TP のいずれかで IP アドレス割 
り当てが行われていません。 

-くシステムカンリセッテイ>の 
くネットワークセッテイ>にある 
く TCP/IP セッテイ >を確認してくだ 
さい。 

-くシステムカンリセッテイ>の 
くネットワークセッテイ>にある 
< TCP/IP セッテイ >を確認してくだ 
さい。 

-くシステムカンリセッテイ>の 
くネットワークセッテイ>にある 
< TCP/IP セッテイ >を確認してくだ 
さい。または、しばらく待ってからも 
ラー度送信してみてください。 

#0801 

-電子メールの送信のため SMTP サー 
バとの通信をしている隙に、メール 
サーバ側の要因でタイムアウトエ 
ラーが発生しました。 

- SMTP 接続中に SMTP サーバからエ 
ラーが返ってきました。宛先の設定が 
正しくありません。ファイルサーバへ 
送信しているときに、サーバ側の要因 
でエラーが発生しました。 

- SMTP 力 《 正常に動作しているか確認 
してくださし、。ネットワークの状態を 
確認してください。 

- SMTP 力《正常に動作しているか確認 
してくださし、。ネットワークの状態を 
確認してください。宛先の設定を確認 
してください。ファイルサーバの状態 
や設定内容を確認してください。 


►►► 
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エラーコード 

原因 

処置 

#0802 

- <システムカンリセッテイ>の 
<ネットワークセッテイ>にある 
<デンシメールセッテイ >で SMTP 
サーバ名の設定が間違っています。 

- <システムカンリセッテイ>の 
<ネットワークセッテイ>にある 
< TCP / IP セッテイ >の< DNS セッ 
テイ >で DNS サーバ名の設定が間 
違っています。 

- DNS サーバとの接続ができませんで 
した。 

- SMTP サーバ名の設定を確認してく 
ださい。 

- DNS サーバ名の設定を確認してくだ 
さい。 

- DNS サーバが正常に動作しているか 
確認してください。 

#0804 

フォルダへのアクセス権がありません。 

サーバ側でフォルダへのアクセスを許 
可するように設定してください。 

#0806 

-ファイルサーバ送信時に指定された 
ユーザ名あるいはパスワードが間 
違っています。 

-電子メール送信時に指定した宛先が 
間違っています。 

. 宛先のユーザ名あるいはパスワード 
を変更してください。 

-電子ゾールの宛先を確認してくださ 
い。 

#0810 

.POP サーバとの接続中に POP サーバ 
からエラーが返ってきました。 

- POP サーバとの接続中にサーバ側の 
要因でタイムアウトエラーが発生し 
ました。 

くシステムカンリセッテイ>のく 
ネットワークセッテイ>にあるくデ 
ンシメールセッテイ >で POP サーバ名 
の設定を確認してください。 POP サー 
バの動作確認をしてください。ネット 
ワークの状態を確認してください。 

#0812 

POP パスワードの設定が間違っていま 
ず。 

くシステムカンリセッテイ>の 
くネットワークセッテイ>にある 
くデンシメールセツテイ >で POP パス 
ワードの設定を確認してください。 

#0813 

POP サーバ名の設定が間違っています。 

くシステムカンリセッテイ>の 
くネットワークセッテイ>にある 
くデンシメールセッテイ >で POP サー 
バ名の設定を確認してください。 

#0819 

扱えないデータを受信しました。 （MIME 
情報が不正です。） 

設定を確認して、送信しなおしてもらつ 
てください。 

#0820 

扱えないデータを受信しました。 
(BASE64 または uuencode が不正で 
ず。） 

設定を確認して、送信しなおしてもらつ 
てください。 

#0821 

扱えないデータを受信しました。 (TIFF 
辭析エラーが発生しました。） 

設定を確認して、送信しなおしてもらつ 
てください。 

#0827 

扱えないデータを受信しました。（サ 
ポート外の MIME 情報があります。） 

設定を確認して、送信しなおしてもらつ 
てください。 

#0828 

HTML のデータを受信しました。 

HTML が外の形式で送信しなおしても 
らつてください。 
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エラーコード 

原因 

処置 

#0829 

^モリの許容量を超えるデータを受信 
しましに。 

メモリに受信した原稿をプリントし、も 
ラー度未受信のデータを送信しなおし 
てもらラよラ相手先に連絡してくださ 
い。 

#0839 

SMTP 認証で使巧するユーザ名とバス 
ワード設定が間違っています。 

< SMTP ニンショウ>で設定されてい 
るューザ名とパスワードを確認してく 
ださい。 

(ー システム管理設定： P.12-18) 


困つたときには 
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。くタダシイヨウシヲセットシテクダサイ>と表示された場合 ) 

<ヨウシセッテイ>メニューの<カセット>または<テザシトレイ>に設定されている用 
紙サイズと、用紙カセットまたは手差しトレイにセットされている用紙サイズが異なる場合に 
表示されるメッセージでず。このメッセージが表示された場合は、<ヨウシセッテイ>メ 
ニューに設定されているサイズの用紙をセットずるか、<ヨウシセッテイ>メニューに設定 
されているサイズをセットされている用紙サイズに合わせて変更してください。 

感*モ 

フリントジョブの場合は、本製品ではなくコンピュータ側で用紙サイズを指をしてください。 

用紙をセットしなおず 



I ディスプレイに表示されている巧紙サイズをセットし、 [0 K ] を巧しまず。 

プリントが再開されます。 


困つたときには 
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用紙サイズ設定をを更ずる 



1 [初期設定/登録]を押しまず。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押して<ヨウシセッテイ>を選択し、 [0K] を巧します。 

这 [ィ ー ] または [+►] を巧して < カセット > または < テザシトレイ> を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

4 [◄—] または [+►] を押して<ヨウシサイズ>を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

5 [◄—] または [+►] を押してセットされている用紙のサイズを選択し、 [0K] を巧 
しまず。 

6 [ストップ/リセット]を巧して待受画面に戻りまず。 

ファクスジョブの場合は、手順7に進んでください。 

コピージョブまたはレポート/リストジョブの場合は、手順8に進んでください。 

7 [0K] を押してジョブを再開しまず。 

これで操作は完了です。 

8 [システムモニタ]を押してジョブを中止しまず。 

コピージョブの場合は、[ストップ/リセット]を押してジョブを中止することもできまず。 

コピージョブ中止操作の詳細については、「コピー状況を確認/削除ずる」（一 P .3-1 日）を参照してくださし、。 
しポート/リストジョブ中止操作の詳細については、操作ガイド（総合編）「第11章付録 j 「 レポート状況 
を確認/削除する」を参照してください。 

これでジョブ再開の準備は完了でず。 


困つたときには 
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電力供給が止まったら 



实然停電が起きたり、電源コードが抜けた場合でも、内蔵バッテリによりユーザデータ設定内 
容やスピードダイヤルの登録内容は記憶されていまず。メモリ内に蓄積されたジョブは、約30 
分間保巧されまず。 

電力供給が止まっている間の機能は、な下のよラに制限されます。 

-送受信、コピー、スキヤン、プリントはできません。 

-外付け電話機を使っての電話はかけられないことがあります。ただし、お使いの電話機の種 
類によって異なります。 

-外付け電話機を使って電話を受けられることがあります。ただし、お使いの電話機の種類に 
よって異なります。 

内蔵バッテリを完全に充電するにはち電源を入れてから約12時間かかります。充電が不十分だとメモリ内にデータが 
きちんと保存されない場合があります。 


Q トラブルが解決しない場合 



本章の説明を参照してもトラブルが解決しない場合は、お近くのキヤノン販売店またはキヤノ 
ンお客様相談センター（巻末参照）にご連絡ください。 

ご連絡の際には、な下をお手元にご用意ください。 

-製品名 (Satera MF 4680) 

-シリアル奮号（本体裏面のラベルに記載されています） 

-購入先 

-トラブルの内容 

-トラブルにどのような対処をされたか、およびその結果 
ム注意 

本製品からをな音がしたり、煙が出たりをなにおいがする場合は、すぐに主電源スイッチを切り、電源コードをコン 
セントからあいて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。ご自分で分解し 
たり、修理したりしないでください。 

@ 乂モ 

ご自分で分解修理した場合、保証の対象外になることがあります。 


11-25 








困つたときには 



1 [初期設定/登録]を押します。 

2 [◄-] または [+►] を押して< レポートセツテイ >を選択し、 [0K] を押します。 

3 [ィ ー] または [+►] を押して< リストプリント>を選択し、 [0K] を押しまず。 

4 [◄-] または [+►] を押して < ユーザデータリスト > を選択し、 [0K] を押します。 


] / る種機能の登録/設定 



(3 务種機能を登録/設定ずる 


設定メニューから機能内容を設定/変更ずることができます。現在の設定内容を確認するに 
は、 ユーザ データリストをプリントしてください。 


ューザデー タリストをプリントずる 



各種機能の登録\設定 
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5 < プリントシマスカ？>のメッセージが表示されたら、[ィ ー] を押して<八イ>を 

選択しまず。 

プリントが始まり、自動的に待受画面に戻ります。 

プリントを中止ずる場合は、 [+►] を押して<イイエ>を選択しまず。 


各種機能の登録\設定 
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設定 X ニューをほラ 



1 [初期設定/登録]を押しまず。 

2 [◄-] または [+►] を押してメニューを選択し、 [0 K ] を押します。 

く3ウシセツテイ> 

くオンリョウチョウセイ> 

くキョウツウシ3ウセッテイ> 

くコピーシヨウセツテイ> 

くソウシン/ジュシンシヨウセツテイ> 

くアテサキヒョウシヨウセツテイ> 

くプリンタシ3ウセツテイ> 

くタイマーセッテイ> 

くチョウセイ/クリーニング> 

くしポートセッテイ> 

<システムカンリセツテイ> 

这 [◄-] または [+►] を押してサブメニューを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

琢メ f 

サブメニューの詳細は「メニューの設定内容」（一 P .12-4) を参照してください。 

4 設定内容を登録ずるか、サブメニュー項目に進む場合は、 [0 K ] を押しまず。 

5 終了したら、[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 

感乂モ 

- [0 K ] の前に[ストップ/リセット]を押した場合は、設定内容は保巧されません。 

-[初期設定/登録]を押して直前の画面に戻りまず。 


各種機能の登録\設定 
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メニューの設定内容 


3 


な下の項目を設定できます。 

场乂モ 

W 下、表中の太字は工場出荷時の設定です。 


用紙設定 

設定項目 

設定内容 

1カセット 

用紙カセットにセットした用紙のサイズと種類を選択します。 

(一用紙のサイズと種類を設定する： P .2-15) 

1.ヨウシサイズ 

用祇カセットにセットした用祇のサイズを選択しまず。 

( A 4、 B 5、 A 5、 EXEC 、 ヨウガタ4ゴウ、ヨウガタ2ゴウ、 

八ガキ、オウフク八ガキ、 OFICIO 、 BRAZIL - OF に10、 MEX に 0- 
0 F に 10、 FOLIO 、 G - LTR 、 G-LGU FLSP 、 LTR 、 LGL ) 

之3ウシシュルイノ トウ 
□ク 

巧紙カセットで使巧する用紙の種類を選択します。 

(フツウシ、フツウシしアツガミ、アツガミ H 、0 HP フイルム） 

2テザシトレイ 

手差しトレイにセットした用祇のサイズと種類を選択します。 

(一用紙のサイズと種類を設定ずる： P .2-15) 

1.ヨウシサイズ 

用祇カセットにセットした用祇のサイズを選択しまず。 

( A 4、 B 5、 A 5、 EXEC 、 ヨウガタ4ゴウ、ヨウガタ2ゴウ、 

八ガキ、オウフク八ガキ、 0 FICI 0、 BRAZIL - 0 FICI 0、 MEX に 0- 
0 F に 10、 FOLIO 、 G - LTR 、 G-LGU FLSP 、 LTR 、 LGL ) 

之3ウシシュルイノ トウ 
□ク 

巧紙カセットで使巧する用紙の種類を選択します。 

(フツウシ、フツウシしアツガミ、アツガミ H 、0 HP フイルム） 


音量調整 

設定項目 

設定内容 

1ツウシンオン 

フアクス送信中の通信音を設定します。 

- ナラ又 (1 〜3 (1)) 

-ナラサナイ 

2 ニ ュウリ ョク オン 

操作バネルキーの入力音を設定します。 

-ナラス （1 〜3 (1)) 

-ナラサナイ 

3ケイコクオン 

送信失敗などのエラーが起きたときの警告音を設定します。 

-ナラスり〜3 (1)) 

-ナラサナイ 


各種機能の登録\設定 
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音量調整 

4ソウシンシュウリョウオン 

送信終了音を設定しまず。 

-エラージノミナラス （1 〜3 (1)) 

-ナラサナイ 
* ナラス （1 〜 3) 

5ジュシンシュウリョウオン 

受信終了音を設定しまず。 

-エラージノミナラス （1 〜3 (1)) 

-ナラサナイ 
* ナラス （1 〜 3) 

6ヨミトリシュウリョウオン 

読み取り終了音を設定しまず。 

-エラージノミナラス （1 〜3 (1)) 

-ナラサナイ 
* ナラス （1 〜 3) 

7プリントシュウリョウオン 

プリント終了音を設定します。 

-エラージノミナラス （1 〜3 (1)) 

-ナラサナイ 
-ナラス （1 〜 3) 


共通仕様設定 

設定項目 

設定内容 

1シヨキキノウノ セツテイ 

電源を入れたときに表示される待受画面を選択します。 

. コピー 
-ソウシン 
-スキヤン 

2オートクリアゴノ キノウ 

オートクリアが機能したあとに表示される待受画面を選択しま 
す。 

フツキスル 

くショキキノウノセツテイ>で選択した待受画面に戻ります。 

フツキシナイ 

現在のモードの待受画面に戻ります。 

3トナーセーブモード 

トナーの消費量を節約するかどラかを設定します。 

- OFF 
• ON 

‘この機能は、プリントジョブについてはお効になりまず。プリン 
トジョブの設定については、「プリンタ仕様設定」（一 P .12-14) を 
参照してください。 

4プリンタノウドノ センタク 

原稿とプリントの間で濃度が異なる場合、濃度レベルを調整しま 
ホ （1 〜9 (5)) 

‘この機能は、プリントジョブについてはお効になりまず。プリン 
トジョブの設定については、「プリンタ仕様設定」（一 P .12-14) を 
参照してください。 
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共通仕様設定 

5フィーダヨゴレエラーヒヨウ 
ジ 

ADF がミちれている場合にメッセージを表示ずるかどうかを設定し 
まず。 

• ヒヨウジシナイ 
-ヒヨウジスル 

6キヨウツウセツテイノ シヨ 
キカ 

くキヨウツウシヨウセッテイ>をすべて初期値に戻しまず。 

[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

初期値に戻さない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しま 
す。 


コピー仕様設定 

設定項目 

設定内容 

1ヒヨウジュンモードノ ヘン 
コゥ 

コピーの初期値を設定します。 

1. ガシツ 

コピーする原稿の種類を設定します。 

-モジ/シヤシン‘ 

-モジ/シヤシン +* 

-モジ 
• シヤシン‘ 

*< モジ/シヤシン >、<シヤシン >、または < モジ/シヤシン+ > 

を設定すると、読み取り濃度は自動的に<シユドウ>に切り替わり 
ます。 

之ノウド 

コピー濃度を設定しまず。 

•シユドウ （1 〜9 (5)) 

. ジドウ* 

* くジドウ>を設定すると、画質モードは自動的にくモジ>に切り 
替わります。 

3.バィリツ 

コピーの倍率を設定します。 

テイケイヘンバイ 

用紙の規格に合わせた倍率を選択しまず。 

100%、115% B 5 ^ A 4. 122% A 5 ^ B 5. 129% STMT 一 
LTR 、 141% A 5^ A 4. 200% MAX .、 己0% MIN .、 64%、70% 
A 4 一 A 5、78 %LGL 一 LTR 、81% B 5^ A 5、 86% A 4 一 巨5 

ズーム50 - 200% 

1%刻みで倍率を入力します。（50%〜200% (100%)) 

4. ブスウ 

コピーの部数を設定します。 （1 〜99 (1)) 

5. ソート 

コピーを自動でソートずるかどラかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

6. リヨウメン 

自動的に両面コピーするかどラかを設定します。 

- OFF 

• カタメン > U ヨウメン 
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コピー仕様設定 

2シャープネス 

コピーした画像のシャープネス（鮮明度）を調整します。 （1 〜9 
(5)) 

3サイズケイレツ 

用祇サイズグループを選択しまず。# 

• AB 
•インチ 
.A 

* 巧紙サイズグループを変更ずると、定形変倍で選択できる拡大縮 
ル率が切り替わりまず。 

4コピーセツテイノ シヨキカ 

くコピーシヨウセツテイ>をすべて初期値に戻します。 

[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

初期値に戻さない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しま 
ず。 


送信/受信仕様設定 

設定項目 

設定内容 

1キヨウツウセッテイ 

送信および受信機能全般の設定をします。 

1.ソウシンキノウセッ 
ティ 

送信機能を設定します。 

1. ユーザリャクシヨウ 
h ヴ□ク 

発信元のユーザ名/会社名を登録します。（ースタートアップガイ 
ド「ファクス送信の設定」■■発信元の情報を登録する」） 

2. データアッシュクリ 
、ソ 

カラーで読み込んだ画像を送信する際の圧縮率を設定します。圧 
縮率を高くすると文書のメモリ使用量は少なくなりますがお画質 
になります。圧縮率をイ臣くすると文書のメモリ使用量は多くなり 
ますが高画質になります。 

-フッゥ 
• コウアッシュク 
• テイアッシュク 

3.リトライカイスウ 

電子メールまたはファイルサーバにジョブを送信するのに、何回 
リトライするかを設定します。 （0 回〜5回 （3 回））（一操作ガイ 
ド（総合編）「送信と受信」「送信機能をお好みに応じて調整する」） 

4. 3ミトリノウド 

送信する原稿の読み取り濃度を設定します。 （1 〜9 (5)) 

5. ヒヨウジュンモードノ 
ヘンコウ 

送信の初期値を設定しまず。 

1. おい J ノウド 

送信する画像の濃度を設定します。 

-ヒヨウジュン 
•コク 
-ウスク 
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送信/受信仕様設定 

2. カイゾウド 

送信する画像の阐像度を設定します。 

に 00 X 200 dpi、 200 X 400 dpi、 300 x 300 dpi 、 

400 X 400 dpi 、 600 X 600 dpi 、 100 x 100 dpi 、 

150 X 1 50dpi、200 X 1 00 dpi) 

3. ファイルケイシキ 

送信ずる画像のファイル形式を設定しまず。 

- PDF 

- TIFF (シロクロ） 

- PDF (コウアッシュク） 

- JPEG 

4.ゲンコウノ シュル 
イ 

送信ずる原稿の種類を設定しまず。 

- モジ/シヤシン 
-モジ 
-シヤシン 

5. ページゴトニブン 
カツ 

画像のファイルを分割して送信ずるかどうかを設定します。 

- OFF 
• ON 

6. ソウシンセツテイ 

電子メール/ファイルサーバ/ USB ゾモリに送信する画像の詳細 
を設定します。 

1.ソウシンファイル 
メイ 

電子メール/ファイルサーバ/ USB メモリに送信する画像の名前 
(スぺースを含め最大24文字）を設定します。 

2. ケンメイ 

電子メールの件名（スペースを含め最大40文字）を設定しまず。 

3. ホンブン 

電子メール/ファイルサーパ'/ USB メモリの本文（スぺースを含 
め最大140文字）を設定します。 

4. ヘンシンサキ 

電子メールの返信先（スペースを含め最大 120 文字）を設定しま 
す。 

5. デンシゾールノ 
ジュゥ3ゥド 

電子メールの重要度を設定します。 

-フツウ 
-ヒクイ 
• タカイ 

7.八ツシンモトキロク 

発信元の情報を設定します。 

ツヶル 

発信元の情報を原稿に印刷します。 

1. インジイチ 

発信元情報を原稿内のどこに印刷ずるかを設定します。 

-ガソ ウノ ソトニツ ケル 
-ガゾウノナカニツケル 

2. デンワバンゴウ 
マーク 

発信元情報内の香号の前に付ける文字を選択します。 

- FAX 
- TEL 

ツケナイ 

発信元の情報を原稿に印刷しません。 
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送信/受信仕様設定 

8. カラーソウシンノ ガ 
ンマチ 

カラーで読み込んだ画像を送信ずる隙のガンマ値を設定します。 
受信側に合わせたガンマ値で送信ずると、受信側は適切な濃度で 
プリントずることができまず。 

(ガンマ1.8、ガンマ2.2、ガンマ1.0、ガンマ 1.4) 

9. シャープネス 

スキヤンした画像のコントラストを設定します。り〜7 (4)) 

10 .USB メモリへノ ホ 
ゾンリレキ 

USB メモリへ画像を保ちした履歴を残すかどうかを設定します。 

-ノコサナイ 
-ノコス 

11.ヒョウジュンモードノ 
ショキカ 

<ソウシンキノウセツテイ>の<ヒョウジュンモードノへ 
ンコウ >をすべて初期値に戻します。 

[ィ ー] を巧して<八イ>を選択します。 

初期値に戻さない場合は、[+ ►] を巧して<イイエ>を選択しま 
す。 

2.ジュシンキノウセツ 
テイ 

受信機能を設定しまず。 

1. リョウゾンキロク 

受信画像を用紙の両面にプリントずるかどうかを設定しまず。 

操作ガイド（総合編）「第4章送信と受信 J 「受信応用機能」） 

- OFF 
• ON 

2. ガゾウシュクショウ 

受信画像を縮ルしてプリントずるかどうかを設定しまず。 

操作ガイド（総合編）「第4章送信と受信 J 「受信応用機能」） 

ON 

画像を縮ルしまず。 

1. シュクショウモー 
ド' 

縮小モードを選択しまず。 

. ジドウ 

-つティ（90%、95%. 97%、75%) 

2. シュクショウホウ 
つク 

縮小ち向を選択します。 

-タテノニ 
-タテ 3コトモ 

OFF 

画像を縮小しません。 

3. ジュシンジョウホウ 
キロク 

ファクス香号など送信者の情報を、受信した文書に印字ずるかど 
ラかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

4. インジケイゾク 

くトナーショウ（ケイゾクプリントカ）/トナーヲジュンビ 
シテクダサイ>のメッセージが表示された場合に印字を繼続ずる 
かどうかの設定をしまず。 

ケイゾクシナイ 

すべての原稿はメモリに保存されます。 

ケイゾクスル 

トナー切れでも、原稿はメモリに保をされません。トナーカート 
リッジを交換したあと、くケイゾクシナイ>に設定しなおしてく 
ださい。 


各種機能の登録 \ 設定 


12-9 




















送信/受信仕様設定 

2ファクスセッテイ 

ファクス機能を設定します。 

1.ジュシンモード 

受信モードを選択しまず。（ースタートアップガイド「ファクス受 
信の設定 J 「受信モードを設定する」） 

. ジドウ 
- FAX/TEL 
-ルス TEL 
• シュドウ 

2. キホントウロク 

ファクスの基本機能を設定しまず。 

1. ユーザ TEL バンゴウト 
ヴ□ク 

お使いのファクス番号（スぺースを含め最大20文字）を登録しま 
す。（ースタートアップガイド「ファクス送信の設定」「発信元の 
情報を登録する」） 

2. カイセンシュルイ 
センタク 

電話回線の種類を自動で設定するか手動で設定するかを選択しま 
す。（ースタートアップガイド「本製品のセットアップ J 「正しく 
回線種別が判別されない場合」） 

ジドゥ 

電話回線の種類を自動で設定します。 

シュドゥ 

電話回線の種類を手動で選択します。 

• プッシュカイセン 
-ダイヤルカイセンに 0 PPS 、 1 0 PPS ) 

3. オフフックアラーム 

外付け電話機の受話器が外れている場合に警告音を鳴らずかどラ 
かを設定します。 

-ナラス 
-ナラサナイ 

3.ソウシンキノウセッ 
テイ 

送信機能を設定しまず。 

1 .ECM ソウシン 

ECM (エラー訂正モード）送信をするかどうかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

2.ポーズジカンセット 

ダイヤルに挿入するポーズの長さを設定します。 （1 秒〜15秒に 
秒)） 

3. ジドウリダイヤル 

巧手先が話し中、または送信エラーが起きた場合、自動的にリダ 
イヤルずるかどラかを設定します。（一操作ガイド（総合編）「第4 
章送信と受信」■■送信機能をお好みに応じて調整する J ) 

ON 

リダイヤル方法を設定します。 

1. リダイでルカイ 
スゥ 

何回リダイヤルするかを設定します。 （1 回〜10回 （2 回)） 

之リダイでルカン 
カク 

リダイヤルまでの時間を設定します。に分〜99分に分)） 
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送信/受信仕様設定 

3. ソウシンエラージ 
リダイヤル 

送信エラーが起きた場合、自動的にリダイでルずるかどうかを設 
定しまず。 

• ON 
- OFF 

OFF 

リダイヤルしません。 

4. ダイヤルタイムアウト 

ファクス香号を入力したあと、自動的に原稿を読み込むかどラか 
を設定しまず。 

* テンキーでダイヤルした場合は、この機能は使用できません。 

- OFF 
• ON 

5. ダイヤルジカイセン 
カクニン 

ダイヤル時に回線確認するかどラかを設定しまず。（一操作ガイド 
(総合編）「第4章送信と受信」「ファクスダイヤル機能 J ) 

• ON 
- OFF 

4.ジュシンキノウセッ 
テイ 

受信機能を設定しまず。 

1 .ECM ジュシン 

ECM (エラー訂正モード）受信をするかどうかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

2. F / T シヨウサイ 
セッテイ 

< FAX / TEL >モードの詳細項目を設定します。（一操作ガイド 
(総合編）「第4章送信と受信」 r 受信応用機能 J ) 

1. ヨビダシカイシ 
ジカン 

着信に応答してから呼出音を鳴らすまでの時間を設定します。 （0 
秒〜30秒 （6 秒)） 

2. ヨビダシジカン 

音声通話の場合に、呼び出し音を鳴らす時間を設定します。 （15 秒 
〜300秒 （15 秒)） 

3. ヨビダシゴノ ドウ 

サ 

呼び出し時間が経過したら受信モードに切り替えるか、通話を終 
了ずるかを設定しまず。 

-ジユシン 
-シュウリョウ 

3. チヤクシンヨビダシ 

<ジュシンモード >が< ジドウ >に設定されている場合、外付け 
電話機の呼出音を鳴らすよラにするかどラかを設定します。 

この設定を< ON >にした場合、ファクス受信時は、呼出音でファ 
クスを受信したことがわかるようになりまず。電話着信時は、外 
付け電話が鳴っている間に受話器を取れば、巧手と通話できます。 

ON 

外付け電話機が接続されている場合は、呼出音を鳴らします。 

ヨビダシカイス 
ク 

本製品が応答するまでの着信呼び出し音の回数を設定します。 （1 
回〜99回に回)） 

OFF 

呼び出し音は鳴りません。（スリープモードに入っているときに、 
外付け電話機が鳴る場合があります。） 

4.リモートジュシン 

リモート受信するかどうかを設定します。（一操作ガイド（総合編） 
■■第4章送信と受信」「受信応用機能」） 
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送信/受信仕様設定 

ON 

リモート受信します。 

リモートジュシ 
ン 1 D 

外付け電話機から I D 香号をダイヤルして受信を開始することがで 
きます。 

〇〜9、*、#を使用した2巧ののが設定できまず。に 5) 

OFF 

リモート受信しません。 

5. ジドウジュシンキリ 
カエ 

手動受信で、外付け電話機が指定された時間呼び出し音を鳴らし 
たあとに、自動受信に切り替えるかどラかを設定しまず。 

OFF 

外付け電話機は、受話器を取るまで鳴り続けます。 

ON 

指定時間呼出音が鳴ったあと、受信モードに切り替わります。 

ヨビダシジカン 

受信モードに切り替わるまでの時間を設定します。り秒〜99秒 
(1 已砂)） 


宛先表仕様設定 

設定項目 

設定内容 

1ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイでルの情報を登録します。8件まで登録できまず。 
(ー ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/編集ずる： P .4-10) 

ファクス 

ファクス香号を登録しまず。 

1. デンワバンゴウ 

相手先のファクス香号（スペースを含め最大120析）を登録しま 
ず。 

2. ナ マエ 

巧手先の名前（スペースを含め最大16文字）を登録します。 

3. シヨ ウサイ セツ テイ 

詳細設定をずるかどラかの設定をしまず。 

OFF 

詳細設定をしません。 

ON 

詳細設定をします。 

1. コクナイ/コクサ 
イソウイシン 

送信する原稿のモードを選択します。 

-コクナイソウシン 
-コクサイソウシン1 
-コクサイソウシン2 
-コクサイソウシン3 

(ー ファクス番号を登録する： P .4-10) 

之ソウシンスピード 

送信速度を選択します。 

(33600 bps 、 14400 bps 、 9600 bps 、 4800 bps ) 

3. ECM ソウシン 

ECM (エラー訂正モード）を使巧ずるかどうかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

E メール 

電子メールアドレスを登録します。 
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宛先表仕様設定 


1.デンシメールアドレ 

巧手先の電子メールアドレス（スペースを含め最大120巧）を登 

ス 

録します。 

2. ナ マエ 

巧手先の名前（スペースを含め最大16文字）を登録します。 

SMB 

ファイルサーバの送信先を登録しまず。 

1. ホストゾイ 

ファイルサーバのホスト名（最大120文字）を登録しまず。 

2. ナ7エ 

巧手先に任意の名前（スペースを含め最大16文字）を登録します。 

3. フォルダへノパス 

ファイルサーバのパス（最大120文字）を登録します。 

4.ユーザメイ 

ファイルサーバにアクセスするユーザ名（最大24文字）を登録し 
まず。 

5. アンショウバンゴウ 

ファイルサーバにアクセスするパスワード（最大14文字）を登録 
します。 

2タンシュクダイヤル 

短縮ダイヤルの情報を登録します。192件まで登録できまず。 

(ー ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/編集する： P .4-10) 

ファクス 

ファクス香号を登録します。 

1. デンワバンゴウ 

相手先のファクス香号（スペースを含め最大120が）を登録しま 
ず。 

2. ナ マエ 

相手先の名前（スペースを含め最大16文字）を登録します。 

3. ショウサイセツテイ 

詳細設定をずるかどラかの設定をしまず。 

OFF 

詳細設定をしません。 

ON 

詳細設定をしまず。 

1. コクナイ/コクサ 

送信する原稿のモードを選択しまず。 

イソウイシン 

-コクナイソウシン 
-コクサイソウシン！ 

-コクサイソウシン2 
-コクサイソウシン3 

(ー ファクス番号を登録する： P .4-10) 

之ソウシンスピード 

送信速度を選択しまず。 

(33600 bps 、 14400 bps 、 9600 bps 、 4800 bps ) 

3. ECM ソウシン 

ECM (エラー訂正モード）を使巧ずるかどうかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

E メール 

電子メールアドレスを登録します。 

1.デンシゾールアドレ 

巧手先の電子メールアドレス（スペースを含め最大120巧）を登 

ス 

録します。 

2. ナ7エ 

巧手先の名前（スペースを含め最大16文字）を登録します。 

SMB 

ファイルサーバの送信先を登録します。 
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宛先表仕様設定 

1. ホストメイ 

ファイルサーバのホスト名（最大120文字）を登録します。 

2. ナ マエ 

巧手先に任意の名前（スペースを含め最大16文字）を登録します。 

3. フオルダへノパス 

ファイルサーバのパス（最大120文字）を登録します。 

4.ユーザメイ 

ファイルサーバにアクセスするユーザ名（最大24文字）を登録し 
まず。 

5. アンショウバンゴウ 

ファイルサーバにアクセスするパスワード（最大14文字）を登録 
します。 

3グループダイヤル 

グループダイヤルの情報を登録しまず。199件まで登録できます。 
(ーグループダイヤルを登録ず る： P .4-21) 

1. トウロクズミアテサキ 
センタク 

登録済みのワンタッチダイでルまたは短縮ダイヤルの中から、グ 
ループダイヤルとして登録する宛先を指定します。 

2.ナ マエ 

グループ名（スペースを含め最大16文字）を登録します。 


プリンタ仕様設定 

設定項目 

設定内容 

1デフオルトヨウシサイズ 

給紙元が指定されていない場合の用紙サイズの初期値を設定しま 
す。 

( A 4、 B 5、 A 5、 LG し LTR 、 EXEC 、 八ガキ、オウフク八ガキ、 
ヨウガタ4ゴウ、ヨウガタ2ゴウ） 

2デフオルトヨウシタイプ 

プリントジョブの用紙種類の初期値を設定します。本製品には、指 
定した用紙の種類に対して最適なプリントモードが設定できま 
す。 

(フツウシ、フツウシしアツガミ、アツガミ H 、 OHP フイルム） 

3 コピー ブスウ 

プリントする部数を設定します。 (1-999 (1)) 

4リヨウメン 

両面プリントをするかどラかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

5インジチョウセイ 

プリントの画質、濃度、トナーセーブモードを設定します。 

1.スーパースムーズ 

輪郭が粗い画像や文字をスムーズにしてプリントずるかどうかを 
設定しまず。 

• ON 
- OFF 

2. トナーノウド 

プリント濃度を調整します。 （1 〜9 (5)) 

3. トナーセツヤク 

プリント時にトナーを節約するかどうかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

6ページレイアウト 

プリントレイアウトを設定します。 
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タイマー 設定 

設定項目 

設定内容 

1ヒゾケ/ジコクセツテイ 

現在の日付と時刻を設定しまず。 

(ースタートアップガイド「本製品のセットアップ」「曰付/時刻 
を設定する」） 

2タイムゾーン 

本製品の設定場所のタイムゾーンを設定します。 KMT - 12:00 
〜 GMT +12:00 (GMT + 9 : 00)) 

3ヒ、ジケ/ジコクタイプ 

曰付/時刻タイプ日付の表示形式を設定します。 

- YYYYMM/DD 
- MM/DD/YYYY 
- DD/MMYYYY 

4オー h スリープタイム 

本製品が一定時間 （3 分〜30分）使巧されない場合に、自動的に 
スリープモードに入るかどうかを設定します。 

(ースリープモードを設定する： P.1-12) 

• ON 
- OFF 


プリンタ 仕様設定 

1. トジイチ 

両面印刷でのとじ位置を設定します。 

-チョウヘントジ 
. タンペントジ 

2. トジシロ 

ぺージ①余白をミリまたはインチで設定しまず。 

-ミリ （-50.0 ミリ〜 50.0 ミリ（任0ミリ）） 

-インチ （-01.90 インチ〜01.90インチ （00.00 インチ）） 

7ソート 

プリントを自動的にソートずるかどラかを設定します。 

- OFF 
• ON 

8エラータイムアウト 

コンピュータからデータが受信されない場合、エラーになるまで 
の時間を設定しまず。 

ON 

エラータイムアウト時間を設定しまず。 （5 秒〜300秒 （1 日秒)） 

OFF 

エラータイムアウトを設定しません。 

9プリンタセッテイノ シヨキ 
力 

くプリンタシヨウセツテイ>をすべて初期値に戻します。 

[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

初期値に戻さない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しま 
ず。 

10プリンタリセット 

処理中のプリントジョブをずべて取り消し、プリンタ機能をリ 
セツトします。 

[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

取り消さない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択します。 


各種機能の登録 \ 設定 


12-15 




















タイマー設定 

5オートクリアタイム 

オートクリア機能を設定します。本製品が一定時間 （1 分〜9分） 
使用されない場合に、自動的にディスプレイが待受画面に戻りま 
す。（ーオートクリアタイムを設定す る： P.1-14) 

• ON 
- OFF 


調整/クリーニング 

設定項目 

設定内容 

1テイチヤクキノ クリーニン 
グ 

定着器口ーラをクリーニングします。 

(一定着器のお手入れ： P.10-4) 

[ィ ー] を押して<八イ>を選択します。 

クリーニングしない場合は、 [+►] を押して<イイエ>を選択し 
ます。 

2トクシュモード T 

コピー、受信記録、レポートの印刷時に、 E 口字のにじみを防ぐか 
どラかを設定をします。 

この設定をく ON >にした場合、印字濃度が薄くなる可能性があ 
りまず。 

- OFF 
• ON 

3トクシュモード U 

高温多湿、または低温低湿環境での印字品質を改善します。 

OFF 

通常環境では、この設定を使用します。 

モード1 

低温お湿環境での印字品質を改善する場合に設定します。 

また厚紙や封筒、はがきなど使用時の印字品質を改善する場合に 
設定します。 

モード2 

高温多湿環境での印字品質を改善する場合に設定します。 

4トクシュモードV 

ノ」、型用紙（巨5、 A5、 エグゼクティブなど）がプリント中に力ール 
ずるのを防ぐかどラかを設定しまず。 

• OFF 

• ON 

5トクシュモード W 

PDL ジョブの印刷時に、印字のにじみを防ぐかどうかを設定しま 
ず。 

OFF 

印宇濃度を通常の濃度に設定します。 

モード1 

印字濃度を通常の濃度より2段階薄く設定します。 

モード2 

印字濃度を通常の濃度より4段階薄く設定します。 

6トクシュモードX 

本製品では機能しません。 

7トクシュモード Y 

低温環境でのトナーの定着を改善する場合に設定しまず。 

この設定をく ON >にした場合、最初のコピーにかかる時間と、ス 
リープモードから復帰ずるのにかかる時間が長くなります。 

- OFF 
• ON 
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レポート設定 

設定項目 

設定内容 

1シ3ウセツテイ 

レポート設定を設定します。（一操作ガイド（総合編）「第11章 
付録 J 「レポート/リストの概要 J) 

1.ソウシンケツカレポー 

h 

送信結まレポートをプリントするかどうかを設定します。 

エ ラージ ノミプリン 

h 

エラー時のみ、レポートをプリントします。 

ソウシンゲンコウノ 
ヒヨウジ 

レポートの下に送信原稿の最初のページをプリントするかどラか 
を設定しまず。 

-ツケナイ 
-ッケル 

プリントスル 

原稿を送信ずるごとにレポートをプリントしまず。 

ソウシンゲンコウノ 
ヒヨウジ 

レポートの下に送信原稿の最初のページをプリントずるかどラか 
を設定しまず。 

-ツケナイ 
-ッケル 

プリントシナイ 

レポートをプリントしません。 

2. ジユシンケツカレポー 

h 

受信結果レポートをプリントずるかどうかを設定しまず。 

-プリントシナイ 
-エラージノミプリント 
-プリントスル 

3.ツウシンカンリレポー 
h 

通信管理しポートを自動的にプリントするかどうか設定します。 

1. テイキテキニジドウ 
プリント 

40回通信するごとに、通信管理レポートを自動的にプリントずる 
かどうかを設定します。 

-プリントスル 
-プリントシナイ 

2. ソウシン/ジユシン 
ブンリ 

送信、受信別に通信管理レポートをプリントずるかどラかを設定 
します。 

- OFF 
• ON 

2リストプリント 

各種レポート/リストをプリントします。 

1. ツウシンカンリレポー 

h 

通信管理レポート（最大最新の40件）を手動でプリントしまず。 
[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

プリントしない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しまず。 
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レポート 設定 

2.アテサキヒョウリスト 

宛先表に登録されているファクス番号の一覧をプリントしまず。 

-1.ワンタッチダイヤルリスト 

- 2.タンシュクダイヤルリスト 

- 3.グループダイヤルリスト 

[― ] を押してく八イ>を選択しまず。 

プリントしない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しまず。 

3.アテサキヒョウショウ 
サイリスト 

宛先表の詳細をプリントしまず。 

-1.ワンタッチシヨウサイリスト 
- 2.タンシュクシヨウサイリスト 
[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

プリントしない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しまず。 

4.ユーザデータリスト 

メニューで登録した設定一覧をプリントしまず。（ーユーザデータ 
リストをプリントずる： P.12-1) 

[ィ ー] を押してく八イ>を選択します。 

プリントしない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しまず。 


システム 管理設定 

設定項目 

設定内容 

1システムカンリシヤセツテ 
ィ 

<システムカンリセツテイ>の内容を保護するため、システ 
ム管理者についての情報を設定します。システム管理部門 ID と暗 
証番号を設定すると、 <システムカンリセツテイ>に接続す 
るたびにシステム管理部門のと暗証番号を入力する必要がありま 
ず。 

1.システムカンリブモン 

1 D 

本製品のシステム管理者 ID7 がを登録します。 

2.カンリアンショウバン 
ゴゥ 

システムパスワード7巧を登録します。 

3.システムカンリシヤメ 
ィ 

システム管理者の名前（スペースを含め最大32文字）を登録しま 
す。 

2デバイスジョウホウセツテ 
斗 

デバイスの情報を設定しまず。 

1.デバイスゾイ 

本製品の名前（スペースを含め最大32文宇）を登録します。 

2.セツチバショ 

本製品の設置場所（スペースを含め最大32文字）を登録します。 

3ブモンべツ ID カンリ 

部門別 ID 管理を使用するかどラかを選択します。 

OFF 

部門別 ID 管理を無効にします。 

ON 

部門別 ID 管理を有効にします。 
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システム 管理設定 

1. ブモンのトウロク 

0001〜〇030の間で部門 ID を登録します。 

1. アンショウバンゴウ 

部門のの暗証番号を登録します。 

2.セイゲンノ セツテ 
ィ 

コピー、スキヤン、プリント、およびコピーとプリントの合計枚 
数を部門のごとに制限ずるかどうかを設定します。 

1. 1-ータルプリント 
セイゲン 

プリントの合計ページ数の上限を有効にするかどラかを設定しま 
ず。 

- OFF 

- ON (000000〜99999 9) 

之コピーセイゲン 

コピーできるページ数の上限を有交力にするかどラかを設定しま 
す。 

• OFF 

- ON (000000〜99999 9) 

3. シロクロスキヤン 
セイゲン 

スキヤンできるページ数の上限を有効にするかどラかを設定しま 
ず。 

- OFF 

- ON (000000〜99999 9) 

4. カラースキヤン 
セイゲン 

スキヤンできるページ数の上限を有効にずるかどラかを設定しま 
ず。 

- OFF 

- ON (000000〜99999 9) 

5. プリントセイゲン 

プリントできるページ数の上限を有効にするかどラかを設定しま 
ず。 

• OFF 

- ON (000000〜99999 9) 

3.ショウキョ 

選択した部門のと設定内容を;'肖去します。 

[ィ ー] を押して<八イ>を選択します。 

設定内容を;'肖ましない場合は、 [+►] を押して<イイエ>を選択 
します。 

2.カウント カンリ 

カウント情報を確認、削除、プリントします。 

1. カウントヒョウジ 

部門ごとにどれだけの枚数が使われたかを確認しまず。 

•1. 1''ータルプリント 

- 2.コピー 

- 3.スキヤン 

• 4. カラースキヤン 

- 5.プリント 

2. オールクリア 

カウント情報を削除します。 

[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

削除しない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択します。 

3. カウントプリント 

カウント情報を印刷しまず。 

[ィ ー] を押してく八イ>を選択しまず。 

削除しない場合は、 [+►] を押してくイイエ>を選択しまず。 
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システム管理設定 

3. ID フテイジョブノ プ 
リント 

登録部門のと一致しないプリンタドライバからのプリントジョブ 
を許可ずるかどラかを設定します。 

ON 

登録部門のと一致しないプリンタドライバからのプリントジョブ 
を許可しまず。 

OFF 

登録部門のと一致しないプリンタドライバからのプリントジョブ 
を許可しません。 

4ユーザ ID カンリ 

ユーザ ID 管理を許可ずるかどラかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

5ネットワークセッテイ 

ネットワーク設定を巧います。（一操作ガイド（総合編）「第6章 
ネットワーク」） 

1.TCP/IP セッテイ 

TCP/IP ネットワークを設定しまず。 

1.IP アドレスジドウ 
シュトク 

IP アドレスを自動的に取得するかどうかを設定します。 

ON 

IP アドレスが自動的に割り当てられます。 

- 1.DHCP (ON / OFF) 

- 2. 己00 TP (OFF/ON) 

-五 RARP (OFF / ON) 

OFF 

IP アドレスを手動で割り当てます。 

2. IP アドレス 

固定ロアドレスを登録します。（ースタートアップガイド「ネット 
ワーク設定」 「IP アドレス取得設定」） 

3.サブネットマスク 

固定サブネットマスクを登録しまず。 

4. ゲートウェイアドレス 

固定ゲートウェイアドレスを登録します。 

5. DNS セッテイ 

DNS サーバを設定します。 

1. プライマリ DNS 
サーバ 

プライマリサーバの IP アドレスを登録します。 

2. セカンダリ DNS 
サーバ 

セカンダリサーバの IP アドレスを登録します。 

3. ホストゾイ 

DNS サーバのホスト名を登録します。 

4. ドゾインメイ 

DNS サーバのドメイン名を登録します。 

5. DNS ドウテキコ 
ウシン 

DNS の動的更新機能を使ラかどラかを設定します。 

- OFF 
• ON 

6. WINS セッテイ 

WINS による名前鮮決を設定します。 
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システム管理設定 

1 .WINS ナマエカイケ 
、ソ 

WINS による名前解決をずるかどラかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

2. WINS サーバセッテ 
ィ 

WINS サーバの IP アドレスを設定します。 

7. LPD インサツ 

プリント用アプリケーションに LPD を使ラかどラかを設定しま 
ず。 

• ON 
- OFF 

8. RAW インサツ 

プリント用アプリケーションに RAW を使うかどうかを設定しま 
ず。 

ON 

RAW を使用します。 

ソウホウコウヲシ 

3 ク 

双方向通信を使用ずるかどラかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

OFF 

RAW を使用しません。 

9. HTTP ヲシ 3 ウ 

リモート UI に対して HTTP (HyperText Transfer Protocol ) を 
有劾にずるかどラかを設定しまず。 

• ON 

• OFF 

10 .ポートバンゴウ 

ポート番号を設定します。 

1 .LPD 

0-65535 湖期値： 515) 

2. RAW 

0-65535 蝴期値： 910 0) 

3. HTTP 

〇〜 65535 湖期値： 80) 

4. SMTP ジユシン 

〇〜 65535 朋期値： 25) 

5. POP 3 ジユシン 

〇〜 65535 (初期値： 11 0) 

6. SMTP ソウシン 

〇〜 65535 湖期値： 25) 

7. SNMP 

0-65535 湖期値： 161) 

II.IP アドレス八ンイ 
セッテイ 

IP アドレス範囲を制限するかどラかを設定します。 

OFF 

コンピュータの IP アドレス範囲を制限しません。 

ON 

指定された IP アドレスを持つコンピュータからのみ本製品にデー 
夕（プリント/ファクスジョブ）を送信できるようにします。 

1. キヨカ/キヨヒ 

指定した IP アドレスからのアクセスを許可するか拒否するかを設 
定しまず。 

-キョヒ 
* キョカ 
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システム管理設定 

2. IP アドレス八 

ンイニュウリヨク 

1P アドレス範囲を指定しまず。各設定に、くカイシアドレス>と 
くシュウリョウアドレス>を入力する必要があります。 

- 1.IP アドレス] 

- 2. IP アドレス 2 

- 3. IP アドレス 3 

- 4.IP アドレス 4 

12 .ジュシンキヨカ 

MAC アドレス 

MAC アドレスフィルタを有効にするかどうかを設定します。 

OFF 

MAC アドレスフィルタを無効にします。 

ON 

本製品へのアクセスを許可ずるコンピュータの MAC アドレス（最 
大 5 個）を指定しまず。 

-1 .キョカアドレス 1 

- 2 .キヨカアドレス 2 

- 3 .キョカアドレス 3 

- 4 .キヨカアドレス 4 
-日.キョカアドレス 5 

2.SMB クライアントヲシ 

3 ク 

NetBIOS ネットワークで本製品を使うための SMB の設定をしま 
ず。 

OFF 

SMB クライアントを使用しません。 

ON 

SMB クライアントを使用しまず。 

1. サーバ メイ 

本製品の NetB の S 名を入力します。 

之ワークグループメ 
ィ 

本製品が属するワークグループ名を入力しまず。 

3. コメント 

プリンタに関するコメントを入力します。 

4. LM アナウンスヲ 
シ 3 ゥ 

本製品のを在を LAN Manager に通知するかどうかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

3. SNMP セツテイ 

SNMP の詳細を設定します。 

1.SNMP ヲシ 3 ウ 

SNMP を有亥力にするかどラかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

2. コミュニティメイ 1 

SNMP コミュニティ名 1 (初期値： public) を設定します。 

3. コミュニティメイ 2 

SNMP コミュニティ名 2 を設定します。 

4. SNMP カキコミカ 
ノゥ 1 

ネットワーク上のコンピュータから本製品にアクセスでき、設定 
を変更できるよラにしまず。 

• ON 
- OFF 
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システム管理設定 

5. SNMP カキコミカ 
ノゥ2 

ネットワーク上のコンピュータから本製品にアクセスでき、設定 
を変更できるよラにしまず。 

- OFF 
• ON 

4.セン3ウポートセッテイ 

キヤノンプリンタドライバまたはユーテイリテイを使って、本製 
品の詳細情報を設定したり、参照しまず。 

• ON 
- OFF 

5. ETHERNET ドライバ 

ネットワークの接続タイプを指定します。 

1.ジドウケンシュツ 

Ethernet ドライバの検出方法を選択します。 

ジドゥ 

通信モード（半二重/全二重）および Ethernet の種類 （ lOBase - 
T /100 Base - TX ) を自動的に検出ずるよう設定しまず。 

マニュァル 

通信モードと Ethernet の種類を手動で設定します。 

1. ツウシンホウシキ 

通信モードを選択します。 

-八ンニジユウ 
-ゼンニジュウ 

之 ETHERNET ノ 
シュルイ 

Ethernet の種類を選択しまず。 

• 10 BASE-T 
- 100 BASE-TX 

6. IP アドレスカクニン 

現在のネットワーク設定を確認します。 

1. IP アドレス 

IP アドレスを確認します。 

2.サブネットマスク 

サブネットマスクを確認します。 

3. ゲートウェイアドレス 

ゲートウェイアドレスを確認しまず。 

7.デンシメール/ I ファクス 

電子メール/1ファクスを設定します。 

1. SMTP ジュシン 

本製品の SMTP 受信機能を利用して直接電子ゾールを受信ずるか 
どラかを設定します。 

- OFF 
• ON 

2. SMTP サーバ 

SMTP サーバの IP アドレスまたは名称を入力します。 

3. POP 

POP サーバを使って電子^ールを受信するかどうかを設定しま 
す。 

• OFF 

• ON 

4. ニンショウ/アンゴウ 
カセツテイ 

電子メールを送信ずる前の認証方式を指定します。 
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システム管理設定 

1. ソウシンマエノ 

POP ニンショウ 

POP サーバにログインしてからメールを送信する方式（電子メー 
ルを送信する前に、 POP サーバにログインしているユーザを認証 
ずる方式）の SMTP サーバかどラかを設定します。 

- OFF 
• ON 

2. SMTP ニンショウ 

SMTP サーバにログインしてからメールを送信ずる方式（電子 
メールを送信する前に、 SMTP サーバにログインしているユーザ 
を認証ずる方式）の SMTP サーバかどラかを設定しまず。 

ON 

SMTP 認証を有交力にしまず。 

• 1 .ユーザメイ 
- Z パスワード 

OFF 

SMTP 認証を無効にします。 

5.デンシゾールアドレ 
ス 

本製品の電子メールアドレス（最大64文字）を入力します。 

6. POP サーバ 

POP サーバの IP アドレスまたは名称(最大48文き）を入力します。 

7. POP アドレス 

POP サーバにアクセスするときのログイン名（最大32文字）を 
入力しまず。 

8. POP パスワード 

POP サーバにアクセスするときのパスワード（最大32文字）を 
入力しまず。 

9. POP 八ッコウカンカク 

POP サーバに対して受信メールを確認する間隔を設定します。「0」 

に設定した場合、 POP の自動発行は行いません。め分〜99分 
(0分)） 

8.キドウジカンノ セッテ 
イ 

本製品がネットワーク通信を開始ずるのを遅らせる時間を設定し 
まず。 （0 秒〜300秒 （60 秒)） 

6ツウシンカンリセッテイ 

通信機能を設定しまず。 

1.デンシメールセッテイ 

電子メールの通信設定をします。 

1. データサイズジョウゲ 
ンチ 

電子メールを送信することができる最大データサイズを設定しま 
す。送信するデータサイズが上限値を超えた場合、複数に分割し 
て送信します。 （0 MB 〜 99 MB (0MB)) 

2. サイズオーバージノブ 
ンカ、ソ 

データサイズが設定値を超えた場を、送信ずるデータを別のファ 
イルに分割するかどラかを設定します。 

• OFF 

• ON 

2. ファクスセッテイ 

ファクスの通信設定をしまず。 

1. ソウシンスタート 
スピード 

すべての原稿に対して送信速度を設定します。 （ 33600bps 、 
2400 bps 、 4800 bps 、 7200 bps 、 9600 bps 、 14400 bps ) 
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システム管理設定 

2.ジユシンスタート 
スピード 

ずべての原稿に対して受信速度を設定します。は3600 bps 、 
2400 bps 、 4800 bps 、 7200 bps 、 9600 bps 、 14400 bps ) 

3.メモリジユシンセツテイ 

受信原稿はずべてメモリで受信し、自動的にプリントしないよう 
にするかどうかを設定しまず。（一操作ガイド（総合編）「第4章 
送信と受信」） 

OFF 

メモリ受信を無効にします。 

ON 

メモリ受信を有効にします。 

1. パスワード 

メモリを不正なアクセスから保護するための暗証番号を登録しま 
す。 

2. レポート 

メモリ受信のレポートをプリントずるかどラかを設定します。 

• OFF 

• ON 

3. ジカンシテイ 

メモリ受信の時間を指定ずるかどラかを設定しまず。 

OFF 

メモリ受信の時間を設定しません。 

ON 

メモリ受信の時間を設定します。 

-1.カイシジコク 
-之シュウリョウジコク 

7テンソウエラージセツテイ 

転送エラーが発生した場合、受信した文書をプリントずるかどラ 
かと、ゾモリに保存ずるかどうかを設定します。 

1.ガゾウヲプリント 

転送エラーが発生した場合、受信した文書をプリントするかどう 
かを設定します。 

• ON 
- OFF 

2.ガゾウヲゾモリニホゾ 
ン 

転送エラーが発生した場合、受信した文書をメモリに保存ずるか 
どラかを設定します。 

- OFF 
• ON 

8リモート UI ノ ON/OFF 

本製品の操作と設定の変更をする隙に、リモート UI 機能を有効に 
ずるかどラかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

9ソウシンキノウノ セイゲン 

宛先に関する操作や送信時に使える機能を制限します。 

1.アテサキヒヨウアン 
ショウ N 0. 

宛先表に暗証香号（最大7祈）を設定します。 

- OFF 
• ON 
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システム管理設定 

2.シンキアテサキノ セイ 
ゲン 

ワンタッチダイヤルおよび短縮ダイヤル の登録や変更を制限ず 
るかどラかを設定しまず。スピードダイヤルに登録されていない 
宛先への通信を制限するかどラかを設定しまず。 

- OFF 
. 0 N *2 

グループアドレスの登録や変更は制限されません。 

*2 外付け電話機からの通信は可能です。 

3. FAX ドライバソウシン 
キョカ 

ファクスドライバを使ってのコンピュータからのファクス送信を 
制限するかどラかを設定しまず。 

• ON 
- OFF 

4.ファクス N 0.カクニン 
ニュゥリョク 

ファクスを送信するときに、入力したファクス番号を確認するか 
どラかを設定します。 

- OFF 
• ON 

5. リダイヤル/コールノ 
セイゲン 

[コール/ポーズ]を押してリダイヤルずる機能を無亥力にずるかど 
ラかを設定しまず。 

- OFF 
• ON 

6 .ドウホウソウシンノ セ 
イゲン 

同報送信機能を設定します。 

OFF 

同報送信の制限を設定しません。 

ドウホウソウシンノ カ 
クニン 

送信先が複数あることを送信時にゾッセージ表示で通知します。 

ドウホウソウシンフカ 

同報送信を無効にします。 

10ジョブリレキヒョウジ 

ジョブ履歴の表示を許可するかどラかを設定します。 

ON 

ジョブ履歴を確認できまず。 

OFF 

ジョブ履歴を確認できません。通信管理レポートは自動的にプリ 
ントされません。 

11 USB デバイスヲシ3ウ 

USB 接続を使ったジョブを制限ずるかどうかを設定します。 

• ON 
- OFF 

12ファームウエアコウシン 

本製品のファームウェアをバージョンアップする必要がある場合 
に実行しまず。 
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付録 



〇主な仕様 



を体的な仕樣 

♦形式 

バーソ ナルデスクトツプ 

• 電源 

100 V 50/60 HZ 

• 消費電力 

最大消費： 690 W な下 
待機時消費：1 2 W が下 
スリープモード時消費：約 3 W 

• ウォームアップタイム 

16.0秒 L 乂下* 

(温度： 20で、湿度： 65%。本製品の主電源スイッチを入 
れてから待受画面が表示されるまで） 

* ウォームアップ時間は、本製品の使用状況や環境によっ 
て異なることがあります。 

♦ 重量 

約 13.4 kg (トナーカートリッジを含む） 

♦外形寸法{幅 X 奥行 X 高 
さ） 

390 mm X 442 mm x 470 mm 

(原稿給紙卜しイ/巧紙カセット取り付け時） 

♦設置スペース（幅 X 奥行） 

已 90 mm X 830 mm 

• 動作環境 

温度： 7.5 で〜35で 
湿度： 5%〜90%ホ目対湿度 

• 使用可能な原稿 

一 P .2-1. 

• 使用可能な用紙 

一 P .2-7. 

• プリント 節 困 

一 P .2-8. 

♦読み取り範囲 

一 P .2-2. 
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コピーの仕様 

• 読取解像度 

<モジ/シヤシン> : 300 dpi X 300 dpi 
<モジ>、<シヤシン >、 <モジ/シヤシン+> : 

600 dpi X 600 dpi 

• 出力お像度 

600 dpi X 600 dpi 

♦コピー倍率 

1 ± 1 .0%、 1 :2.00、 1:1.41 、 1:1.22、1:1.1 日、 1 :0.86、 1:0.81 、 
1:0.70、1:0.50 

ズーム日 096 - 200〇/〇、1〇/〇刻み 

参ファーストコピータイム 

原稿台ガラス： 8.5 秒 L 乂下 （ A 4) 

♦コピー速度 

等倍： A 4 20枚/分 

♦コピー部数 

最大99部 


i 
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プソンタの仕様 

• 印刷方式 

間接静電気方式（オンデマンド定着） 

• 用紙 積載 可能枚数 

-用紙カセツト： 250枚（積載高さ 25 mm が下） 

-手差し卜しイ：1枚 

• 排紙枚数 

100枚 （64 〜 80 g / m 2) 

• プリント速度 

「コピー速度」（一 P .13-2) を参照してください。 

• 出力解像度 

600 dpi X 600 dpi 

• 階調 

256階調 

• トナーカートリッジ 

一 P .1-9. 


ファクスの 仕様 

参 適用回線 

公衆交換電話網 （ PSTN ) ’1 

♦互換性 

G 3 

• データ 圧縮方式 

MH 、 MR 、 MMR、JBIG 

• モデム速度 

33.6 Kbps 
自動フォールバック 

• 伝送速度 

ぺージ当り約3秒*2 ECM - JB に、 33.6 Kbps でメモリカ、 

ら送信 

• 送信/受信メモリ 

最大約512ぺージジ 
(送受信の総ページ数） 

• ファクス紹像度 

くヒヨウジュン > : 8画素 / mm X 3.8 日ライン/ mm 
くファイン> : 8画素/ mm X 7.7 ライン/ mm 
くシヤシン> : 8画素/ mm X 7.7 ライン/ mm 
くスーパーファイン> :8画素/ mm X 15.4 ライン/ mm 
くウルトラファイン>:16画素 / mm X 1己.4ライン / mm 


m 
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ファクスの仕様 

• ダイヤル方式 

- スピー ドダイヤル 
ワンタッチダイヤル （8 件） 

短縮ダイヤル （192 件） 

グループダイヤル （199 件） 

宛先表ダイヤル（宛先表キーによる） 

• 通常ダイヤル（テンキーによる） 

-自動リダイヤル 

-手動リダイヤル（コール/ポーズキーによる） 

-同報送信 （201 件） 

• 受信方式 

-自動受信 

-電話機によるリモート受信（初期設定 ID : 25) 


レポー h の仕樣 

• レポートの種類 

-通信管理しポート （40 件ごと） 

-送信/受信結ましポート 
-発信元情報 


電話の仕様 

• 接続可能な電話 

外付け電話機/留守香録音機/データモデム 


送信の仕様 

ファイルサーバ 送信の仕様 

• 通信 プロトコル 

SMB ( TCP / IP ) 

• データフォーマット 

TIFF (白黒 )、 PDF (白黒 )、 JPEG (カラー)、 

PDF (高圧縮）（カラー) 

♦解像度 

100 X 100 dpi 、 150 X 1己 0 dpi 、 200 X 100 dpi 、 

200 X 200 dpi 、 300 x 300 dpi 、 400 x 400 dpi 、 

600 X 600 dpi 


►►► 
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送信の仕様 

• システム環境 

Windows 98/ Me、Windows XP Professional/Home 
Edition、Windows 2000 Server / 

Professional ( SPl が降 ）、 Windows Server 2003、 
Windows Vista 

• インタフエース 

100 巨 ASE - TX 、1 OBASE-T 

• カラーモード 

カラー、白黒 

参入力画像 

文字、文字/写真、写真 

電子メールの仕様 

♦通信プロトコル 

SMTP 、 POP 3 

♦解像度 

100 X 100 dpi 、 150 X 1己 0 dpi 、 200 X 100 dpi 、 

200 X 200 dpi 、 300 x 300 dpi 、400 x 400 dpi 、 

600 X 600 dpi 

• データフォーマット 

TIFF (白黒)、 PDF (白黒)、 JPEG (カラー)、 

PDF (高圧縮）（カラー) 

♦原稿サイズ 

LTR、LGU STMTR 、 STMT 、 A 4、 A 日、 A 已 R 、 目日 

♦対応サーバソフトウエア 

Microsoft Exchange Server 5.5 ( SP 2)、 

Sendmail 8.11.2 、Lotus Domino R 4 .日 / R 已 

USB メモリ送信の仕様 

• データフォーマット 

TIFF (白黒）、 PDF (白黒）、 JPEG (カラー)、 PDF 搞圧 
縮）（カラー) 

♦解像度 

100 X 100 dpi 、1 已 0 X 150 dpi 、 200 x 100 dpi 、 200 

X 200 dpi 、300 X 300 dpi 、400 x 400 dpi 、600 x 600 dpi 

• インタフエース 

USB 1.1 

• カラーモード 

カラ ー 、白黒 

• 入力画像 

文字、文字/写真、写真 

• ファイルシステム 

FAT 16、 FAT 32 

• USB メモリの大容量 

FAT 16 :最大 2 G 巨 

FAT 32 :最大 8 G 巨 


公衆交換電話網は、現在 28.8 Kbps までのモデム速度に対応しています。ただし、電話回 
線の状態により異なります。 

* 2 ITU-T (国際電気通信連合の通信規格などを制定する部門）標準チャート No.K JB に標準 
モードによる。 
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メ f 

仕様は予告なく変更されることがあります。 

製品が改良され変更になったり、今後発売される製品によって内容が変更になることがありま 
すので、ご了承ください。 

本製品に関ずる情報はこちらでもご確認いただけまず。 

キヤノン Satera ホー ムぺ ージ 
■ http :// canon . jp / satera / 


m 
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ゲンコウヲテンケンシテクダサイ 11-1 
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受信ずる 5-1 
受信中のジョブ 
確認ずる 5-8 
削除ずる 5-8 
受信モード 

FAX/TEL 5-2 
ジドウ 5-2 
シュドウ 5-2 
ルス TEL 5-2 
主電源スイッチ 1-2 
手動で送信ずる 4-35 
使用可能な原稿 2-1 
使用可能な用紙 2-7 
使用ずる 

宛先表 4-33 
グループダイヤル 4-31 
短縮ダイでル 4-29 
ワンタッチダイヤル 4-27 
初期設定/登録キー 1-3 

ず 

スキャナ機能 Vi 
スキヤンキー 1-3 
スキヤンする 7-1 
USB メモリ 7-3 
コンピュータ 7-1 
スキヤンモード 1-6 
スタートキー 1-4 
ストップ/リセットキー 1-3 
スリープモード 1-12 
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せ 


た 


設置 xiv 

設定確認 キー 1-3 
設定 メニユ ー 

宛先表仕様設定 12-12 
音量調整1 2-4 
共通仕様設定12-日 
コピー仕様設定1 2-6 
システム管理設定 12-18 
送信/受信仕様設定 12-7 
タイマー設定 12-15 
調整/クリーニング 12-16 
プリンタ仕様設定 12-14 
用祇設定1 2-4 
レポート設定 12-17 
設定ゾニューを使う 12-3 
節電 キー 1-3 


セツ h ずる 


原稿 2-3 
はがき 2-n 
封筒 2-9 
用祇 2-9 


そ 

操作パネル1-1， 1-3 
送信操作パネル1-日 
メイン操作パネル 1-3 
操作パネル部 1-2 
送受信機能 iii 
送信する 4-1 
送信設定 

電子メール/ファイルサーバ 4-6 
送信操作パネル1-日 
送信中または送信待機中のジョブ 
確認ずる 4-40 
削除する 4-40 

ソウシン/ジュシンシヨウセッテイ 12-3 
g 送信/受信仕様設定1 2-7 

送信/ファクスキ ー1-3 
送信/ファクスモード 1-6 
ソー トコ ピー 3-8 
ソート/ 2 ini キー 1-3 
外付け電話機用端子 1-2 


タイマー設定1-12， 12-15 
タイマーセツテイ 12-3 
タイムゾーン 1-1 日 
短縮キー 1-5 
短縮ダイヤル 
削除ずる 4-20 
使用ずる 4-33 
登録ずる 4-10, 4-13, 4-15 
登録/編集する 4-10 
編集ずる 4-18 


ち 

中止 

コピー ジョブ 3-14 
受信ジョブ 5-6 
スキヤンジョブ 7-10 
送信ジョブ 4-37 
チョウセイ/クリーニング 12-3 
調整/クリーニング 12-16 

つ 

つまり 

原稿 11-1 
用祇 11-3 


て 

ディスプレイ 1-4,1-6 
待受画面 1-6 
メッセージ 11-9 
停電 11-25 
手差しトレイ 1-2, 2-9 
手差しトレイ用祇ガイド 1-2, 2-11 
テンキー 1-4 

電源ソケット/アース端子 1-2 
電源について XV 
電子メールアドレス 
登録ずる 4-13 
電力供給が止まったら n -25 
電話回線端子 1-2 
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と 

登録/編集する 
宛ホ 4-9 

グループダイヤル 4-21 
短縮ダイヤル 4-10 
ワンタッチダイヤル 4-10 
卜ーンキー 1-4 
トナーカートリッジ1 -9 
巧一にならず 10-8 
交換ずる 10-10 
残量の確認 1-11 
取り扱い 1-10 

トナーカートリッジの交換時期 10-8 
トナーカートリッジの取り扱い 1-10 
トナーを巧一にならず10 -8 
トナー残量 1-11 
トナー残量キー 1-4 

トナーショウ（ケイゾクプリントカ） 10-8 
トラブルが解決しない場合 11-25 
取り扱い xii 

取扱説明書の分冊構成について i 


に 

日常のお手入れ 10-1 
認証キー 1-3 

の 

濃度 

コピー 3-4 
スキヤン 7-6 
ファクス 4-5 
濃度キー 1-3 

は 

排祇ストッパー 1-2 
排祇トレイ 1-1 
排祇補助トレイ 1-2 
はがき巧ガイド 1-2 


ふ 

ファイルサーバ送信先 
登録ずる 4-15 
ファクス番号 
登録ずる 4-10 
封筒 2-9 


部門別 ID 管理 

ご使用後に必要な作業 1-8 
ご使用の前に必要な作業 1-7 
プリンタ機能 V 
プリンタ仕様設定 12-14 
プリンタシヨウセツテイ 12-3 
プリントジョブ 
確認ずる 6-3 
削除ずる 6-3 
プリントする 6-1 
プリント範囲 2-8 

ほ 

保守 xii 

本製品の移動 10-13 
本体のクリーニング 
外部 10-1 
定着器 10-4 
内部 10-2 

読み取りエリア 10-5 


ま 

待受画面 

ID 管理 1-6 
コピー 1-6 
スキヤン 1-6 
送信/ファクス 1-6 


め 

メイン操作パネル 1-3 

メニュー 

設定1 2-4 
使う 12-3 
メモリ受信した文書 
転送ずる 5-3 
メンテナンス 10-1 

付 

ゅ 録 

ユーザ ID 管理 

ご使用後に必要な作業 1-8 
ご使用の前に必要な作業 1-7 
ユーザデータリスト 12-1 
プリントする 12-1 

ユーザデータリストをプリントする 12-1 
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ぶ 

用祇 

サイズと種類 2-1 日 
使用可能な 2-7 
セットずる 2-9 
つまり 11-3 
プリント範囲 2-8 
用祇カセット 1-1 
用紙がつまったときには 11-1 
ADF 11-1 
用祇 11-3 
用紙 カバー 1-1 
ヨウシガツマリマシタ 11-1 
用祇後端ガイド 1-2 
用祇設定1 2-4 

用紙のサイズと種類を設定する 2-15 
3ウシセツテイ 12-3 
読み込み設定 
コピー 3-3 
スキヤン 7-6 
送信 4-3 
ファクス 4-3 
読み取り範囲 2-2 

0 

リモート UI 9-1 
リモート UI 機能 Vi 
両面キー 1-3 
両面コピー 3-12 

れ 

レポート 設定 12-17 
レポートセッテイ 12-3 

わ 

ワンタッチダイヤル 
削除ずる 4-20 
巧用ずる 4-27 
登録ずる 4-10, 4-13, 4-15 
登録/編集する 4-10 
編集ずる 4-18 
ワンタッチダイヤルキ ー1-5 
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本書は本文に再を紙を 
使用していまず。 

本書は揮発性有機化合物け 0 C ) 
ゼ□のインキを使用しています。 
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